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ご覧の勇者の提供でお送りします








田口仙年堂







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　しらび
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プロローグ


第一章　初公開！　新人勇者のお披露目！

第二章　密着取材！　あの勇者の裏側に迫る！

第三章　午後のニュース

第四章　勇者テレビ（ゼルニア城下町より中継）



エピローグ





　あとがき











　プロローグ




　決まったぁーっ！

　テレビの前の皆みなさん、ご覧になりましたか!?

　モンスターに剣けんの一いつ閃せん！　素す早ばやいビーストタイプでも問題なし！　まさに一いち撃げき必殺の剣技が冴さえ渡わたる！　全長七メートル以上ある大鳥タイプのモンスターが真っ二つに切り裂さかれましたぁーっ！

　さすがは騎き士しアナスタシア！　弱じやつ冠かん十八歳にして勇者になったその腕うで前まえはいつでも私たちを沸わかせてくれます！　ゼルニア王国八大騎士団のひとつ、女性だけを集めたアン・フラン騎士団の長は伊だ達てじゃないっ！　その金きん髪ぱつは水のように流れ、白銀の鎧よろいは彫ちよう刻こくのように美しいっ！

　これでトドラナ街道に残るモンスターは、残り二十五！　本日の時空振しん動どうは中規模ですので、これまで出現したモンスターは五十を超こえません！　ですがその強さも中規模、最低ランクのモンスターでもゼルニア王国兵士が三十人がかりでようやく仕留められる強さ！

　それをたった一人で倒たおしてしまうのが──




　我らがゼルニア王国の「勇者たち」です！




　この国を背負って戦う、まさに我らの英えい雄ゆう！

　まだ余よ裕ゆうがありそうですので、ちょっと勇者の声を聞いてみましょう。

　音声入ってます？　アナスタシア、聞こえます!?

『問題ありません』

　相変わらずハスキーな声、ステキです！　これで七体目ですね！　ポイントはちょうど三〇〇！　いい記録です！

『いいえオリーブさん。六体目です。ポイントは二七〇』

　あら？　そうだったかしら？　魔ま導どう士しからの報告ですと、七体って。

『おそらく四体目と思われる蛇へび型モンスターの討とう伐ばつで誤ご認にんしたのでしょう。倒したのは私ではなくギョクレンさんです』

　え、そうなんですか？

　ギョクレンちゃん、今のアナスタシアの話なんですけど！

『その通りでゴザル』

　ええと、どこかしら──あ、いました、街道の案内板の上に片足で立ってる！　相変わらずギョクレンちゃんは探すの大変ねぇ。

　東方のエージェントの「ニンジャ」といったかしら？　十六歳にして、その技わざの全すべてを身に宿した勇者、獲え物ものを狙ねらう鋭するどい目は猛もう禽きん類るいのようです！

『我わが力は身を自然と一体化させるもの。闇やみに紛まぎれ、魔を討うつ剣──で、ゴザル』

　なんて話している間に、ギョクレンちゃんの身体からだが消えましたっ！　これぞニンジャにして勇者のギョクレンちゃんのスキル！　そして瞬またたく間にモンスターの頭から黒い血が噴ふき出しています！　見えざる一撃！　さすがは移民街の星！　討伐カウント間違えてごめんなさいっ！

『地味なスキルだから、仕方なしでゴザルよー』

　ですがその地味なギョクレンちゃん、最近ジワジワと男性人気が上がっているそうです。守ってあげたくなるんでしょうかね。

　さて、男性人気も気になりますが、やはり女性人気も無視できません。

　そう、ギョクレンちゃんの後ろで戦っている、旋せん律りつの魔導士バーナードです！

　あーっと！　今日も炸さく裂れつ！　バーナードの両手から発せられる色とりどりの魔法！　空間という五ご線せん譜ふに音おん符ぷを描えがくように、鮮あざやかに飛び交かう魔法の光！　それらがモンスターに一気に降り注ぐ！　二体を撃破ですっ！

　すばらしい！　私ことオリーブ・オイゲン二十五歳も彼と同じく魔術結社ベルコーストの出身なんですけど、彼は入った当時から天才と呼ばれてました！　ゼルニア王国に存在する全ての魔法を難なく使え、それらを組み合わせて新魔法を作れる才能は、まさにスキルを持った勇者としての資格充じゆう分ぶん！　加えてその甘いマスクと言葉で女性ファンもメロメロですっ！

『観てくれたかい、テレビの前のハニーたち。俺の魔法はモンスターを倒すだけじゃない。君の心の氷も溶とかす愛の魔法が込こめられているのさ』

　今日も歯の浮うくセリフをありがとう、バーナード！

『おいおいオリーブさん。茶化すのはやめてくれよ』

　あいにくと私は君みたいな線の細い子は趣しゆ味みじゃないんですー。結けつ婚こんするならしっかりした男と決めてるんですから！

『それでいいんだよ。俺が女性に見せるのは、一時の夢──そう、楽しいショーのように儚はかなく消える恋こいと同じなのさ！』

　そんな事を喋しやべっている間にも、バーナードの魔法はモンスターをなぎ倒していく！　口は軽いけど攻こう撃げきは重い！　現在、ポイントは二位！　かなりの好成績です！

　ですが順位は荒あれております！　バーナードの順位もあっという間に覆くつがえされてしまう可能性はとっても高いです！

　さぁ、ここでモンスター三体撃破の報告！

　やったのはセシルくん！　ご覧ください、彼の鎧から何かが発射されております！　それが次々にモンスターを倒していく！　今までのスローペースはなんだったのか！

『ゴメンね！　バネの調整に手間取ってたんだ！　だけどこれからは追い上げていくよ！　ボクが開発した連装式バリスタでモンスターは皆殺しだっ！』

　戦い方は違ちがえど、やはり彼も勇者！　職人組合クラフトマンギルドの若き才能、史上最年少である十三歳のセシルくん！　その可愛かわいいお顔に、意外と女性ファンがついているんです！

　彼の言葉通り、彼の手からすごい勢いで矢が発射されています！　それもものすごく太いです！　あれを人間の力で飛ばそうと思ったら、よほど屈くつ強きような男じゃないと無理です！

　そしてそしてぇっ！　追い上げているのはセシルくんだけではありませんっ！　トドラナ街道の終点付近、ちょうど土手になっていて見えませんでしたが、あそこでモンスター二体を相手に戦っている勇者がおります！

　獣けもの型モンスター二体に噛かみつかれ、引き裂かれながらなお立ち上がるのは、エル・ザニアス教会の神秘、シスター・エリュシオン！

『アッハァ……！　もっと殴なぐっていいのよォ？』

　自分の血に塗まみれながら、それでもメイスを振ふり続けられるシスターのパワー！　どれだけ斬きられても即そく座ざに復活する回復魔法の力で、彼女が倒れる事などありえない！　モンスターの爪つめや牙きばなど、彼女の前ではオモチャに過ぎないです！

『ウフフフフフフ！　さぁ、私に赦ゆるされなさい！』

　ローブの下に着ているボンデージ衣い装しようがまたセクシー！　太陽の光を浴びてヌラヌラと輝かがやく衣装と血がオトナの魅み力りよくを醸かもし出しておりますっ！　これでまた婦人の会から苦情が来るでしょう！

『あらぁ？　オリーブさんって私より年上でしたよね？』

　そういえばシスター・エリュシオンって二は十た歳ちでしたね。なのに、どういう事なんですかその色気ムンムンの身体は！　何食べたらそんな風になるんですか!?

『ウフフ、知りたかったら、今度放送する私のテレビを観みてね？』

　くぅー、ここに来て宣伝とはいやらしい！

　さぁ、残す所モンスターの数はあと八体！　このモンスターを誰だれが倒すかで、今回のモンスター討伐の順位が決定してしまう！　どの勇者も頑がん張ばって欲しいところですが──

　ああ───っと！

　とうとうやってきた！

　みんなが待っていた彼がやってきた！

　たくさんの動物を連れて、私たちの前に現れましたぁーっ！

『んんーっ！　ダイナミーック！』

　お決まりの言葉とともに、巨きよ大だいな羊に乗って来た！　あの筋肉質なボディに、歯が光る笑え顔がお！　そうです、ダルシー農業組合が生み出したヒーロー、我らがダイナミック・スーパー・ディンゴだぁっ！

『ダイナミーック！』

　彼が乗っている羊の他ほかにも、虎とら、オオカミ、山や羊ぎなどがたくさんいます！　そのどれもがモンスターより大きい！　体長十メートルは超えています！

『さぁ、我が友よ！　モンスターを蹴け散ちらして平和を取り戻すのだ！』

　ディンゴの命令と同時に、動物たちが一いつ斉せいに飛びかかった！　牙や爪などなくとも、その大きさが武器になる！　踏ふみ潰つぶされたモンスターは、二、三、五、六体になったぁ！　合計ポイントは五二〇！　今のこの突とつ撃げきだけで、ディンゴのトップは揺ゆるぎないものになりました！

　凄すごすぎる！　さすが五年間トップ勇者の座を譲ゆずらない、まさに勇者の中の勇者！　ダイナミック・スーパー・ディンゴ！

『ハーッハッハッハ！　ゼルニア王国の平和は私が守る！　そして我がダルシー農業組合からお知らせだ！　今度、ディンゴ印のヨーグルトが発売される！　私のように強くなりたければ、是ぜ非ひ食べてくれたまえ！』

　おおっと、ちゃっかり宣伝までしているぞ！　そんな余裕もあるなんて、さすがディンゴ！　結婚して欲しい！

　さぁさぁ、トップのディンゴに各勇者は追いつけるのでしょうか！　現在四二〇ポイントのアナスタシアは堅けん実じつにモンスターを倒していますが、スピードは伸のびません！　バーナードもセシルくんもポイント四〇〇前後で争っております！　続いて三八〇ポイント、シスター・エリュシオンはもう一体のモンスターと交戦中で、三五〇ポイントのギョクレンちゃんは……また姿を消しています！

　さぁさぁ、ポイント争いも熾し烈れつになってきました、今回の時空振動！

　ところでこの勇者テレビをご覧になっている皆みなさんには常識ですが、忘れている方のために、ここでもう一度ご説明させていただきます！

　この「勇者テレビ」はゼルニア王国の皆さんの税金と、スポンサーの協力によって運営されております！　各スポンサーが擁よう立りつする勇者は倒したモンスターの数と質によってポイントを得るのです！

　そしてっ！　ポイントはシーズンごとと年間で集計され、年間で一位となった勇者には莫ばく大だいな賞金とゼルニア王国最強の名めい誉よを手に入れます！　それだけではありません！　勇者のランキングを予想した国民の皆さんにも配当金が出るんですよ！

　あ、でも賭かけられるのは成人になってからですからね！　子供は勇者のグッズを買って応おう援えんしてあげてください！

　今シーズンはまだ始まったばかり！

　トップを走り続けるディンゴか、堅実な戦いを見せるアナスタシアか！　はたまたド派手に魅みせてくれるバーナードか！　見ている方はハラハラするけど成績は安定のエリュシオンか！　それとも毎回バクチ勝負のセシルくんか！　気がつけばポイントを稼かせいでいるギョクレンちゃんか!?

　それぞれの勇者の活かつ躍やくが楽しみです！

　今年も楽しい勇者テレビをお届けできそうです！

　──っと、忘れてました！

　番組の冒ぼう頭とうで紹しよう介かいしていた、新しい勇者！




　そう、今日からデビューしたタッグの勇者です！




　タッグですよ、タッグ！

　勇者テレビ始まって以来、初めてのパターンです！

　これまで奇きをてらった勇者は数多くいましたけど、二人で一人の勇者として登録されたのは、これが初めてです！

　どうして二人で一人の勇者が受理されたのかと言いますと、二人ともファティマ学園の生徒さんなんです！　まだ半人前の学生さんという事で、二人で一人前なんだそうです！

　ですが、どちらも非常に優ゆう秀しゆうな成績を収めており、勇者としての期待度はとっても高いですよ！

　さらに！　この勇者コンビの片割れ！

　視し聴ちよう者の皆さん、聞いて驚おどろかないでくださいよ！




　なんと！　あの「伝説の勇者」の息子むすこさんなんですっ！




　二十五年前に大活躍した、あの「伝説の勇者」の血筋、その上「伝説の勇者」自ら戦せん闘とうの手ほどきをしたという、奇き跡せきのサラブレッド！　これはもう半人前なんて言っていいんでしょうか!?　むしろ勇者二人分くらいの仕事をしちゃいそうです！

　さっそく活躍を見てみたいところですが──

　あれ、戦闘が始まってから姿が見えませんね。

　あの、スタッフの魔ま導どう士しさん。彼らはどこへ……え？　畑？　畑のどこに……あ、もしかしてこれですか？

　いました！　街道の脇わきにある畑！

　あそこに頭から突つき刺ささっています！

　パンツ丸出しで突き刺さっている女の子が！

　それと仰あお向むけに倒たおれている男の子！

　ちょっと、大だい丈じよう夫ぶですか!?

『………………った……』

　え!?

　ケガの具合は大丈夫ですか？　シスター・エリュシオンを向かわせますからね！

『……どう…………………な………………………』

　なんて言ってるんでしょう？

　ええと、フウト・ソーンくん！

　彼が「伝説の勇者」の息子なんですが──

　そんなに怒おこって、どうしたんですか!?

『………どうしたのか………………だって……!?』

　ああ、立ち上がった！　フウトくんが立ち上がりました！

『どうしたのか訊ききたいのは、僕の方だ！』

　おっとフウトくん、突き刺さっているパートナーを引っこ抜ぬきました！　泥どろまみれの彼女は、フィオーレ・ローゼンガルデちゃんですね！　ダメージが大きいのか、まだ動けないようです！

『聞いてるんだろフィオーレ！　何やってた！　君は何をやっていたんだ！』

『あー……ごめん、寝ねてた』

『なんでモンスターを前にして眠ねむれるんだよ！　しかも今、畑に頭突っ込んでる時も寝てたろ！』

『えへへ』

『えへへじゃない！　ちょっとは反省しろよ！』







[image: ]







　ちょ、ちょっと二人とも落ち着いて！　今、本番中！

　まだモンスター残ってるんだから、気をつけて！

『だってさフウト。よろしくねー……』

『よろしくじゃない！　畑で寝るな！　働けフィオーレ！　くそっ、なんでこんな事になったんだ！　なんで僕ばっかり！　どうしてこうなったんだぁっ！』







　第一章　初公開！　新人勇者のお披ひ露ろ目め！




　ゼルニア王国に多く存在する教育機関の中でも、最も規模が大きいファティマ学園。

　一いつ般ぱん的な知識を学ぶコースから、戦闘に特化した学科や特とく殊しゆな魔ま法ほうを学ぶ施し設せつも存在する、王国一番の学園である。

　そのファティマ学園の本校舎の廊ろう下かに、誇ほこらしげに立っている男が一人。

　彼が見ている掲けい示じ板ばんには、彼の顔写真を使った校内新聞が貼はられていた。その見出しには大きなフォントで「ついに決定！　学園の勇者フウト・ソーン！」と書かれてあった。

「すごいなフウト。本当に選ばれるなんて」

「だよな。まさかフウトがこんなに強いなんて知らなかったぜ」

　感かん慨がい深ぶかい目で新聞を見ていたフウトの横で、二人のクラスメイトも感心している。

「ああ！　僕は強いぞ！」

「ああ、ってお前正直すぎるな！　少しは謙けん遜そんしろよ！」

　笑いながらクラスメイトが小こ突づくと、フウトも苦く笑しようして、

「だってようやく勇者になれたんだぞ！　嬉うれしいに決まってるじゃないか！」

「ま、それもそうか。筆記試験、実技試験、それから候補者同士での戦いだっけ？　あと王国の魔導士の適性試験──よくもまぁ、それだけのテストをこなしたよ。俺ならテストの数見ただけで遠えん慮りよするわ」

「だけど、その甲か斐いあって勇者になれたんだよ！　今まで頑がん張ばって良かった！」

　フウトは自分の顔がニヤケている事に気づいたが、その笑顔はどれだけ努力しても消せなかった。知らせが来たのは昨日の午後だが、それから今日までずっと笑いが止まらなかった。十七年間の人生の中で、これほど嬉しい事は他ほかになかったからだ。

　偶ぐう然ぜんではない、自分の力で勝ちとった勇者の座。

　今までの修しゆ行ぎようが報むくわれたフウトの喜びを、誰だれも止められない。

「正直、勇者になるのは卒業してからだと思ってたよ。まさか学生やりながら勇者ができるなんて思わなかった」

　そう、人生のスケジュールを一段すっ飛ばせたという感かん慨がいもある。

「今年からだもんな、学園から勇者出すの」

「なんでウチの学園から勇者なんだろうなー？」

　友人たちも疑問に思っているが、フウト自身分からない。

　ただ勇者を出せる団体は滅めつ多たにないので、降って湧わいたチャンスを生かさない手はなかったのだ。

「けどさー、フウト。大丈夫かよ？」

「何が？」

「勇者って忙いそがしいんだろ？　モンスター退治もそうだけどよ、毎週テレビ出たりするんだろ？　他にもイベントとか出演しなきゃいけないし、学校来るヒマあるのか？」

「それは仕方ないよ。勇者ってのは、そういう職業なんだから」

　勇者とはゼルニア国民にとって尊敬と安心の対象でなければならない。小さな頃ころからそう教わってきた。

　しかし学生との両立は、おそらく厳しいものになるだろう。

　他の勇者も別の仕事は持っているだろうが、学生はまた別だ。そもそも学校というのは世の中の仕組みを学んで立派な大人になるための機関であって、いわば生徒は半人前のようなもの。

　そんなところから勇者を出そうというのだから、リスキーな話だ──と、当の勇者であるフウトですら思う。

　が、だからこそ立派に勇者としての仕事をこなそうという気持ちになる。

「辛つらいかもしれないけど、僕はがんばるよ！」

　拳こぶしを握にぎり、強く宣言するフウト。

「相変わらず真ま面じ目めだなー」

「そりゃそうだよ」

　笑う友人に、フウトは真しん剣けんに答える。

「不真面目な勇者なんていないさ。ゼルニア王国の人々を助ける使命を理解して、身を削けずる覚かく悟ごがある人間だけが勇者になれるんだ」

「ま、『伝説の勇者』の息子っていう立場もあるしな。悪い事はできないだろ」

　フウトとて自分の堅かた苦くるしい性格は理解している。

　生き真面目だとバカにされる事もあるが、勇者という職業においては利点だと考えていた。世の中の役に立ちたいと思う心を遺い憾かんなく発揮できる職業だと思っている。そんな勇者になれたのだから、嬉しくて堪たまらないのだ。

「けど『伝説の勇者』抜きにしても、お前にピッタリだと思うぜ」

「俺ら、っつーかクラスでも応おう援えんするからな。グッズとか発売されたら教えろよ」

「ああ、ありがとう！」

　微笑ほほえんで礼を言うフウト。

「俺、フウトがテレビ出たら絶対に観みるから！　イベントとかにもみんなで陣じん中ちゆう見み舞まい行ってやるから、ありがたく思えよ！」

「クラスのみんなで来るのか!?　嬉しいけど、それはちょっと大変だろ？」

「いいじゃん、勇者なんだからスーパーパワーでなんとかしろって──」

　クラスメイトが笑いながら後ろに下がると、たまたま背後を横切ろうとしていた生徒とぶつかった。

「っと、悪い！」

「うわっ！」

　運の悪いことに、その生徒は大量の本を積んで持っていた。おそらく魔導書だろう。分厚い本の山が、ぶつかった事で土ど砂しや崩くずれを起こす。

「っ！」

　判断した瞬しゆん間かん、フウトは動いた。

　たった一歩で近づき、崩れ落ちる本を空中で受け止める。クラスメイトたちは呆ぼう然ぜんとしていて反応すらできない短い時間だが、このくらいできなければ勇者にはなれない。

　三冊目を手にし、残りは二冊。

　一冊を空中でキャッチし、最後の一冊を取ろうとすると──

「あっ」

　横から伸のびた白い手が、本を取った。

　白い手の持ち主は、女生徒。

「はい、どうぞ」

「あ、ありがとうございます！」

　本を生徒に返すと、彼女は長い金きん髪ぱつを掬すくう。水のようになびく髪かみは、彫ちよう像ぞうのように美しい彼女の顔によく似合っていた。そんな彼女が微笑みかけると、本を持っていた生徒も呆然と見ていたクラスメイトたちも顔を赤くしてしまう。

「じゃ、気をつけてね」

　笑顔のまま、彼女は歩き去っていく。制服の上からでも分かるボディラインは、フウトですら感心するほど整っている。姿勢も歩き方も乱れがなく、まるでどこかの姫ひめ君ぎみのような佇たたずまいだ。

「今の──」

　尋たずねるまでもなく、フウトはその女生徒を知っている。

　フィオーレ・ローゼンガルデ。

　ファティマ学園の生徒会長だ。

　去年の文化祭で行われた人気投票ではダントツの一位、それだけでなく学業や運動でも上位を維い持じしている才女だ。フウトも勉学は得意だが、定期テストの結果が廊下に張り出されるたび、近くに名前が載のっている彼女を意識してしまう。

　よくできた人物だと思うのだが──

「フィオーレが勇者だったら、どうなってただろうな？」

　不ぶ躾しつけな質問をするクラスメイトだが、フウトもそう思わなくもない。

　彼女が勇者選せん抜ばつ試験にいたら、きっと良いライバルになっただろう。だが譲ゆずる気はない。勇者になりたい気持ちも、そのための努力も誰にも劣おとらないという自負があった。

　何しろ実戦では他の勇者と競きそうのだ。学内のライバルに手こずっていては、デビュー後も躓つまずいてしまうだろう。

「彼女が勇者になってたら、ファンになったかい？」

　フウトがそう尋ねると、

「いやいや俺は昔から騎き士しアナスタシアのファンだからな──って、もちろんフウトも応援するからな！」

「はいはい、分かってるよ」

　友人の軽口を受け流しながら、窓の外を見る。大きな時計台が午後三時を示していた。そろそろ一般の生徒は下校する時刻だ。

「じゃあ、また明日！」

　フウトは手を上げて廊下を歩き出す。

「あれ、一いつ緒しよに帰らねーの？」

「学園長に呼ばれているんだ。勇者の仕事の件で打ち合わせがしたいんだって」







　フウトが勇者になるためには、いくつかの条件があった。

　その一つが、ファティマ学園との契けい約やくだ。

　勇者として戦うためには、様々な許可が必要になる。その手続きをしてくれるのは学園の事務員だ。学園という後うしろ盾だてがなければ、フウトはただの生徒である。

「まぁフウトくん。よく来てくれましたね」

　学園長室に入ると、フウトは視線を下げた。

　ふかふかのカーペットの上に立っている、小さな女の子がいる。

　十歳前後だろうか。白い絹のワンピースにボレロという標準的な衣服だが、それらの生き地じや装そう飾しよくからはただならぬ魔力が漂ただよっている。

「忙しいところ、ごめんなさいね」

　少女はペコリと頭を下げる。

「いえ！　僕の方こそお世話になります、学園長！」

　それに倣ならってフウトもまっすぐなお辞じ儀ぎを返した。

　この小さな少女こそファティマ学園の学園長であり、ゼルニア王国を代表する賢けん者じやの一人である。見た目は幼いが、実じつ年ねん齢れいは八十を超こえているとか。

「失礼ですが学園長、またお若くなられましたか？」

「うふふ、分かりますか？　また若返りの魔ま法ほうをかけたんです」

「やっぱりそうでしたか」

「見た目はこんなにちっちゃくなってしまうのですが……このくらいの年齢が一番脳が活発になるんですよ」

　こめかみに指を当てて微笑む学園長。簡単に言うが、それを実現できる魔導士は世界に数人も存在しないだろう。

　彼女は机の前の椅子に座ると、フウトにもソファを促うながす。フウトは一礼して腰こし掛かけた。

「では、フウトくんには最初に勇者についてお話ししましょう」

　講義をするように真面目な口調になる学園長。

「勇者……ですか？」

「言われずとも知っている、っていう顔ですね？　ですが聞いてください。心構えのお話です」

「はいっ！」

　フウトは背筋を正して頷うなずく。教師の言葉は素す直なおに聞くべきである。

「まず現在の勇者が生まれた経けい緯いですが……これは説明しなくても分かりますね？」

「はい。二十五年前の魔王事件ですね」

「そうです。それまで時空振しん動どうによって発生していたモンスターは行動も種族もバラバラでしたが、それらをひとまとめにして使し役えきした存在──〝魔王〟と人類の戦いは今でも忘れることができません」

　教科書によると、魔王の正体については現在でも謎なぞが多い。そもそも魔王が使役していたというモンスターはもっと謎だらけだ。

　だからこそ、人々は分かりやすい情報に視線が向く。

「その魔王を倒たおした、いわゆる『伝説の勇者』から全すべてが始まったのです」

「……はい」

　返事をするも、フウトの声は低い。

「ウフフ、『伝説の勇者』の息子むすこであるフウトくんには今いま更さらでしたね」

「い、いえ、とんでもない！」

　むしろ父に憧あこがれて、ずっと追いかけてきたのだ。とても遠い存在で、だからこそ超えようと努力しているのだから。

「お父様は……その……？」

「ええ。いまだに行ゆく方え知れずです」

「そう……ですか」

　少しだけ困ったような顔をする学園長。

「気にしないでください。もともと世界中を旅していた父です。二年間家に帰ってこないくらいで気落ちしては、この先もやっていけません」

　父こと「伝説の勇者」は、フウトがファティマ学園に入学した直後にフラリと姿を消した。卒業までの学費は全て支し払はらっているというが、目的も告げずに長期間いなくなるのは初めてだったので、消息が気になる。

　身の危険は心配していない。魔王を倒した「伝説の勇者」がのたれ死ぬ光景など想像がつかない。むしろ帰宅した際に怒いかり狂くるった母に殺される確率の方がずっと高いだろう。

「フウトくん。あなたのお父上である『伝説の勇者』が残したものは、とても大きいのです。戦争によって国が発展するとも言われますが、それは魔王事件でも同じ。彼の活かつ躍やくによって、様々なものが生まれたのですよ」

「はい」

「魔法技術も、その一つです。もとは伝令に使われていた魔法技術を改良して、水すい晶しよう板に遠方の情報を映し出せるようになりました。この『テレビ』が戦いの技術から娯ご楽らくの装置に変わったのも、『伝説の勇者』が平和を取り戻してくれたからです」

　巨きよ大だいな魔ま法ほう塔とうから発せられる微び弱じやくな魔力が国中を包み込み、そこに撮さつ影えい用の水晶で撮とった映像を映し出す技術だ。開発者の「千里眼のテレーズ」の名を取って、「テレーズ・ヴィジョン」と名付けられた。

「そのテレビが、今の勇者制度を生んだんですよね？」

「ええ。モンスターを倒す姿を国民に見せる事で、安心感を得る。また憧れの対象を作る事で、国民の気持ちを昂たかぶらせるのが目的です」

　全ては「伝説の勇者」が辿たどった道だ。大勢の軍団の前で巨大なモンスターを倒し、全軍の士気を上げた「伝説の勇者」の偉い業ぎようは、こうして国の制度にまでなっているのだ。

　全ての国民に安心を。

　それが勇者の一番大きな仕事だと言われている。

　学園長は大きく頷くと、

「ですがフウトくん。勇者の仕事はそれだけではありません」

　ころっと口調を変えてそう言った。

「……と、言いますと？」

「早い話が、お金かね儲もうけです。テレビを見ている国民に、お金を払はらわせなければなりません」

「なっ!?」

　親指と人差し指でマルを作り、露ろ骨こつな物言いをする学園長に、フウトは絶句する。

「まさか知らなかったわけではないでしょう？」

「いや……それは理解していますが、そうハッキリ言われると」

「国がスポンサーでもあるアン・フラン騎士団は別ですが、他ほかの組織はみんな考えていますよ。ダイナミック・スーパー・ディンゴのダルシー農業組合なんてその典型じゃないですか」

　言われてみれば、ディンゴはよく新製品の宣伝をテレビでしている。ああやってテレビで売り込むことで売り上げを伸のばしているのだ。それと引き換かえに、ダルシー農業組合はディンゴに装備などを支給している。

　どこも同じだ。勇者として働くためには、スポンサーの協力が要いる。

　それはファティマ学園も例外ではない。

「でも、学園でお金儲けって」

「あら、ウチだって無む償しようで学問を教えているんじゃないですよ？」

　手を口元にあてて笑う学園長。

「フウトくんが活躍してくれれば、入学者もいっぱい増えます。そうなれば結果的に学園の懐ふところも潤うるおうわけですよ」

「なるほど……」

「特に最近、魔法関係の入門者はほとんど魔術結社ベルコーストに奪うばわれていますからね。ここらで巻き返さないといけません」

　ここ数年、魔術結社ベルコーストの門を叩たたく生徒は倍増している。勇者である〝旋せん律りつの魔導士〟バーナードのおかげだ。

　勇者による宣伝は、ゼルニア王国の経済を左右するところまで来ているのだ。ファティマ学園もうかうかしていられないのだろう。

「学園長。もしかして僕が勇者に選ばれたのって──」

「ええ、今はここにいない『伝説の勇者』の名前をあてにしている部分もあります。もちろん筆記や実技の成績はトップでしたけどね」

　やはり父の名はどこへ行っても付いて回る。

　ソーン家に生まれた時からフウトに備わっているものだ。

「……不満ですか？」

　上うわ目め遣づかいでフウトを見る学園長。

「とんでもない」

　フウトは首を横に振ふって否定した。

「望むところです。僕は『伝説の勇者』のように強くなる義務がある。それは武技だけじゃありません。勇者の名を汚けがさないよう、精せい一いつ杯ぱいがんばります！」

　あの「伝説の勇者」のように、強く。

　それだけを目標にフウトは己おのれを鍛きたえてきた。

「まぁ、それは頼たのもしい」

「きっと世間は僕の事を色眼鏡で見るでしょう。『コネで勇者になったんじゃないか』などと憶おく測そくで語ると思います」

　実際、そういう噂うわさは学園内で囁ささやかれている。しかし実際に実技試験でフウトと戦ったライバルたちが、不正はなかったと証言してくれた。

「そういう噂を払ふつ拭しよくするよう、僕は勇者としての務めを果たしてみせます！　どんな事だって一いつ生しよう懸けん命めいやり遂とげます！」

「おー」

　小さな手を叩く学園長。こうして見ると本当にただの幼女だ。

「素晴らしい。わずか十七歳にして、その理念。感服です」

「いや、それほどでも！　あははははは！」

「時にフウトくん」

　学園長は笑え顔がおでこう質問する。




「今、どんな事でもやり遂げるって言いましたね？」




　いつもと変わらぬ笑顔なのに、何な故ぜか薄うすら寒いものを感じる。

「……えっと、学園長？」

「いえね、別に難しい話ではないのです。ただ、何でもやってくれると、スポンサーのこちらとしてもありがたいのですよ」

「それは……そうです。僕が勇者である以上、学園長には逆らえません」

　勇者として戦うためには、援えん助じよが必要になる。防ぼう御ぎよ魔法がかけられた戦せん闘とう服を用意し、様々な場所へ宣伝し、テレビの撮影費用の一部を負担するなど、莫ばく大だいな金がかかる。

　それを全すべてファティマ学園が払う代わりに、勇者は学園の宣伝をしなければならない。

　いわば雇こ用よう主ぬしであり、絶対的な君主なのだ。

「それを踏ふまえて、フウトくんにちょっとお願いがありまして」

　席から立ち、おもむろに室内を歩く学園長。ようやく本題に入れたという雰ふん囲い気きで、少しだけ申し訳なさそうな顔をしている。

「お願い？」

「というより決定事じ項こうなので、あとは了りよう承しようしていただくだけなんですが」

　今の話の後だと、なんだか凄すごいことをお願いされそうなのだが。

「な、なんでしょうか？」

「えーと、実はですね……」

　言い難にくそうに咳せき払ばらいをする学園長。




「この度たび、ファティマ学園からもう一人勇者を出す事になりまして」




　もう一人？

　彼女の言わんとしている事は、すぐに理解できた。

「つまり二人で勇者をやれ、って事ですか？」

「はい」

「ええっ!?」

　記き憶おくにある勇者活動のルールを思い出してみるが、各組織が売り出す勇者は一人だけ、という規則はない。原則として何人だろうがオーケーだが──

「そんな前例ありませんよ！　勇者を二人出すなんて！」

「前例がないから、というのも宣伝材料にはなりますよね。初のコンビ勇者──正確には初めてじゃないんですけどね。六年前に一度だけ」

「あっ……でもそれは、病気で出られなくなった勇者の代役が出たんですよね。同じ装備を使い回して。厳密にはコンビとは呼べません」

「はい。ですから正式なコンビ勇者はウチが初めてになります」

　勇者の性能を維い持じするだけの装備を用意するのは大変だ。手間と金銭がかかりすぎる。二人の勇者を管理するケースは皆かい無むではないが、非常に珍めずらしい。

　しかしファティマ学園はその前例を打ち破るというのか。

「ウチは学園ですから、生徒同士が助け合い、学んでいくという姿勢をアピールしたいのです。それに戦闘用の装備は制服を改造したものですので、男女のモデルがいた方がいいんですよ」

「そういうものなんですか……」

　学園の理念のために、勇者をもう一人出すとは。

　フウトひとりでは足りないのか。

「僕は──半人前って事ですか？」

「形式上は、そうなります。学生は未熟なものですから」

　口にしたら、途と端たんに身体からだが重くなった。

　背中が丸まって、どんどん沈しずんでいく。

「あ、いいえ、形式上での話ですよ！　実力の上ではそうじゃないんですよ！　フウトくんはとっても強いし、頼たよりになります！　もちろんひとりでも充じゆう分ぶん戦っていけます！　あくまで立場として、の話です！」

　学園長がフウトの周りで手を動かしながら弁解している。

「そ、それに活かつ躍やくの場が減る事はありませんよ！　コンビだろうがソロだろうが、フウトくんが活躍すれば視し聴ちよう者は見てくれます！」

「そうでしょうか？」

「文句があるなら、相棒に負けない活躍をすればいいのです！」

　確かにそうだ。自分の不人気を相棒のせいにするつもりなどない。

　どんな状じよう況きようであろうと、フウトの強さが損そこなわれる事などないのだ。

「そっか……そうですよね！」

　拳こぶしを握にぎり、背筋を伸ばすフウト。

「学園長、僕はやります！　コンビで頑がん張ばります！」

「立ち直り早いんですねー」

　それに肝かん心じんな質問を忘れていた。

「あの、学園長。それでもう一人の勇者っていうのは？」

「え、ええ。それなんですけどね……」

　なぜか口ごもる学園長。

　先ほど理由を説明した時は、まるであらかじめ用意していたようにスラスラ言えたくせに、コンビを組む相手が言えないとはどういう了りよう見けんだろうか。

「僕の知らない人ですか？」

「あ、そんな事はないと思います。フウトくんもよく知っていると思うのですけど」

　フウトと視線を合わせないように話す学園長。

　そんなに会わせたくないのか。なのにフウトと組ませようとしているのか。意味が分からなくなってきた。

「ええと、私の孫なんですけど、フィオーレ・ローゼンガルデと言いまして──」

「フィオーレ・ローゼンガルデ？」

　はて、聞き覚えがある。

「それって、生徒会長ですよね？」

「ええ」

　それなら知っている。

　というか、さっき会ったばかりではないか。

　容よう姿し端たん麗れい、才さい色しよく兼けん備びの生徒会長。

　なるほど、彼女がもう一人の勇者と聞いてフウトは合点がいった。

　なにしろ勇者はファティマ学園を代表する人間がならなくては宣伝にならない。生徒会長といえば、まさに学園を象しよう徴ちようする生徒だ。加えて成績も優ゆう秀しゆうとなれば、勇者にしない道理がない。

「ああ、彼女ですか！　それなら相手としても納なつ得とくできます！」

「え、ええ、そうで……しょうか？」

　歯切れの悪い学園長。

「学園長がそこまで言うのだから、僕はてっきり家いえ柄がらやお金だけしかない貴族のお嬢じようさんとかをねじ込んでくると思っていたんです。フィオーレはとても優秀な生徒会長じゃないですか。問題ないでしょう？」

　フウトがそう答えた時だった。

　学園長室の壁かべの中から、重い音がした。

　何か大きなものが動くような音。カラフルな背表紙がいっぱいの本ほん棚だなから聞こえる。そちらを見ると、本棚が動いているではないか。

　どうやら学園長室の隣となりには隠かくし部屋があるらしい。

「あそこは……？」

「あ、あの部屋は、本当は私が魔ま法ほうの研究をする場所なんです、けど……い、今は、その、ちょっと……」

　次し第だいに慌あわてた口調になっていく学園長。

　彼女の焦しよう燥そうをよそに、フウトが隠し扉とびらの奥を見ると──




　パジャマ姿の女の子がいた。




「おばーちゃん？　ねー、氷蔵からジュースなくなってるんだけどー……」

　長い金きん髪ぱつはボッサボサにはねており、サイズの大きいパジャマが肩かた口ぐちまでずれている。そこから見える白い肌はだ。おそらくブラジャーをつけていない。視線を下に移すが、巨きよ大だいな枕まくらを抱だいているのであとは分からない。

　複数の疑問がフウトに襲おそい掛かかった。

　誰だれなのか。なぜパジャマなのか。どうして学園長室の隠し部屋で寝ねているのか。

「あれ……？　おばーちゃんじゃない……」

　寝ぼけ眼まなこでフウトを見る彼女。

「肩、肩」

　とりあえずずり落ちかけているパジャマを指し摘てきする。このままだと大きな胸がポロリしてしまう。

「んー？　あー、まぁいいや……」

「よくないっ！　ちゃんと服を着ろ！」

　パジャマの襟えりを掴つかんで、強引に正すフウト。やっぱりサイズが大きいのか、ちゃんと着せているつもりでもアンバランスになってしまう。寝巻きとはいえ、衣服もきちんと着る信条のフウトにとっては許しがたい。

　それを見ていた学園長も大きなため息をつく。

「せめて殿との方がたの前では下着くらいつけなさい、フィオーレ。今日はパートナーが来るって言ってたでしょう」

「ん……そうだったっけ？　あー、そうだったかな……」

　枕を持ったままフラフラと隠し部屋から出ると、先ほどまでフウトが座っていたソファに腰こし掛かける彼女。

「フィオーレ……？」

　今、学園長はそう呼んだ気がする。

　この学園にフィオーレという名の女生徒はそれほど多くない。

「はい、そうなんです」

　申し訳なさそうに答える学園長。

「フィオーレって、生徒会長のローゼンガルデさんですか？」

「ええ……」

　ソファを見ると、パンツ一枚で生足をさらけ出して転がっているだらしない女がいる。枕を抱いたままヨダレを拭ふこうともしない。まるで子供だ。

　フウトの知っているフィオーレとは、きびきびとした姿勢で歩き、理知的な喋しやべり方をする全校生徒の憧あこがれだった。女子の戦せん闘とう訓練でも見物人ができるほど強く、そして華か麗れいに戦う女性だった──はず。
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「嘘うそだ！」

　思わずフウトは叫さけんでしまった。

「え、だって生徒会長のフィオーレって、成績も優秀で生徒からの信しん頼らいも厚い人ですよね？　こないだの全校集会でも立派なスピーチしてましたよね？　先月の校内新聞のインタビューで『学園のために働くのが生きがい』って言ってましたよね？」

「あー、あのインタビューねー」

　フィオーレと思わしきダメ人間が寝たまま手を振ふっている。

「なんかそれっぽい事でも言ってろ、っておばーちゃんが命令したからテキトーに答えたんだよ。結構それっぽかったでしょ？」

「詐さ欺ぎじゃないか！　なんだ今のダラけ具合は！」

「別にいーじゃん。プライベートなんだし」

「学園長室をプライベートな空間にするなよ！」

　ほとんど会話した事のない相手に、ここまで怒ど鳴なったのは初めてだった。

　しかしフウトの内に眠ねむる何かが、この女を許せなかった。レディとは淑しとやかであるべし、という固定観念がいまだに抜ぬけていないのかもしれない。それでなくとも学園長室で寝る女がいたら誰だって注意したくなる。

「学園長！　彼女、本当に生徒会長なんですか!?　双ふた子ごの妹とかではなく!?」

　本人の口から訊きくのが嫌いやだったので、学園長に尋たずねる。その質問には「本当にこのフィオーレとコンビを組まなければならないのか」という意味が込こめられていた。

「え、ええ。そうです。燃費が悪くて、すぐに寝ちゃうんですけど」

　燃費が悪いにもほどがあるだろう。それに疲つかれたのなら家に帰って寝れば良いではないか。学園長室にパジャマまで持ち込む人間がどこにいる。

「その、戦うときは、生徒会長のように真ま面じ目めになってくれるんだよな、フィオーレ？」

「んー、それは難しいかなー」

　目を閉じて考えるフィオーレ。

「どうして難しいんだ？」

「だって、めんどくさいし」

「めんどくさいって、国の平和がかかっている戦いが楽に終わるわけないだろうが！　働くってのはそういう事だろう！」

　教会の鐘かねで脳天を殴なぐられたような衝しよう撃げき。

　幼い頃ころから、父の背中を見て育ってきた。

　勇者とはモンスターを倒たおし、困っている人を助ける職業だ。難しい仕事だからこそ、立派な職業なのだ。だから勇者の名に恥はじないように自らを律する必要がある。

　だというのに、この女は。

　こんな、男の前でパンツ一丁で寝られるような怠たい惰だな女が勇者になるなんて。

　しかもタッグを組まされるなんて。

　彼女が勇者選せん抜ばつ試験に出なかった理由が、ようやく判明した。最初から勇者枠わくはひとつ決まっていたのだ。

「だからさぁ、おばーちゃん。私、勇者なんてやらないって言ってるじゃん」

　露ろ骨こつに嫌そうな顔をするフィオーレ。まぁこのダラけた性格で勇者なんてやりたがるはずもない。

「ダメですよフィオーレ。あなたは生徒会長なんですから、生徒の模も範はんにならなければなりません」

「生徒会長の仕事ならやってるじゃんー。もうそれだけで精せい一いつ杯ぱいなんだよー。これ以上の仕事なんてできないよー」

　長くて白い足をバタバタと動かすフィオーレ。

「勇者だったら、一人でいいじゃん。そこの、えーと、なんていったっけ？」

「フウト」

「そー、そのフルートだけでいいじゃんー」

「フルートじゃない、フウトだ！」

「どっちでもいいよー」

　本当にやる気なく足を動かしているフィオーレ。

「あの、学園長。彼女もこう言ってますし、別に二人じゃなくてもいいのでは？」

「いいえ、勇者は二人でやってもらいます」

　それまでは大人しかった学園長が、ここだけは毅き然ぜんとした態度で言い放った。

「なぜですか？　彼女だってやりたくないって言ってるのに！」

「そーだよおばーちゃん。やりたい人がやればいいんだよ」

　フウトとフィオーレが同時に抗こう議ぎする。正直フィオーレの態度はどうかと思うが、希望者があれほど多い勇者という職業を、ここまでやる気のない人間に任せる意図は何なのだろうか。

「理由はいくつかあります」

　学園長はフィオーレの傍そばに腰掛けると、彼女の背中を軽く叩たたく。

「先ほども言いましたが、フィオーレは生徒会長です。生徒のトップに立つ人間が勇者になれば、非常に高い宣伝効果を得られます」

　それは分かる。生徒会長にして学園一の美女が勇者になれば、大きな宣伝になる。

　しかしフィオーレにも許容できない仕事があるだろう。生徒会長ができるからといって、勇者ができるとは限らない。

「あとは……このダラけきった性格を矯きよう正せいしたいと思いまして」

「……それで勇者ですか」

　荒あら療りよう治じにも程ほどがある。

「才能はあるんですよ。フィオーレが本気を出せば、とても優ゆう秀しゆうな子なんですけど」

「本当ですか？」

　なんだか信じられなくなってきたフウトに、学園長が一枚の紙を渡わたす。

　そこには勇者適性試験の結果が記き載さいされていたのだが、

「これ、フィオーレの？」

「一応、受けさせてはみたんですよ。個人的に」

　結果を見て、愕がく然ぜんとした。

　身体能力、危機対応能力、基き礎そ魔ま法ほう力、戦闘能力、そのどれをとってもトップクラスの成績。一部の項こう目もくはフウトを大きく凌りよう駕がしているではないか。

「遊びのつもりでこなしてましたよ、あの子」

　もしも彼女が公式の勇者適性試験に出ていたら、果たしてフウトは合格しただろうか。絶対に勝ち残る意気込みはあるものの、フィオーレはその最大のライバルになっていただろう。

「こんなに実力があるのに……！」

　そう、今はダラけているものの、彼女は生徒会長の仕事もちゃんとこなしている。実績のない人間に信頼などない。今まで彼女はがんばってきたのだ。

　が、今はどうだ。

　やる気がなければ、才能などまるで意味をなさない。どれだけよく切れる剣けんでも、鞘さやから抜かなければなまくら以下なのだ。

「お願いします、フウトくん。どうかフィオーレを立派な勇者にしていただけませんか？」

「そ、そんな事言われても……」

　膝ひざに力が入らなくなった。

　どうして、こんな事になったのだ。

　まるで重い足あし枷かせがついたようだ。一いつ生しよう懸けん命めい走り続け、ようやくゴールが見えてきたところで、ダメ人間に足にしがみつかれたようだった。

「僕の……勇者は……」

　くずおれて、がっくりと膝をつく。床ゆかに触ふれた手を握にぎりしめるが、力が入らない。

　むしろダメ人間とコンビを組まされた以上に、あの生徒会長のフィオーレがこんな人間だと知らされたショックの方が大きい。今までほとんどの生徒が騙だまされていたのだから。

「あの、学園長」

「ダメです。これはスポンサーとしての命令です」

　本題に入る前にシャットアウトされてしまった。

　金を出している学園長には逆らえない。

　それにフウトは「何でもする」と言ってしまった。

　勇者として一度言った事を引っ込めるなんてできない。

「大だい丈じよう夫ぶだよフルート。なんとかなるって」

「だからフウトだって言ってるだろ！　僕は管楽器フルートじゃないっ！」

「んー、どっちかと言えば果物フルートの方が美お味いしいよねー」

　しまりのない顔で口元を歪ゆがめるフィオーレ。

「あと、いい加減ズボンか何か穿はいてくれないか。目のやり場に困るんだが」

「……めんどいなぁ」

「面めん倒どうくさくても穿いてくれ！」

　この時はまだ、フウトは楽観的だった。

　仮にフィオーレが怠惰なダメ人間だったとしても、生徒会長のように本番になればきっと真面目に勇者として戦ってくれると考えていた。

　後にその考えが蜂はち蜜みつに漬つけた果物フルート並みに甘かったことを身をもって理解させられるのだが、この時のフウトはその事実を知る由よしもなかった。




　デビュー戦、三日前の話である。
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　そして三日後のデビュー戦を終えて。

「やー、本当にゴメンネー」

「ゴメンで済むなら勇者なんて要いらないんだよ！」

　三日前と同じ学園長室で、フウトはフィオーレに指を突つきつける。

　散々だった。

　まさか初戦であそこまで失態を晒さらすとは思わなかった。

　イノシシのように巨きよ大だいな獣けもの型モンスターに跳はね飛ばされ、死にそうな目に遭あった。もしもシスター・エリュシオンが治ち癒ゆ魔法をかけてくれなかったら、後こう遺い症しようが残る大ケガになっていたらしい。

　その代わりに服はボロボロだ。学生服を改造した戦せん闘とう服はあちこちが破けている。ブレザーのネクタイも千切れ飛んでおり、アクセサリも飛んでいた。この服は素材自体に強力な魔法がかけられており、その上で毎回学園の魔導士が防ぼう御ぎよ魔法を付加してくれている。人件費も含ふくめて、一いつ般ぱん的なゼルニア国民の一年分の給料がこの服に込こめられていた。

「……とりあえずフィオーレ！」

「んー」

「人が話してる時にものを食べるのはやめてくれないか！」

「えー」

　しかめっ面つらをして、それでも口を動かすのをやめないフィオーレ。学園長室の応接用テーブルには大量の果物が盛られており、フィオーレはせわしなくそれにかぶりついている。一口食べるごとにだらしなく笑う彼女は、ダメ人間そのものだ。

「でも、おいしーんだよねー」

「果か汁じゆうで顔がベタベタじゃないか！　ちゃんと拭ふけよ！」

　しかし幸せそうに食べている姿は、こちらのやる気を削そぐ。本当においしそうに食べるので、こちらまで食しよく欲よくが湧わいてくる。

「フウトも食べる？」

「食べない。僕は間食はしない主義だ。正しい食生活が強い肉体を作るんだ」

「こんなにおいしいのに？」

「君はそれだけ食べて、よく太らないな」

「私、すっごい燃費悪いんだよね。だからいっぱい食べたいの」

　果物の汁しるで顔をベタベタにしながら笑うフィオーレ。あの凜りんとした生徒会長の顔はどこへ行ってしまったのか。

「……なぁフィオーレ。何度でも訊きくが、あの時なんで寝ねてた？　大切なデビュー戦で、君はどうして寝てたんだ？」

「だからそれ何度も答えたじゃーん。それまで生徒会長の仕事で忙いそがしかったんだよ。だから疲つかれちゃって」

「それでも戦いの最中に寝ることはないだろ！　正気の沙さ汰たじゃないぞ！　いくらなんでも屋外で戦闘中に寝る奴やつがこの世のどこにいるんだ!?」

　草むらで寝ているフィオーレを起こしている間に、モンスターに撥はねられたのだ。あれがなかったら、もう少しマシな戦いができたと思っている。

「ほらほら、ケンカしないでください」

　手を叩く学園長。

「今日の敗因は、お互たがい理解していますね。それを元に次の作戦を考えなさい。いつまでもやられっぱなしじゃダメでしょ」

「……はい」

　肩かたを落とすフウト。

「ごめんなさい……」

　驚おどろいたことに、フィオーレも謝っていた。悪いことをしたという自覚はあるらしい。まぁ、本当に勇者をやる気がないのだとしたら、そもそも戦いの場に来ないだろう。フィオーレも祖母の言う事なら聞くようだ。

「フィオーレ。まずあなたは戦闘中に寝ない。これは当たり前ですけど」

「はい……」

「それからフウトくんも。フィオーレを気にしすぎて、戦いをおろそかにしてはいけませんよ」

　学園長に指し摘てきされ、フウトは無言で頷うなずく。

「そーだよ」

　ソファに座りながら、フィオーレも反論する。

「フウトだって勇者なんだから、私ほっぽって戦えば良かったのに」

「戦ったよ！　僕だって二体はモンスター倒たおした！」

「二体しか倒せなかったの？」

「うっ……！」

　言葉に詰つまるフウト。

　フィオーレから視線を逸そらすと、壁かべにかけられたテレビが目に入った。

　水すい晶しようの板に映し出されているのは、どこか別の風景。これはモンスターと戦っているのではなく、ゼルニア王宮にある撮さつ影えいスタジオと呼ばれる部屋だ。

　そこで凜とした表情の女性が誰だれかと話している。

『今回のモンスター討とう伐ばつで二位に輝かがやいたアナスタシアさん、なんと今日で通算五百体のモンスターを討伐しました！　おめでとうございます！』

　椅子に座っているのはアナスタシアと、実じつ況きようのオリーブお姉さんだ。寡か黙もくなアナスタシアを盛り上げるために、畳たたみ掛かけるように話している。

『ありがとうございます』

『今日の討伐だけでも、なんと十体のモンスターを倒したそうですね！　さすがアン・フラン騎き士し団の若きエースです！』

『いえ、皆みなさんの応おう援えんがあってのことです』

　謙けん虚きよに一礼する騎士アナスタシア。無表情に見えるが、そのクールさが一部の男性に人気なのだと聞く。

　そんな彼女のインタビューを観みていると、フウトは自分が情けなくなる。

　たった二体。

　それだけ倒してフウトの体力は尽つきてしまった。

　言い訳ならいくらでも出てくる。寝ているフィオーレが気になって力が出せなかったとか、初めてだから緊きん張ちようしてしまったとか、そもそもモンスターが強すぎたとか。

　しかし自分の実力は自分が一番よく知っている。

　これまで剣けんの修しゆ行ぎようは続けてきた。「伝説の勇者」直じき伝でんの厳しい訓練だが、父や母からも十分に認められた剣術だと自負しているし、実際にはぐれモンスターを狩かったこともあった。

　それでも二体が限界だった。

　普ふ段だんテレビで観ている勇者たちは、あんなに簡単にモンスターを蹴け散ちらしている。それを観て「自分もできるはず」と思う人間は何人もいるものだ。

　フウトはそう思わなかった。モンスターの恐おそろしさをいつも聞かされていた。一番小さなサイズのモンスターでも屈くつ強きような兵士がギリギリ勝てる強さで、強いものになると一国の軍隊が総出で戦っても太た刀ち打ちできない。

　それに楽々勝てるのが、勇者なのだ。

『アナスタシア自身では、今日の戦いはどうでしたか？』

『はい、今日の戦いはアクシデントはそれほどありませんでしたし、開けた場所だったので、私のスキルも存分に発揮する事ができました』

『そうですねー。アナスタシアのスキル、「悲恋劇デイス・エバー」は剣で触ふれたもの全すべてを両断してしまう強力なものですから。広い場所じゃないと建物などを切ってしまいますもんね』

『大きいサイズのモンスターばかりで、逆に助かりました。剣で触れやすいので』

　アナスタシアが語るように、彼女には特殊技能パツシブスキル──通称「スキル」がある。

　それは科学でも魔法でも説明がつかない、特とく殊しゆな人間が持つ能力だ。

　それを持っているからこそ、勇者はモンスターと戦える。

　逆に言うなら、スキルのない人間は勇者になれない。

『しかし私のスキルより、ダイナミック・スーパー・ディンゴの方が有利でした。彼のスキルは動物を操あやつるもの。巨大な動物も街道なら動きを妨さまたげられない』

『そうですねー。最後のディンゴ、ものすごい勢いでしたものねー。あ、もちろんアナスタシアの堅けん実じつな戦いも評価してますよ』

『ありがとうございます』

　内容は多種多様だが、勇者になれるほど強力なスキルを持った人間は希少だ。それをうまく操ってモンスターを倒すとなると、それはもう国に数人しかいないレベルになる。

『ところで、今日の新人の二人なんですが』

　司会のオリーブお姉さんが話題を変えると、フウトだけでなくフィオーレや学園長もテレビを観る。

『どうでしたか、アナスタシアから見て？』

『……正直、未知数です』

　できる限り言葉を選んだのだと思う。ほとんど成果を挙げられなかった勇者に対して、かける言葉などそのくらいしかないだろう。

『倒したモンスターがフウトくんの二体だけというのは、デビュー戦といえどもいささか少ないんじゃないか、という声も上がっていますけど』

『それに関しては同意します。もっとスキルを駆く使しして戦えば、国民の皆さんも納なつ得とくできたと思うのですが……』

『一説によると、スキルを持っていないんじゃないかという噂うわさもあるくらいです』

『さすがにそれはないでしょう。なんと言っても──』

　言葉を一度切り、アナスタシアはこう答えた。

『フウトくんは、あの「伝説の勇者」の息子むすこです。そんな彼がスキルを持っていないなんて、まず考えられません』

　フィオーレと学園長の視線が、テレビからフウトに移った。

　フウトはテレビからも二人からも視線を外し、窓の外を見る。

　彼の父親が「伝説の勇者」だという事は、デビュー前から宣伝されてきた。二十五年前に世界を救った英えい雄ゆうであり、フウトはその父から戦い方を教わったサラブレッドという事になっている。

　ここ数年間、人前に姿を現さなかった「伝説の勇者」の息子が出てきたのだから、人々の注目度は果てしなく高かった。それこそ伝説的な強さをフウトに求めていた人も多いはずだった。

　しかし結果はこのザマである。

「で、どうなの？　あるの、スキル？」

　ぶしつけに訊くフィオーレ。

「……適性検査では陽性でしたよね？」

　学園長の質問に、フウトは頷く。

　しかし、すぐに首を横に振ふる。

「分からないんだ」

「分からないって、スキルが？」

「生まれてこの方、発現したかどうか分からない。両親も『ある』って言ってくれてるんだけど、どんなスキルなのか誰も知らないんだ」

「それって『ある』って言えるの？」

　フィオーレが痛いところをついてくる。

　存在が確かく認にんできなければ、それは「ない」のと同義だ。

　スキルがないフウトには、モンスター二体がギリギリだ。それでも普通の人間と比べたら強いはずだが、勇者と名乗るには足りなさ過ぎる。

「珍めずらしいねー。『伝説の勇者』の息子なのに、スキルがないなんて」

「ないわけじゃない！　僕にだって──」

　言いかけて、フウトも反論する。

「そう言うフィオーレはどうなんだよ！　君だって勇者になれるんだからスキルの一つくらい持っているだろう!?」

「あるけどさー、使いたくないんだよねー」

「なんでだよっ!?　勇者なんだろ！」

「えー」

　フィオーレはソファに寝ね転ころがる。ヒマさえあれば寝る女だ。

「スキルってすごく疲つかれるじゃん。そしたら私、また寝ちゃうよー？」

「この女は……！」

　フウトのこめかみに青筋が走る。

「もういい。だったら君は戦わなくていい。スキルも要いらないから、僕に全部任せてくれ」

　最初からそうすれば良かった。

　役に立たないフィオーレなど切り捨てて、自分ひとりでがんばれば良いのだ。

「できるの？」

「やってみせるさ。スキルなんかなくたって、努力すれば強くなれる！」

　今までだって修行して強くなってきた。スキルに頼たよらずとも、もっと剣を磨みがけばモンスターを三体、いや五体だって倒せる。

『いや、しかしこのままだと、ファティマ学園の最下位は免まぬかれませんね』

　テレビでは、まだアナスタシアとオリーブお姉さんが話している。

『そうですね。デビュー戦とはいえ、ポイントがゼロではこの先難しいでしょう』

「ゼロ!?」

　驚おどろいてテレビを観るフウトとフィオーレ。

　確かにフウトは二体モンスターを倒たおした。中型サイズだったから一体二十ポイント。合計で四十ポイントは稼かせいだはずだ。査定がマイナスになるような違い反はん行こう為いもしていないのに、どうしてゼロなのだ。

『あ、視し聴ちよう者の皆さん、「どうしてポイントがゼロなんだ」って思いましたか？』

　タイミングよくオリーブお姉さんが説明してくれた。

『ファティマ学園から出ている勇者はフウトくんとフィオーレちゃんの二人なんですね。ですが登録されているのは、あくまで「フウト＆フィオーレ」で、二人で一人の勇者というわけなんてす。バラバラな活動は認められないんですね。そうしないと片方が戦って、片方が他ほかの勇者の妨ぼう害がいなんていう真ま似ねができちゃいますから』

「なんだって……？」

　そんな話は聞かされていない。

　二人で一人──という事は、フィオーレがサボったらポイントが入らないのか。

『片方が戦せん闘とう不能であるならともかく、フィオーレさんは寝ていましたからね。タッグによる戦闘だとは〝ジャッジ〟に認められなかったのでしょう』

　ジャッジとは勇者による戦闘を逐ちく一いち監かん視しし、ポイントをつける機関である。ゼルニア王国の宮きゆう廷てい魔ま導どう士しの一部署であるが、その実態は謎なぞである。公平を期すために、勇者にすら秘ひ匿とくされているのだ。

「え……てことは、私サボれないの？」

　青ざめた表情のフィオーレ。

「なんで君はこの状じよう況きようでサボろうと思えるんだ……」

「えー、だって戦うの疲れるじゃん」

「そりゃそうだろう。モンスター相手なんだから、一いつ生しよう懸けん命めい戦えば疲れるもんだろ」

「えぇー……」

　心底嫌いやそうな表情でソファに寝転がるフィオーレ。本当に戦いたくないという気持ちがひしひしと伝わってくる。

　今いま更さらだが、本当に彼女を勇者にする必要があったのだろうか。

　学園長に今からでも考え直してもらうように進言すべきではないか。

　フウトがそう考えていると、

「ていうかさー」

　いきなりフィオーレが身体からだを起こした。

「別に一生懸命戦う必要なんてないじゃん」

「えっ？」

「おばーちゃんの目的は、入学者を増やすって事だよね？」

「え、ええ、そうですけど」

　質問の意図が分からないのか、学園長も戸と惑まどっている。

「だったらいっぱい宣伝すればいいよ。勇者として宣伝しまくって、入学者増やせばいいんだよ。モンスターと戦う必要ないよ」

「……つまり君は、テレビに出て宣伝だけしてろって言いたいのか？」

「うん」

「じゃあモンスターは誰だれが倒すんだ？」

「他の勇者がやってくれるでしょ」

　簡単に答えるフィオーレに、フウトの中で何かが弾はじけた。

「ふざけるなっ！」

　学園長の机を叩たたくと、上に載のっていた異国の置物が倒れた。

「君は勇者を何だと思ってるんだっ！　モンスターを倒さない勇者なんているものか！　勇者っていうのは、国民の平和を守り、安心を与あたえる職業なんだぞっ！」

　ずっとそう聞かされていた。

　だからこそフウトもそうありたいと願っていた。

　それなのにこのダメ人間は、戦わないと宣言しやがったのだ。

「って言うけどさー。フウトがいくらがんばったって、地味な戦いで地味な結果しか残せなかったら、視聴者も満足しないよ？」

「僕の戦いは見世物じゃないっ！」

「違ちがうよ、見世物だよ」

　フィオーレの言葉ははっきりしていた。

　フウトが知っている生徒会長のように、よく通る声でそう言ったのだ。

「今、フウト言ったよね。国民に安心を与える職業って。苦しい顔しながらモタモタと戦っている人と、笑え顔がおでバンバン戦ってる人、どっちが頼たのもしいと思う？」

「それは──」

　比べるまでもない。

　勇者とはモンスターを一人で倒せる人間。こんなモンスターなど脅きよう威いではない、全部自分が片付けるという余よ裕ゆうが人々に安心を生むのだ。そして、フウトがその余裕を持っているかどうかなんて、今日の戦いで国中が知ってしまった。

　フウトの戦いで、人々は安心しない。

　人気がなければ、人々は注目しない。

「ね？　だからさ、フウトも切り替かえよーよ。弱くったって、人気が取れれば勝ちなんだよ。もっと派手に暴れ回って、視聴者にアピールしようよ」

「君の言いたいことは分かるが、要は戦いたくないんだろう？」

「省エネって言って欲しいなー。戦わずに結果を出せるなんて、最高じゃん。だからフウトも省エネしようよ？」

「断るっ！」

　フィオーレの言いたいことは分かるが、それに乗るかどうかは別の話だ。

「弱くても、僕は戦う。もっと強くなって、人々を安心させられる勇者になるんだ」

「頭カッタいなぁ。ドリアンみたい」

「だから僕を果物にするのはやめてくれないか！」

「同じ果物でも、もっと柔じゆう軟なんなヤツになって欲しいなー」

「そんなの腐ったバナナくらいしかないだろ！　僕は嫌だ！」

　フウトはへらへら笑うフィオーレに指を突つきつける。

　どうやらフウトをからかっているわけではなく、本気で省エネしたいようだ。目が冗じよう談だんだと言っていない。

「そもそも、君の言う宣伝って何だ？　戦い以外で、どうやって視聴者にアピールするっていうんだ」

　勇者は戦う姿こそが宣伝になると思っていた。

　カッコ良く戦う勇者に憧あこがれるから、グッズなども売れる。それ以外にアピールの方法などないはずだ。

「うーん」

　フィオーレも首をかしげている。

「……もしかして具体的なビジョンもないのに語っていたのか？」

「違うよー。今のままじゃダメだって言いたかったんだよ」

「じゃあ具体的にどうするんだ」

「それはー……」

　やはり言葉が出ないフィオーレ。

　フウトも学園長もため息をつく。

「あ、そうだ」

　手を叩くと、フィオーレは立ち上がる。

「他の勇者からパクッてくればいいんだ」

「おいっ！」

　フィオーレの肩かたを掴つかむフウト。

「いくらなんでも露ろ骨こつすぎるだろ！　それでも勇者か！」

「なんでよー。ライバルの研究だって大事でしょー」

「だからってパクリはないだろう！」

「バレなきゃパクリじゃないんだよ」

「バレるとかバレないとか、そういう問題じゃない！　人のアイデアを流用するなんて、恥はずかしいとは思わないのか！」

「偉い大だいな先人に学ぶ、と言ってよ。自分の頭で考えるのめんどくさいし」

「やっぱり楽したいだけじゃないか！」

「それじゃおばーちゃん、行ってくるねー」

「おいフィオーレ！」

　フウトの制止もきかず、手を振ふって学園長室を出ていくフィオーレ。

「あいつ……！」

「苦労をおかけします、フウトくん」

　頭を下げる学園長。小さな学園長に謝られると、なんだかこちらが悪いことをしている気分になる。

「あの子は昔から、楽をするために全力を出す子でして」

「思いっきり矛む盾じゆんしてますね……」

「ですが、本当はとても優やさしくて良い子なんです。頭も良いし、力もあります」

「それは理解してます」

　生徒会長を立派に務め上げているフィオーレの実力は良く知っている。

　問題はやる気だ。

　あのベクトルを一八〇度間違えたフィオーレの力を、どうにか正さなければならない。

「フウトくん」

　学園長の小さな手が、フウトの服を引っ張る。

　こうして見下ろすと、まるで保護者になった気分だ。

「お願いします。どうかフィオーレを勇者にしてください」

「…………」

　フウトは下を向いて拳こぶしを握にぎる。

「無茶を言っているのは理解しています。ですが、どうか」

　もう一度、学園長は頭を下げた。

　小さな背中が寂さびしく丸まっている。

　こんな小さな学園長に頭を下げさせるのは、非常に嫌な気分だ。

　加えて、スポンサーである彼女の言う事は絶対だ。

　さらに言えば、一度やると言ってしまった手前、発言を撤てつ回かいするのは男らしくない。

　三重の意味で、フウトは断れなかった。

「…………僕は」

　それに、なんといっても断れない理由がもうひとつある。

「よく考えたら、僕は何も悪くないじゃないか……僕が譲ゆずる必要なんてどこにもないじゃないか……！」

「あの、フウトくん？」

「見てろよ、フィオーレ！」

　気落ちしている場合ではない。

　逆に燃えてきた。

「僕はあの手の不ふ真ま面じ目めな人間が大だい嫌きらいなんだ！」

　もちろん放ほうっておくことも可能だが、フウトはそれができない。「伝説の勇者」の息子むすことして、勇者の名を汚けがす行こう為いは許せない。

　間違っているものは、正すべきだ。

　問題が目の前にあって、見て見ぬふりはできない。

　それが世紀のダメ人間だったとしても。

「見ていてください、学園長！」

　握った拳を眼前に掲かかげ、フウトは力強く笑う。

「必ずやフィオーレをまともな勇者にしてみせます！」

「まともな勇者……ですか」

　それを聞いた学園長は、少しだけ目を伏ふせる。

　しかしすぐに顔を上げ、明るい笑顔になった。

「よろしくお願いします、フウトくん」







　第二章　密着取材！　あの勇者の裏側に迫せまる！




　ゼルニア王国の中心、ゼルニア城。

　シーヴァズ大陸の西せい端たんに位置するゼルニア城は、王宮を中心に南北、そして東に向かって城下町が栄えている。西に何もないわけではなく、こちらは鉱山とその精せい錬れん所などの工業地帯として独自に発展を遂とげている。

　いずれにせよ城下町の全すべてはゼルニア城の目の届く範はん囲いにある。

　そして城の大きな特色として、巨きよ大だいな塔とうが建っているのだ。城下町のどこにいても見える巨大な塔からは、日夜魔ま導どう士したちがテレビ放送用の魔力を送り続けている。番組が放映していない時でも、定期的に魔力を流して実験に取り組んでいるのだ。

　魔導士が塔で得た放送データは、真下の城にいるテレビ専門の宮きゆう廷てい魔導士に渡わたされ、仔し細さいに研究される。そのデータをもとに、効率の良いテレビ放映の手段を日夜考えている。

　つまりゼルニア城は勇者の活動においても中心となっているのだ。

「こんにちはー」

　そのゼルニア城の門もん扉ぴを叩たたいたのは、フィオーレ。

　彼女からわずかに遅おくれて、フウト。

「おや、君たちは勇者の」

「はーい、どうもー」

　ゼルニア城の門番が二人を見て微笑ほほえむ。

「今日もお仕事かい？　大変だね」

「そちらもがんばってくださいねー」

　優しい笑顔で門番に手を振り、フィオーレが城の中に入る。

　しかしフウトは城の前でため息をつくだけ。

「なんで僕まで付き合わされるんだ……」

　人様のアイデアをパクると言われて、そのまま見過ごすわけにもいかない。コンビが解消できないのなら、相棒の犯罪を止めるしかない。

「フウトー。なにやってんのー。早く行くよー」

　城のエントランスで大きく手を振るフィオーレ。

「なんで君はそんなに元気なんだ？」

「なによー、元気出さないと怒おこるくせに」

「その元気を本番で出せって言ってるんだよ！」

　楽をするために全力を出すと言った学園長の言葉が身に染しみる。こんなことなら、いっそ学園長室の隠かくし部屋で寝ねかせておいた方がマシだったかもしれない。

　そんなフウトの心配をよそに、フィオーレはどんどん歩いていく。

　エントランスホールからは、様々な区画への道が延びているが、その中央に巨大な水すい晶しようテレビが置かれている。

　宮廷魔導士が技術の粋すいを結集したというありきたりな触ふれ込みで作られたそれは、早い話が掲けい示じ板ばんの役割を果たす。

　その日の大きな出来事や、大事な連れん絡らく事じ項こうなどが次々に映し出される。

　ニュースに混じって表示されるのは、勇者のデータ。

　昨日までの勇者ランキングがクッキリと見えるようになっている。この城を訪おとずれる者は、嫌いやでも勇者の順位を知る事になる仕組みなのだ。

「思いっきりビリだねー」

　フィオーレが呟つぶやく。

　一位はダイナミック・スーパー・ディンゴ。

　続いてバーナード。

　その次はアナスタシア。

　以下はシスター・エリュシオン、セシル、ギョクレンと順位が続いている。

　フウトとフィオーレは、一番下だ。二人揃そろって名前が表示されているので目立つ。

　そしてポイントも目立つ。何しろディンゴの累るい計けいポイントが一五〇〇を超こえているのに対し、フウトとフィオーレはゼロなのだから。

　この状じよう況きようをどうにかしなければ、人気どころではない。

　最悪、勇者をクビになる事だってあり得る。

「ほらフウト、行くよー」

「あ、待ってくれ！」

　いつの間にかフィオーレが歩いていた。どうやら彼女よりフウトの方が順位を気にしていたらしい。

　急いで追いかけ、エントランスホールから西の区画へ移動する。

　ふかふかの赤い絨じゆう毯たんはいささか落ち着かないが、平静を装よそおう。時折、騎き士しや文官とすれ違ちがうと、フィオーレは生徒会長の笑顔を使ってやり過ごす。外そと面づらはいいのだ。

　城内は入り組んでいるが、目的地はフウトも大体分かる。

　ゼルニア城内に存在する勇者関係の施し設せつは、二つある。

　一つは勇者課。これはもう読んで字のごとく、勇者に関する全てを取り扱あつかう部署だ。勇者の撮さつ影えい、備品の管理、映像技術の研究、事務手続きなど、あらゆる勇者の仕事はここで行う。勇者はモンスター退治だけでなく、城内にある複数の撮影スタジオを使って番組も撮とるのだ。ポイントを管理するジャッジもこの勇者課の一組織である。

　そして、もう一つは勇者そのもの。

「しっつれいしまーす！」

　フィオーレが開けたのは「訓練場Ｂ」と書いてある扉とびら。ずかずかと中に入っていくフィオーレを追うと、扉の中から汗あせや香こう水すいの匂においがした。

　それ以上に、ものすごい熱気と気き迫はくが感じ取れる。

　訓練場にいるのは、全員女性だった。

「オラァァァァァァァァァァッ！」

「まだまだ！　もう一丁お願いします！」

「すいません！　止血するので十秒待ってください！」

　全員が動きやすい薄うす着ぎだが、肌はだが露ろ出しゆつしている分、ケガも多い。激しく木ぼつ剣けんを打ち合わせ、盾たてが壊こわれるほどの勢いで槍やりを振ふる。血が流れてもお構いなし、汗で滑すべった相手の顔面を蹴けりつける。

　彼女たちこそ、ゼルニア王国の騎士団の中でも特とく殊しゆなアン・フラン騎士団である。団員全てが女性でありながら、八大騎士団の一つに数えられている。その中でも上位に位置する実力派の騎士団だ。

　その男顔負けの訓練風景に、フウトの血も滾たぎってきた。全員鍛きたえられた肉体をしており、それでいて動きがしなやかだ。

　こんなに血ち腥なまぐさいのに、それでいてなお美しい。

　剣の使い手であるフウトも、一戦交えてみたくなるほどの情熱を感じていた。

「……あの」

　訓練場に入ったフィオーレの袖そでを掴つかむ女性騎士。

　分厚いメガネをかけて、三つ編みの金きん髪ぱつ。変な色のブラウスに、長いスカート。正直、野や暮ぼったい格好だ。戦っていないところを見るに、彼女は世話役か何かだろうか。

「勇者のフィオーレさん……ですよね？　どういうご用件でしょうか？」

「あ、どうもすみません練習中に！」

　フィオーレに代わってフウトが頭を下げる。

「すぐ連れて帰りますから、気にしないでください！」

「私たち、アナスタシアの人気の秘密を探さぐりに来たんです」

「おい、僕まで一いつ緒しよにするな！」

　フィオーレの肩かたを掴むフウト。

「人気の秘密……ですか」

　女性騎士は静かに問い返す。

　そして小さく笑うと、こう答えた。

「秘密などありませんよ。私はただ彼女たちのように努力し、技を研けん鑽さんしただけです。ただ目の前にいるモンスターを倒たおし、国民を助けただけですから」

「……私？」

　フウトとフィオーレが、メガネの女性騎士の顔を見る。

「あ……っ！」

　分厚いメガネとダサい服で気づかなかったが、彼女こそアナスタシアだった。

「え、ウソ!?　全然違う！　だってテレビじゃもっと綺き麗れいな鎧よろいを着て──」

「普ふ段だんの訓練や任務で、あんな強力な鎧は着られません」

「そ、それもそっか」

　テレビでは派手に戦っている勇者も、普段からあんな生活をしていたら大変だ。おちおち外も歩けやしない。それにしてもアナスタシアはテレビとはまるで別人だ。そこらへんの町娘むすめと変わらない。

「私の鎧や化け粧しようなどは、全て騎士団の皆みなさんにお任せしているんです」

「そうなのよー」

　会話に割って入ってきたのは、私服の女性。

　アナスタシアよりも年上で、ブラウスにスカートという服装は似ているのだが、こちらは白で統一されており、非常にこざっぱりとしていて清潔感がある。また服の上からでも分かる巨きよ乳にゆうはフウトのみならずフィオーレの目すら奪うばってしまうほど。

「いつもアナスタシアってこんなだから、服どころか普段の生活も危なっかしくて。放ほうっておくと服にジュースこぼしたり、犬のフンを踏ふんでも気づかないくらいのドジなの」

「……部外者にそんな事を話すの、やめてください」

　アナスタシアは顔を赤くして俯うつむいてしまう。

　話を聞きたくないと言わんばかりに歩き出すが、下を向いているので前が見えず、そのまま木剣の棚たなに頭から突つっ込んでしまった。ガラガラと音を立てて落ちる木剣を拾おうとして身を屈かがめ、また棚に頭をぶつけるアナスタシア。

「……痛い」

「あらあらあら、大だい丈じよう夫ぶ？」

　真っ先に私服の女性が飛んでいく。

「あっ、アナスタシアがまたやった！」

「今日で三回目だよ！」

　訓練中の女性騎士たちもアナスタシアに駆かけ寄っていく。苦く笑しようしているが、全員彼女のことが心配なのは見て取れる。

「まったく、私が遊びに来るといつもこうなんだから。ほらアナスタシア、治すからじっとしてなさい」

　最初に駆け寄った巨乳の女性がアナスタシアの額に手を当てると、淡あわい緑色の光が生まれた。その光に触れたアナスタシアの傷がみるみるうちに消えていく。

　あれは治ち癒ゆ魔ま法ほうだ。

　エル・ザニアス教会で教えている神聖魔法の一つで、強力なものだと致ち命めい傷しようでも治す事ができるのだとか。

「はいこれでオーケー」

「あ、ありがとうございます」

　顔を真っ赤にして礼を言うアナスタシア。

「ありがとうございます、シスター」

　女性騎士たちも彼女に頭を下げる。
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「ウフフ、良かったらあなたたちも診みてあげるわよ」

「本当ですか！　ありがとうございます、シスター・エリュシオン！」

　治ち療りようしてもらえると聞いて、女性騎士たちがこぞって彼女の元へ集まってくる。全員傷だらけなので、とても嬉うれしそうだ。

　が、彼女たちが呼んだシスターの名前が気になった。

「……エリュシオン？」

　彼女があのシスター・エリュシオンだと言うのか。

　フウトの記き憶おくでは、ローブの下にボンデージ衣い装しようを着て、血ち塗まみれで笑いながらモンスターをボコボコにする人物だったはず。その妖よう艶えんな魅み力りよくに、ゼルニア中の男性がメロメロになっているのだが──

　今、女性騎士を治している彼女は、どう見ても聖女だ。いやエリュシオンもシスターなのだから聖女には違いないのだが、まるで別人ではないか。

「はい、終わり」

「ありがとうございます！」

　女性騎士たちが一いつ斉せいに頭を下げ、また訓練に戻っていく。シスターが「診てあげる」と言ってから十秒も経たっていないのに。しかし女性騎士全員の身体からだから傷が消えており、声も前より張りがある。

　あの短時間で全員の傷を治したのか。

　もしそうなのだとしたら、やはり彼女はシスター・エリュシオン。「再生アンコール」と呼ばれるスキルを持った、不死身の勇者だ。

「あら、どうしたの？　あなたたちもケガ？」

「い、いえ……あ、そうだ」

　忘れていたが、今言うべきだろう。

「あの時は、治療ありがとうございました」

「あの時？　──ああ、初戦の」

　地面に埋うまっていたフウトとフィオーレを助けてくれたのは、彼女だった。もしも即そく座ざに治癒魔法をかけてもらえなかったら、今でも鼻が曲がったままだったかもしれない。

「いいのよ、勇者は助け合いだもの」

「助け合い……ですか」

　てっきりライバル同士だと思っていたが、エリュシオンの笑え顔がおを見ていると、彼女を出し抜こうとは思えなくなってくる。それでも仕事のためにやらなければならないのだが。

「戦いではライバルだけど、それ以外では同どう僚りようみたいなものよ」

　そう言って笑う彼女は、本当に聖女のようだ。

　実際、本当に敵同士ならば、こうしてアン・フラン騎き士し団を訪ねる事もできなかっただろう。アナスタシアも気持ちよく応じてくれたし。

「そういえばシスター、いつものボンデージはどうしたんですかー？」

　フィオーレが不ぶ躾しつけに尋たずねると、

「ウフフ、普段からあんなの着るわけないじゃない。あんな格好で歩いていたら変態扱あつかいされちゃうわ」

「自覚あったんですか……」

　思わず呟つぶやくフウト。

「やっぱり普段と仕事じゃ、着ている服も違ちがうんだねー」

「僕たちは、見た目は変わらないけどね」

　フウトたちの戦せん闘とう服だって、学生服を改造したものだ。性能は別物だが、着き心ごこ地ちはあまり変わらない。

「でも、戦闘用の服を着ると気持ちが変わるものよ。『これから勇者のお仕事をする』って気分になってくるの」

「ふむふむ」

　大きく頷うなずくフィオーレ。

「フィオーレ、何を納なつ得とくしてるんだ？」

「服……気持ち……なるほど、分かりました！　ありがとうシスター！」

「え、ええと？　何が分かったのかしら？」

「人気の秘ひ訣けつ、パクらせていただきます！」

　大きく一礼すると、フィオーレは元気よく訓練室を出ていってしまった。

　残されたフウトとシスター・エリュシオンの目が合う。

「あのっ、申し訳ありません！」

　何か言われる前に、フウトは全力で謝罪した。

「けっしてパクリなどという真ま似ねはさせませんから！　あとで僕がよく言って聞かせますので！」

「い、いいえ。それはいいのだけれど……あの子、何をパクるのかしら？」

「さぁ……」

　詳くわしいことは一いつ切さい分からないが、悪い予感だけは膨ふくれ上がっていく。

　フィオーレの性格を考えれば、予感ではなく確実に起こる未来なのだが。
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　そして二日経った朝の事。

　登校しようとしたフウトの元に、モンスター討とう伐ばつの出動命令が下った。

　モンスターとは、時空振しん動どうによって生じた空間の歪ゆがみから生まれる謎なぞの生物を指す。

　時空振動の発生からモンスター出現までわずかなタイムラグがあるので、それまでに勇者は駆けつければいい。

　連れん絡らく係の妖よう精せいから指示を受け、フウトは学園に走って戦闘服に着き替がえた。そして現場までダッシュ。靴くつに強化の魔法がかけられているため、城下町から十五キロ離はなれた草原でも五分もかからずに辿たどり着ける。

　草原では、すでに勇者とスタッフが待機していた。装備の点検をしている勇者もいれば、モンスターとの戦い方を打ち合わせている勇者もいる。

　そんな彼らの頭上で、空間に波は紋もんのようなものが広がっている。

　あれが時空振動。

　その原因も原理も分かっていない。

　ただ、それによって生じた世界の裂さけ目からモンスターが現れるという事実は、ゼルニア王国だけでなく世界中に知れ渡わたっている。

　それを駆く逐ちくするのが、勇者の仕事だ。

　戦闘服はすでに新しいものに取り替かえてもらった。これだけで何百万ガッツという金が使われている。今度こそ破かずに戦いたい。

　愛用の剣けんも忘れずに携たずさえている。「伝説の勇者」の剣──ではなく、単に父が使わなくなった練習用の剣だ。使い込まれているが、フウトの手によく馴な染じむ。

「やぁ、新人くん！」

　強い力で背中を叩たたかれた。

　振ふり向くと、筋肉質の大男が立っている。戦闘用のタイツスーツの上に、ガウンを羽織っている。

　そして手にはワイングラス。戦闘前、しかもまだ早朝なのに酒を飲んでいるのか。

　彼はダイナミック・スーパー・ディンゴ。

　誰だれもが知っているナンバーワン勇者だ。

「どうだい、現場には慣れたかい？」

「……正直、まだ緊きん張ちようしてます。でもがんばります！」

「そうか！」

　また肩かたを叩くディンゴ。本人は手加減しているつもりなのだろうが、非常に痛い。

「がんばって稼かせぐといい！　私のようにナンバーワンになれば、うまい酒もいい女もこの手に掴つかめるぞ！」

「は……？」

　そう言ってディンゴは手にしたワインを飲み干す。空になったグラスを放ほうり投げると、ディンゴのスタッフらしき男がうまくキャッチしていた。よく見ればスタッフの他ほかにも派手なお姉さんたちが蕩とろけるような目でディンゴを見ている。本来、ここは勇者とスタッフ以外は避ひ難なん命令が出ているのだが……。

「ディンゴさんは、金のために勇者をやっているんですか？」

「当然だろう！」

　臆おく面めんもなくディンゴは答える。

「勇者は儲もうかるぞ！　モンスターを倒たおせば莫ばく大だいな金が手に入る！　年収一億ガッツも夢じゃない！　まさにゼルニア王国のドリーム！　強い力さえあれば手に入る、人生の到とう達たつ点だよ！」

「じゃあ、国民のために戦うっていうのは──！」

「ハッハッハ、キミは真ま面じ目めだなぁ」

　手を広げて苦く笑しようするディンゴ。

「目的なんか、些さ細さいなことさ。モンスターを倒し、国民を助けるのが勇者の仕事さ。正義のためだろうが金のためだろうが、結果としてみんなが笑顔になればいいのさ。国民は元気になり、私の懐ふところも潤うるおう。それでいいじゃないか」

「それは……！」

　否定したかったが、言葉が出なかった。

　ディンゴは実績を出している。彼によって救われた国民は大勢いる。そんなディンゴが高給をもらっても誰も文句は言わない。フウトだってそれは認める。

　だが、何かが違う。

　フウトの考えている勇者とは、そうじゃない。

　それを主張するには、フウトには実績が足りない。

「少年。キミは善良なんだな」

　フウトを見下ろして、ディンゴが笑う。

「それもいいさ。キミの目的のために、キミ自身が頑がん張ばればいい」

　また背中を叩かれたが、今度はあまり痛くなかった。ディンゴに同情されたのだろうか。それを問い質ただす前に、ディンゴは二本の指をキザに立てて去っていってしまう。そんな彼にすかさず女たちが集まっていく。まるでエサに群がる魚のようだ。

　残されたフウトは、ぼんやりと時空振動を見ていた。

　──ああいう勇者もいるんだな。

　ディンゴが悪人とは思わない。

　ただフウトと違う価値観で、同じ職業に就ついている人間もいるのだと思っただけだ。おそらくは他の勇者も別々の思おも惑わくで動いているのだろう。

　フィオーレも、きっと──

「そういえば彼女はどこだ？」

　さっきから姿を見ていない。

　まさかサボったのではあるまいな。

　デビュー戦で懲こりたのか。だが登録の関係上、フィオーレがいないとフウトにもポイントが入らないのだ。学園長にも宣言した手前、もしも彼女がサボったのだとしたら、家まで行って引っ張ってこなければならない。

　そう決意した次の瞬しゆん間かん、

「ごめん～、フウトおまたせ～……」

　遠くのほうからくぐもった声が聞こえてきた。

「遅おそいぞフィオーレ！　もうすぐ始ま……！」

　振り返ったフウトは絶句する。

　そこにいたのはフィオーレではなかった。

　箱だ。

　直方体の木箱に手足が生えているようだった。

　木箱の表面には「アン・フラン騎士団」と書かれており、どこで調達したのかはすぐに分かるのだが、それ以外の情報がまるで入ってこない。

「……すみません、どちら様ですか？」

「私だよー、フウトー」

　箱の中からフィオーレの声が反はん響きようして聞こえる。

「これ着てたら遅くなっちゃったよー」

「……いや、なんでそんなの着てるんだ？」

「やっぱり、人気の秘訣は鎧よろいだと思ったのよ。カッコイイ鎧を着てるから、アナスタシアは人気が出たんだよ」

「あ、ああ」

　それは否定しない。アナスタシアの鎧は職人や芸術家からも高い評価を受けており、それを目指すのは何も悪い事ではない。

「でね、私も鎧を着たかったんだけど、買うお金がなかったの。それでアン・フラン騎き士し団に借りに行ったんだけど、選んでる時間がなくて、テキトーな箱を持ってきたら中身が入ってなくて……」

「…………」

　言いたいことは山ほどある。

　が、どれを言っても無む駄だな気がした。

「で、君はその箱を着て戦うのか？」

「戦うのはフウトだよ。私は宣伝って言ったじゃん」

「……百ひやつ歩ぽ譲ゆずってそうだとして、じゃあ、どうやって宣伝するんだ」

「それは、こうやってカメラ妖精にアピールして──あだっ！」

　手を動かそうとして、フィオーレはコケた。

　ガラスが割れるような音とともに草原に転がる。そして手足がわずかにピクピクと動き、やがて止まった。

「立てない……助けてフウト」

「そんなもの最初から着てくるなよ！　ていうか、どうして鎧がないから箱を着ようって考えに至るんだよ!?」

　そもそもフィオーレがここまで歩いて来られたことが奇き跡せきである。よく目立たずに移動できたものだ。

「ったく……仮に鎧を借りられたとしても、アナスタシアみたいに魔ま法ほうがかけられているわけじゃないから、訓練してない君だったら動けずに終わるぞ」

　ぶつくさ言いながら、箱のフタを下にずらす。まるで棺かん桶おけだ。

「ふぃー、ありがと」

　汗あせまみれのフィオーレが笑っていた。

「きっと僕以外の人間にも何度も言われているだろうが、あえて言うぞ。君はよく考えてから行動すべきだ」

　そもそもフィオーレは可愛かわいい。

　無理に鎧など着なくても、十分に視し聴ちよう者を惹ひきつける容姿を持っているのだ。もちろん口に出して言うことはしないが。

「よし、とりあえず箱から出すぞ」

「あ、待って！　やっぱりいいや、脱ぬがさないで！」

「自分で出られるのか？」

「ううん」

「じゃあ僕が手伝わないとダメだろう！」

　何をわけの分からないことを言っているのだ。

　フウトはフタを外し、器用に開けられた手足の穴からフィオーレを引きずり出す。この手足の穴を開ける時間があれば、鎧だって選べたんじゃないだろうか。

「やめてぇっ！」

　そうして出てきたフィオーレは、黒いボンデージ衣い装しようを着ていた。

　まるでシスター・エリュシオンのようだ。

　学生にしては十分すぎるほど豊満なボディラインがくっきりと浮うかび上がっており、汗と朝の日差しで艶なまめかしい光こう沢たくを放っている。

「こっちは調達できたのか……」

「み、見るなぁっ！」

　そこからの行動は素す早ばやかった。

　自分の身体からだが自由になったと見るやいなや、すかさず立ち上がって拳こぶしを握にぎる。

「バカぁっ！」

　仮にも勇者に選ばれたフウトの動体視力を遥はるかに超こえるスピードで、フィオーレの拳が飛んできた。
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「っ！」

　眼前に拳が迫せまっても、避よけることすらできなかった。

　が、その拳はいつまでもフウトに当たることはなかった。フウトの鼻先で止まったフィオーレの手は、そのまま震ふるえていた。

「う、うぅぅぅ……」

　寸前で理性が働いたのだろう、拳を引っ込めたフィオーレは箱の中に飛び込み、自分でフタを閉じてしまった。

「見られて困るような服を着てくるなよ」

「だ、だって、シスター・エリュシオンは平気で着てたし」

「あの人は色んな意味で特別だろう」

「で、でも、セクシーな服を着てた方が男の人は喜ぶと思って」

　箱の中から聞こえる、かぼそい声。

「でも、意外だったよ。こういう衣装って高いんだねー。おかげで鎧買うお金がなくなっちゃったもん」

「だったら鎧を先に買えよ！」

「下着にお金をかけるのが当然でしょー」

　その結果、上着が箱になったら本ほん末まつ転てん倒とうではないか。

　やはりこの娘むすめは力を入れるべき箇か所しよを間ま違ちがえている。

「なぁフィオーレ」

　フウトはその場に屈かがみ込み、箱の中に話しかけた。

「いい加減、理解してくれ。僕たちは勇者なんだ。モンスターを倒たおすのが仕事なんだ。あきらめて戦ってくれ。修しゆ行ぎようすれば、フィオーレもきっと強くなれる」

「……やだ」

　確固たる意思を持った拒きよ絶ぜつだ。

「生徒会長の仕事はできただろう」

「なんでフウトは生徒会長と勇者を同列に考えるんだよー。生徒会長の仕事なんて、月に一度スピーチするだけだもん。あとはテキトーに認可のスタンプぺったんぺったんしてれば終わるもん」

「そんなテキトーなやり方で務まるものだったのか、生徒会長……」

「とにかく、私は戦うのはイヤ」

「だが勇者は戦う仕事だろう」

「だから、それも違うって言ってるじゃん！」

　箱のフタが少しだけ開き、フィオーレの顔が出てきた。

「フウトが言ってるのは、二十五年前の『伝説の勇者』の話でしょ？　剣けんでモンスターを倒すだけで喜ばれてたのは、二十五年前までなの！　今時の勇者はそれだけじゃダメなんだよ！」

「だけど、僕は父のような──」

「お父さんはお父さん！　フウトはフウトでしょ！　いつまでも古いやり方じゃ通用しないんだよ！」

「……っ！」

　胸中にどす黒い怒いかりが沸わいてきた。

　自分と父の両方を汚けがされた気がした。

　こんなやる気のない女に、今までの自分を否定されたのが悔くやしかった。

　だが、彼女の意見を認めている自分もいた。

　少なくともそういう意見を持っているのは彼女だけではない。剣を使わず、金のために戦っているダイナミック・スーパー・ディンゴのような勇者もいる。

　それを否定する気はない。

　だけどそれ以上に、自分のやり方を曲げることもできない。

「ダメなんだ」

　フウトは小さく呟つぶやいた。

「僕は、このやり方で強くならないとダメなんだ」

「……え？」

　フィオーレが顔を上げる。

「だって僕は『伝説の勇者』の息子むすこなんだ。受け継つがれた技わざを大事にしないと、父だって満足しないはずだ」

「そんな事──」

「そんな事、あるわけないじゃん」

　フィオーレよりも強く否定する声が、風に乗って降りてきた。

　大きな靴くつで草を踏ふみしめて歩いてくるのは、小さな少年。

　その卓たく越えつした技術で「人間工こう房ぼう」とも呼ばれている、職人組合クラフトマンギルドのセシルだ。

　靴に見えたそれは、金属製の具足。ただの鎧ではなく、トゲのようなものや車輪のようなものが見える。あれで高速移動をする仕組みになっているそうだ。

「伝統と改革の長所と短所を理解しないで、意固地になってるの？　ハッキリ言って、君バカじゃないの？」

「なっ……！」

　まだ十三歳の子供に正面から言われ、フウトもカチンとくる。

「君は『伝説の勇者』の重みを知らないくせに！」

「知ってるよ。『伝説の勇者』くらい、職人の間でも語り継がれてる。あんなへぼい装備で魔王を倒しに行った無む謀ぼうな男だってね」

「無謀……!?」

「ボクが作った武器があれば、もっと効率的に魔王討とう伐ばつができたって事さ」

　セシルが持っているクロスボウを見る。

　これも特別製で、短い矢を高速連射してモンスターを倒せるように改造されている。どんな豪ごう腕わんの持ち主でもモンスターの皮ひ膚ふすら貫つらぬけないのに、セシルが作ったこの小さなクロスボウがあれば、簡単にモンスターを殺せる。

「君は、強い武器を作るのが目的なのか？」

「んー、ボクの目的のひとつではあるかな。職人組合としてはお客さんが来てくれる方が嬉うれしいよ」

　それはファティマ学園もそうだ。人気をとって客を呼び込むのは、どの陣じん営えいでも共通の目的だろう。

「じゃあ、君の目的は？」

「それは──」

　言いかけて、セシルは笑う。

「ナイショ。会ったばかりの君に教える義理はないよ」

　肩かたをすくめるセシルに、フウトも納なつ得とくする。

　そしてセシルの興味は転がっている箱に移ったようだ。

「あ、いいなこれ！」

「えっ!?」

　箱の中のフィオーレが驚おどろいている。

「アン・フラン騎き士し団の箱でしょ!?　この箱の業者、ダークオークっていう木材を使ってて品質に評判があるんだよ！　もらって来たの!?　いいなぁ！」

　目を輝かがやかせて箱に飛びつくセシル。

　ただの木箱にここまで興奮するのは、セシルとフィオーレくらいではなかろうか。

「これすっごく堅かたくてしかもよく曲がるんだよ！　だからちょっと改造していい!?」

「え？　え？」

「お願い！　悪いようにはしないからさ！」

「か、改造？　ちょっと待って!?」

　フィオーレが止めようとするが、すでにセシルは工具を取り出している。

「お、おいセシル！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　すぐ終わるから！」

　フウトの制止も聞かずに、セシルは工具を箱にあてがう。何をやっているのか全く分からないのだが、どうも箱に自分の持ってきた武器を取り付けている様子だ。しかも箱の中に巧こう妙みように隠かくしているようで、傍はた目めには箱を分解しているようにしか見えないのに、箱の形は何も変わっていないのだ。

　そしてセシルの予告通り、三分もしないうちに改造とやらは終わった。

「ふー」

　汗あせを拭ぬぐって立ち上がるセシルは、やりきった表情をしていた。

「いやぁ、やっぱりこの木材はいいねぇ！　こんなにイジらせてくれて、どうもありがとう！　スッキリしたよ！　それじゃまた本番で会おうね！」

　少年らしい朗ほがらかな笑え顔がおで手を振ふり、セシルは去っていく。

　残された箱を見るが、やっぱり変わっているように見えない。

「おいフィオーレ。どうだ？」

　箱をノックしてみるが、

「よ、よくわかんないけど、なんかボタンがいっぱいついた……なにこれ？」

　困った声が箱の中から聞こえてくる。

　その時、風が吹ふいた。

「おいっ、そっちに行ったぞ！」

　遠くから聞こえる叫さけび声。

　声のした方を見ると、強風と影かげが横切った。

　風に乗って空を飛んでいるのは、巨きよ大だいな鳥。翼つばさを広げた大きさは五メートル以上。その全身が黒く染まっている。

「モンスターか！」

　時空振しん動どうによって生じた空間の裂さけ目。そこから生まれる動物は、この世界のそれとは生態系が違う。そもそも同じ生物なのかも分からない。内臓や神経があるのかも不明。死ぬと霧きりになって消えてしまうからだ。

　有史以来、人類が悩なやまされてきた最大の脅きよう威い。

　かつては時空振動の発生源から周囲数キロの生物は残らず全ぜん滅めつしていた。

　避ひ難なんすることもできず、人間も動物も等しく殺された。

　その致ち死し率が半分になるまでに、数千年の歴史が費ついやされた。

　やがてモンスターを倒す猛も者さが生まれ、今日では商売にすらなった。

　モンスターとの戦いの歴史が、人類の成長の証あかしなのだ。

『さぁ始まりました、今日のモンスター討とう伐ばつ！　実じつ況きようは私オリーブ・オイゲン二十五歳がお送りします！　本日の時空振動は小規模ですが、何が起こるかわかりません！　全すべての勇者の活かつ躍やくに期待しております！』

　どこからともなく聞こえてくるオリーブお姉さんの声。

　テレビ中ちゆう継けいが始まっている。

　フウトの周囲に、妖よう精せいが飛んでいた。魔ま術じゆつ結社ベルコーストが開発した、カメラ妖精である。額に埋うめ込まれた水すい晶しようが、城の魔法塔とうへ映像を送ってくれるのだ。

「くっ！」

　フウトは剣を抜ぬく。

　柄つかを握にぎり締しめ、呼吸を整える。

　──やれる。

　前もできたのだ。一いつ匹ぴきくらいなら、余よ裕ゆうだ。

　フィオーレは──

「じゃ、よろしくフウトー」

　箱の中から出てこない。

「戦えよフィオーレも！　さっきセシルに改造してもらったんだろ!?」

「だって何が出てくるか分かんないんだもん」

「本当に何しに来たんだ君は!?」

　などと言い争いをしている間にも、鳥型モンスターは旋せん回かいしてこちらに襲おそい掛かってくる。こちらに狙ねらいを定めると、猛もうスピードで突とつ進しんしてきた。

「来いっ！」

　フウトが剣を構えるのだが──

「わぁっ！」

　鳥型モンスターは、フィオーレが入っていた箱にぶつかった。堅い木材で作られた箱がモンスターのくちばしを弾はじき、怯ひるませる。

「すごいなセシル！　木箱でモンスターの攻こう撃げきを防いだのか！」

「な、なんで私が狙われるのっ!?」

「動く箱があったら、誰だれだってそっちが怪あやしいと思うだろう！」

　そしてフウトは、そのチャンスを逃のがさなかった。

「はぁぁあああああっ！」

　剣けんを突つき出し、鳥型モンスターへ走る。

　まだ怯んで動けないモンスターの胸へ、その切っ先をまっすぐに突き入れた。

「くっ！」

　わずかに浅い。

　フウトはさらに一歩踏み込んで、胸を刺さし貫く。

　───ォォォォォォォォォン！

　絶ぜつ叫きようとともに、モンスターの身体からだは黒い霧に変わる。

　すべてのモンスターに共通するのは、弱点があること。「核かく」と呼ばれる、人間で言う心臓のような機関が存在するのだ。それを壊こわせばモンスターは死ぬ。

「はぁっ……！　はぁ……」

　息が上がる。

　疲ひ労ろうだけではない。あと一歩踏み込めなかったら、こちらが殺されていたという緊きん張ちよう感かん。それに勇者の名を汚けがさないように戦うという使命感。それらがすべてフウトの肩にのしかかっているのだ。

『やりました、フウトくん！』

　オリーブお姉さんの声が聞こえる。

『開幕早々、モンスターを倒たおしました！　これで二〇ポイントです！』

「今の……ポイントになったのか」

『一応、フィオーレちゃんと協力して倒したことになりますからね！』

　箱が囮おとりの役割を果たしたのか。

　何もしていないが、フィオーレに感謝すべきだろう。

「フフン。私のおかげだね」

　礼を言おうかと思ったが、やっぱりやめた。

「もっと役に立ちたければ、ちゃんとそこから出て働け！」

「やだよー。ていうかフウトも疲つかれてるじゃん。休もうよ。お菓か子しもあるよ」

　箱の中からお菓子を差し出すフィオーレ。どこに隠し持っていたのだ。

「バカ。まだ始まったばかりだろう！　僕はまだ戦える！」

　剣を握り締め、他ほかのモンスターを探すフウト。

　本当は筋肉が悲鳴を上げているが、フィオーレの手前、顔に出せない。

「ねーフウト。そんなにお父さんが大事？」

「……なんでそんなこと訊きくんだ」

「だってフウト、無理してるように見えるんだもん。剣だってそんなに得意じゃないでしょ？」

「悪かったな、下手で」

「そうじゃなくて、もっと得意な武器があるんじゃない？」

「……!?」

　時々、フィオーレは核心を突く。

　彼女はやる気がないだけで、能力はあるのだ。

「箱の中から、よく見てたな。武器の達人なのか？」

「わかんないよ。そう思っただけだし」

　フウトが父から教えてもらったのは、剣の使い方だけじゃない。勇者として、あらゆる状じよう況きように備えるために全ての武器の使い方を教わった。中にはマニアックな武器もあったが、一応全て使いこなせる。

　その中でもお気に入りの武器がいくつかあった。

　父曰いわく、それは才能というより性格の問題なのだそうな。

　剣も使えないわけではないが、もっとも得意とは言えない。

　だが、それでもフウトは剣にこだわった。

「僕は『伝説の勇者』を目指してる。だから『伝説の勇者』が使った剣で強くならないといけないんだ」

「どうしてそんなにこだわるの？　お父さんだから？」

「……きっかけは、ある」

「どんな？」

「それが、よく思い出せないんだ」

　当時のフウトも、よく覚えていなかったんだと思う。

　思い出そうとしていても、記き憶おくがぼやけているのだ。

「僕が小さいころ──たぶん十歳くらい。その時、何かあったんだ。そして父が助けてくれた。覚えているのはそれだけ。だから僕は父のような『伝説の勇者』になりたかった」

　フウトは空を見上げる。

　鳥型モンスターはあらかた駆く逐ちくされてしまい、時空振動による裂け目も塞ふさがっている。オリーブお姉さんが言ったとおり、小規模の時空振動だったのだろう。

「漠ばく然ぜんとしてるね」

「ああ。ただ──」

　フウトは目を閉じる。




「あの時に味わった無力感だけは忘れられないんだ」




　きっと何かに攻撃され、気を失いかけていたのだと思う。だからフウトの記憶は曖あい昧まいで、悔くやしさだけが残っているのだ。

　その悔しさから解放してくれたのが、父だ。それだけは覚えている。

　だからフウトは「伝説の勇者」になりたかった。

　彼にとってそれは力の象しよう徴ちようであり、行動の基準となるものなのだ。

『フウトくん、もう一匹来ましたよっ！』

　オリーブお姉さんの声に、顔を上げる。

　さっきと同じ鳥型モンスターが飛来する。

「くっ！」

　剣を構え、迎げい撃げきの態勢をとるフウト。

　が、彼の顔を掠かすめて何かが飛び上がった。

　それは鳥型モンスターの胴どう体たいに突き刺さり、核を破は壊かいして貫つらぬく。巨大な矢だ。どこまでも飛び上がり、やがて太陽の陰かげに隠かくれて見えなくなる。

「うわー……すっごい。セシルくんの改造」

　見ればフィオーレの箱から小さなクロスボウのようなものが飛び出している。セシルの改造は、ああやって武器を収納するためだったのか。

　その結果、フィオーレがモンスターを倒した。

　よくやった、と褒ほめようと思ったのだが、

『やりました！　鳥型モンスターを矢で撃げき破はです！　これでセシルくんに二〇ポイント加算されます！』

「ええっ!?」

　オリーブお姉さんの理り不ふ尽じんな判定に、箱から顔を出すフィオーレ。

「なんで!?　ボタン押したの私だよ！　私のポイントじゃないの!?」

『でもこれ、セシルくんの武器ですし』

「あー、ですよねー……」

　ただの木箱を、モンスターすら撃破してしまう戦せん闘とう兵器に改造したのはセシルだ。どう考えてもセシルの手て柄がらである。




　結局、今回の討とう伐ばつは一匹だけ倒して終しゆう了りようした。

　もともと出現数が少なかったため、討伐数ゼロの勇者もいる。そう考えたら大躍やく進しんである。総合順位で見ればまだまだ下だが。

　そしてフィオーレは最後まで箱から出なかった。下に着ているボンデージ衣い装しようを誰にも見られたくないのだ。

　仕方ないので、フウトが台車に乗せて学校まで運んでいった。学園長室までたどり着く頃ころにはフィオーレは箱の中で寝ねていたので、そのまま放ほうって午後の授業を受けるフウトだった。




　　　　＊




　次の日の放課後。

「やっぱり外見だけじゃなくて、行動でも視し聴ちよう者にアピールすべきだと思ったんだよ」

「……まだ懲こりてなかったのか」

　フィオーレに引きずられてフウトが連れて来られたのは、城下町の北にある施し設せつ。ファティマ学園のように正門があり、校舎がある施設なのだが、そこを行き来する生徒は全員ローブを着用している。

　正門の看板には「魔ま術じゆつ結社ベルコースト」と書いてあった。

　ここでは魔導士の育成と魔法の研究が行われており、ゼルニア王国でも最高の知性が揃そろっている場所だ。

　ファティマ学園と似ているが、ここでは魔法のみにカテゴリを絞しぼっているため、魔力のない人間にはまるで縁えんがない場所である。

「ところでフィオーレは魔法は使えるのか？」

「魔力はあるみたいだけど、魔法はちょっと難しいね。フウトは？」

「戦いの補助として通用する程度には。父の魔法は主に肉体強化と移動に使われていたけど、僕はそこまで会え得とくしていない」

　必ひつ須すではないが、大半の勇者は魔法を使う。

　大気中にある魔力と、自らの体内にある魔力を練り、戦いに最適化するのが魔法の真しん髄ずい。使いこなすには修しゆ行ぎようが必要だが、フウトはあまり得意ではなかった。

　魔法は万能の力ではない。膨ぼう大だいなエネルギーを扱あつかうには技術が必要だし、まず膨大なエネルギーはそう簡単に集まるものではない。大気も体内も、魔力には限りがあるのだ。

　ここ魔術結社ベルコーストで活かつ躍やくしている魔導士たちは、いわば巨きよ大だいな材質を扱う技術者のようなもの。事故のリスクもあれば、死亡事故もある。

「魔法が使えないなら、魔導士のやり方をパクっても意味がないだろうに……」

　フウトはぼやくが、フィオーレは楽しそうに歩いている。普通にしていれば美しく、かつローブを着ていないので、周りから奇き異いの目で見られていることに気づいていない。

「あれっ、二人とも！」

　聞き覚えのある声に、振ふり返る。

　するとフウトたちと同じく、ローブを着ていない人間がいた。

　東方の移民に伝わる装しよう束ぞくを着ている少女。黒くろ髪かみを結ゆっており、その下は人ひと懐なつっこい笑顔。見ていると和なごんでくる優やさしい微笑ほほえみだ。

「どうしたの、こんなところで？」

「あ、ギョクレン！」

　フィオーレも気さくに手を振る。

　それでフウトも思い出した。

　この少女も勇者だ。

　ニンジャと呼ばれる東方の勇者、ギョクレン。ゼルニア城下町の南にある移民街の代表であり、そこを牛ぎゆう耳じる「銀ぎん嶺れい党」と呼ばれるゴロツキ集団の頭領の娘むすめだとか。

　戦闘中は黒装束に身を包み、姿を消すスキルで音もなく敵を殺すスタイルが特とく徴ちよう的だ。そのせいで視聴者にアピールできず、人気が低迷しているのが悩なやみだとか。あと東方の訛なまりが可愛かわいいという意見もある。

　そんな彼女がここにいるのは、なぜだろうか。

「二人とも何してるの？」

「私はねー、ちょっとバーナードの人気の秘密を探さぐりに来たんだよ」

「そっか。バーナードは人気あるもんね」

「ギョクレンは？」

「私は遊びに来たんだよ。バーナードはこの時間なら、第一研究室にいるから」

　魔術結社に遊びに来るとは、どういう了りよう見けんだろうか。そしてプライベートのギョクレンは東方訛りなどなく、殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きもない。明るく朗ほがらかで、どちらかといえばフィオーレに近いヌルさを感じる。

「じゃー、みんなで行こうか」

「うん！」

　仲良く並んで歩くフィオーレとギョクレン。女の子同士は仲良くなるのが早いというが、それを目まの当たりにして驚おどろいているフウトだった。

「ほらフウト、急がないと」

「別に僕は急ぐ必要なんてないんだよ」

　悪態をつきながら、それでもフウトは足を速める。

　勇者とは何なのか、フウト自身も知りたいと思ったからだ。バーナードと話をして、それが少しでも解消できればと思っているのだが──







　ギョクレンの案内のおかげで、目的の部屋には簡単に辿たどり着けた。

　魔導士の研究室と言うからには、さぞやフウトの想像を超こえた器具が置かれているのだろうとワクワクしていた。

　最初は色とりどりのフラスコや怪あやしい実験器具を想像したのだが、どちらかと言えばそれは錬れん金きん術じゆつだ。むしろ魔法というからには、床ゆかに描えがかれた魔ま法ほう陣じんの上で血を吐はくような修行をしているのだろうか。

　そんな想像をしつつ研究室の扉とびらを開いたフウトの前に広がる光景は、およそ魔法とは縁のないものだった。

　大きな机の前に、数人の魔導士が座っている。机の上にあるのは薬ではなく、本や書類。そして部屋の隅すみにあるホワイトボードには様々な単語が無む作さく為いに書かれてある。

「……どうでしょうか、今の案は」

　机にレポート用紙を置き、一人の魔導士が尋たずねる。

「んー、そうね。着眼点はいいんだけど」

　ホワイトボードの前に立つ妙みよう齢れいの女性が困ったような顔をしている。

「バーナードはどう思う？」

「俺は反対だ」

　机の端はしで頬ほお杖づえをついているのは、旋せん律りつの魔導士というアダ名がついているバーナード。態度はだるそうだが、目は真しん剣けんだ。

「次の戦闘では女性客にアピールしなきゃならない。わざとピンチを装よそおうのはいいが、少しでも弱いと思われたら女性は引くぜ。むしろそれで興奮するのは子供の視聴者だ」

「だがバーナード、子供の人気も徐じよ々じよに上がっている。今はそっちに着目すべきじゃないか？」

「子供なんて、結果を出せばついてくる。それより移ろいやすい女性のターゲットを離はなさない事が重要だろ。俺はもっと強さを全面に押し出して、モンスター討伐数を重視した方がいいと思う」

　バーナードの意見に、魔導士たちが頷うなずいている。

「そうね。じゃあ方向はそっちとして、新しい衣装なんだけど、今度は隣となりの大陸で流は行やっているデザイナーに依い頼らいして作ってもらったものが──」

「待ってくれママ」

　バーナードが手を挙げ、

「客人だ」

　その手でこちらを指した。

　ママと呼ばれた女性と、全すべての魔導士の視線が集まる。

「ど、どうも……すみません。お邪じや魔まします」

「あら、珍めずらしいお客さんと珍しくないお客さんね」

「ギョクレンちゃん！　いらっしゃい！」

　難しい顔で会議をしていた魔導士たちも、ギョクレンを見ると顔を綻ほころばせて席を立つ。魔導士たちに囲まれるギョクレンをよそに、フウトとフィオーレに近づくバーナード。突とつ然ぜんの来訪でも笑顔で迎むかえてくれる。

「よう、二人とも。何しに来たんだよ」

「ちょっとねー……楽して人気を取る方法を探しに来たんだけど……」

　言葉を濁にごすフィオーレ。

「なんだ、俺のやり方をパクりに来たのか？」

「そのつもりだったんだけど、何この会議？」

「おう、見ての通りだよ」

　不敵に笑ってバーナードは研究室を示す。

「ウチは毎日こうやって会議してるんだ。視聴者の好みってのはいつも変わるからな。いつでも最高の人気を取るために、研究してるんだよ」

「なにそれ……」

　さすがのフィオーレも言葉がない。

　フウトも驚いている。

　人気取りを最優先に考えるな、勇者は戦うのが仕事だ──以前、フウトはフィオーレをそうやって𠮟しかった。

　しかしバーナードの陣じん営えいは人気取りのために本気で会議をしている。

　それが──勇者の仕事なのか。

「なによー、バーナードってテレビじゃチャラチャラしてるのに、会議室だとすごい真ま面じ目めなのー？」

　そう、彼らは遊びでやっているわけではない。

　ファティマ学園の学園長もそうだが、人気はそのまま収入につながる。決しておろそかにはできないのは理解できるが──

「バーナードはいつも真面目だよ。真面目すぎて彼女できないくらいだもんね」

　魔導士たちに囲まれていたギョクレンが笑う。

「うっせぇなギョクレン！　別にいいだろうが！　勇者は一人に縛しばられない、視し聴ちよう者みんなのモノなんだよ！」

　ムキになって怒おこるバーナードに、ギョクレンだけでなく魔導士たちも笑う。

「ギョクレンとバーナードは仲良いんだね」

　フウトが今まさに思っていた事を、フィオーレが呟つぶやく。

「君たちは以前から付き合いがあるのか？」

　そうフウトが尋たずねると、二人とも頷いた。

「私たち、『訓練所』の出身なんだ」

「訓練所──そうか、ゾロリアン訓練所か」

　フウトの言葉に、フィオーレも反応する。

　おそらく勇者なら知らない者はいないだろう。

　勇者にとって必要不可欠とされている、スキル。

　それは生まれつき持った才能であり、異能の力。一説には体内の魔力が不完全な形で練られてしまった結果、肉体そのものを魔法陣とした一種の魔法と言われている。しかし現代の魔法学では解明できないスキルもあるため、今でも研究が続けられている。

　勇者には必要なものだが、スキルを持った者が全て勇者になれるとは限らない。むしろ大半の人間にとっては邪魔なものに過ぎない。

　ゾロリアン訓練所とは、スキルを持った人間の中でも、特に幼い子供が収容されている場所だ。

　己おのれの意志で制せい御ぎよできないスキルは、災さい厄やくにしかならない。

　そんな人間が幽ゆう閉へいされる施し設せつ──

「二人とも……訓練所で辛つらい目に遭あったの？」

　フィオーレは恐おそる恐る尋ねる。

　彼女の顔は、今まで見た事もないほど青ざめていた。

　しかしバーナードたちの反応は淡たん泊ぱくだった。

「ん、いや、別に。辛いことはそれほどなかったな」

「私たちはある程度自分で制御できたから、ちゃんとしたスキルの使い方を先生に教わったんだよ」

「そうそう。先生のおかげで強くなれたんだよ。おかげで勇者にもなれた」

「スキルの使い方だけじゃなくて、名前もつけてくれたんだよね。私の『黒衣ワイヤー・プラー』やバーナードの『即ア興ド詠リ唱ブ』とか、みんな先生のセンスだよ」

　彼らの言葉を裏返せば、自分の力でスキルを制御できなければ、ずっと訓練所で過ごしていたわけだ。

　そんな危なっかしい力を持った人間が、この世界にはいる。

　勇者と呼ばれ賞賛を浴びるか、光を浴びることなく生しよう涯がいを閉じるか。

　考えてみれば、恐ろしい世界だ。

「ま、スキル持ちに関しちゃ、仕方ないとしか言えねーな」

　バーナードは苦く笑しようする。

「放ほうっておけばスキルを悪用した犯罪者が生まれる。そういうスキル犯罪者を捕つかまえるのも俺たち勇者の仕事だ。身内のケツは、身内が拭ぬぐうってな」

「……そうだね。スキルの恐ろしさは、勇者が一番知ってるもんね」

　暗い表情でフィオーレが微笑ほほえんだ。

　勇者の三人はスキルについて誰だれよりも詳くわしい。それはフィオーレとて例外ではない。

「ところで、フィオーレのスキルって何なんだ？」

　今までずっと訊ききたかったのだが、機会を失っていた。

　パートナーとして失格かもしれないが、突とつ飛ぴな行動が多すぎてそれどころではなかったのだ。

「え？　私……？」

　しかしフィオーレは苦笑したまま、

「私のは、ホラ、別にいいじゃん」

「いや、良くないだろう。パートナーとして知っておかないと」

「私はそれより、フウトのスキルが知りたいよ」

「だから僕のスキルは分からないって言っただろう」

「分からない？」

　初めてそれを聞いたバーナードとギョクレンが首をかしげる。

　良い機会なのかもしれない。ここには幼い頃ころからスキルの使い方を学んだ勇者二人がいる。恥はじを忍しのんで、フウトは語った。

「……僕の中にスキルは確かにあるらしい。でも、これまで発動した事がないんだ」

「ああ、条件があるんだろ」

　あっさりとバーナードは疑問を解消してくれた。

「条件？」

「そういうスキル、けっこうあるぜ？」

　条件付きのスキル。

　今までそんなもの、見た事がなかった。

「ねー、フウト。一度も発動した事がなかったの？」

　フィオーレの質問に、フウトも記き憶おくを辿たどってみるのだが、まったく思い当たらない。スキルとは発動に気がつかないほど地味なものではない。発動すれば自覚するものなのだ。

「う……ん。一度もないな……」

「ま、条件なんていっぱいあるしな。俺の知る限り、異性とキスした時にだけ発動するスキルとか、二は十た歳ちになった途と端たんに使えなくなるスキルなんてあったぜ？」

「そんな特とく殊しゆな条件で発動なんて……」

　わざわざ探そうとしても見つからないだろう。

　しかしこのままでは、フウトは一生スキルが使えない。

　どうすればいいのか。

　フィオーレの心配などしている場合ではない。

「僕は──見つけられるんだろうか」

　が、それでも前を向かなければならない。

　勇者として選ばれた以上、スキルが発動しなくても戦わなくてはいけない。スキルのせいにするのは簡単だが、それではいつまで経たっても弱いままだ。

「いつか見つかる──いや、見つけてみせるさ。それまで、コツコツとがんばろう！」

「お、自己解決したのか」

「ポジティブだねー」

　バーナードとギョクレンが笑っている。

　そしてフィオーレは何をしているのかと思ったら、バーナードがママと呼んでいた魔導士と話していた。

「どうかしら。ブルマー伯はく爵しやく夫人という人が考案した戦せん闘とう服なの。あなたのようにスタイルがいい勇者ならきっと似合うと思うんだけど」

　バーナードのママが手にしているのは、白いシャツに紺こん色いろの下着。上はともかく、下はどう見てもパンツだ。あれを着て戦ったら生足が丸見えではないか。

「うーん」

「君も悩なやむなよ！」

　ツッコミを入れるフウトだが、

「けどさー、魔法がかけられててすっごく硬かたいんだって。サイズ小さいからおへそ見えちゃうかもしれないけど、全身を魔法が守ってくれるんだよ？　すごくない？」

「そういう問題じゃないっ！　君はテレビで肌はだを露ろ出しゆつしてもいいのか!?」

「あんまり良い気持ちじゃないけど、でも楽して宣伝できるなら……考えちゃうなぁ」

「いくらなんでも、そこまでポジティブにならなくていいっ！　隣となりに立つ僕の気持ちを考えろっ！」

「あ、興奮しちゃう？」

「僕が恥はずかしいんだっ！　ていうかボンデージはいいのかよ！」

「いやー……冷静になって考えると、あっちの方が恥ずかしいなぁ」

　怒ど鳴なるフウトに、部屋にいた魔導士たちがクスクスと笑う。

「なかなか息が合ってるわねぇ。あなたたち、戦闘よりもトークで人気を取ったらどうかしら？」

「結構です！」

　真剣な目で提案するバーナードのママを、フウトはきっぱりと拒きよ絶ぜつした。
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　魔ま術じゆつ結社ベルコーストを出る頃には、すっかり日が暮れていた。

　夜になったゼルニア城下町は、昼とは別の活気がある。仕事を終えた労働者や兵士たちが酒を飲むために店を探し、家族のいる者は団だん欒らんを求めて家路につく。

「はー、結局なんにも得られなかったよー」

　肩かたを落として歩くフィオーレ。

　城下町の酒場通りから離はなれ、住宅街へ向かう道。ここは比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくな市民が住んでいる区画で、どの家も大きな庭を持っている。フウトの家は城下町を出て三十分ほど歩いた場所にあるが、フィオーレはこのあたりに住んでいるのだ。

「……実は、僕は色々と得るものがあったよ」

「そうなの？　スキルの事だけじゃなくて？」

「ああ」

　今日の訪問で、というより、勇者になってみて初めて分かった事実がたくさんあった。

　それまでテレビの中でしか見ていなかった勇者像が完全に崩くずれ去った。勇者も人間であり、そして個人個人で悩みを抱かかえている。

「勇者って、大変なんだな」

　一言でまとめると、そういう事だ。

　ちょっと努力しただけで認められるような世界ではない。

　スキルを駆く使しし、効率的に戦わなければ勝てないのだ。

「フウトも宣伝の大切さが分かったでしょ？」

「ああ。それは僕も理解した。戦って勝つだけじゃ人気は得られない」

「ほらねー。だったら私の努力も認めてもいいでしょー」

「君のはただの怠たい慢まんだ。他ほかの勇者と一いつ緒しよにするな」

「むー」

　むしろ他の勇者と比べると、余計にフィオーレのやる気のなさが目立つ。人気取りのために戦うのと、戦わないために人気取りをするのでは話が違ちがってくる。

　勇者の個性と思われていた派手な仕草や行動も、計算されていたものだった。その上でモンスターを倒たおすという強さを見せつける事で、初めて人気が取れるのだ。

「見せるための戦いというのは難しいものだよ。せめて君がちゃんと戦ってくれるなら、まだ僕も考えるんだけどな」

「だから戦うのはイヤなの。フウトは古いんだよ」

「今の勇者だってちゃんと戦っているだろう」

「二人いるんだし、役割分担しようよ。私は宣伝したい。フウトは戦いたい。それじゃダメなのかな？」

「ダメに決まってる。ちゃんと働いてくれよ」

「……イヤだなぁ」

　心底嫌いやそうにため息をつくフィオーレ。

　そこまで戦いを嫌きらうのなら、いっそ勇者になどならなければ良かったのだ。学園長を説得するなりして、断るという選せん択たく肢しもあっただろうに。

　なんとかして、フィオーレを働かせる方法はないものか。

　難問に悩みながら歩いていると、

「うわっ」

　前を歩いていたフィオーレの背中とぶつかった。

「なんだよフィオーレ」

「……聞こえない？」

　フィオーレは遠くを見ている。

　静かな住宅街。

　夜の闇やみを切り裂さくように聞こえる──悲鳴。

「っ!?」

　近い。

　フウトが悲鳴の主を捜さがす前に、フィオーレは走り出していた。おそらく彼女には居場所が分かるのだろう。根こん拠きよはないが彼女を信じ、フウトも走り出した。

　──モンスターか？

　いや、それなら王宮から知らせが来る。

　しかし人間を脅おびやかすものはモンスターだけではない。

　閑かん静せいな住宅街を抜ぬけ、商業区画との境目でもある川。そこにかかっている石橋の上で事件は起きていた。

「た、助けてっ！」

　小さな女の子の声。

　彼女の周囲に、複数の人間が倒れている。

　一見して理解した。これは人間による事件だ。

　倒れているのは、中年の男女四人。

　全員生きている。意識もしっかりしている。

　ただ気になるのは被ひ害がい者しやの腕うでや足が凍こおっている事だ。

「何があったんですか!?」

　へたり込んでいる女の子に、フウトが怒鳴るような口調で質問する。

「あ……！」

「僕たちは勇者です！　助けにきました！」

「ゆ、勇者──」

　その単語を聞いて、少女の目に希望の光が宿る。

「あ、あ、あの、男の人が、あの人たちを凍らせて──」

「凍らせる？　魔法を使ったのか？」

「た、多分……」

「ありがとう。すぐに兵隊さんが来るから、安心して。フィオーレ、行くぞ！」

「うん！」

　石橋を渡わたり、犯人が逃にげた方角へ走る。

　敵が魔導士だとしたら、魔術結社ベルコーストに知らせるべきだろうか。いや、あそこでは魔法は厳重に管理されている。不用意に城下町で魔法を使えば、悲鳴より早く連れん絡らくが届くシステムになっているはずだ。

　だからといって、魔導士たちを待っている余よ裕ゆうはない。今こうしている間にも犯人は暴れているかもしれないのだ。

「フウト、あそこ！」

　フィオーレが指さした先、商業区画にある市場。今の時間は開いておらず、畳たたまれたテントが並んでいる。

　その煉れん瓦が造りの地面が凍っていた。

　凍った地面を目で追っていくと、ひとりの人間とふたりの人間が目に入った。

　片方は二十代くらいの男性。魔導士のローブは着ていない。一いつ般ぱん的な市民の服だが、あちこちが傷ついている。そして髪かみの毛から手の先まで、上半身が凍っていた。それなのに寒がっている様子はなく、むしろ微笑ほほえんですらいる。

　その男性を見ながら震ふるえている子供が二人。今にも泣き出しそうだ。

　どちらが犯人なのか、誰だれの目にも明白だ。

「待てっ！」

　ありったけの声で、フウトは叫さけんだ。

「…………」

　凍った男がゆっくりと振ふり返る。

　その表情も凍り付いている。それなのに彼が笑っているように見えるのだ。

「……なんだ、お前」

「勇者だ！　君はそこで何をしている！」

　一歩前に出て、フウトは腰こしの剣けんに触ふれる。

「魔法の無断使用は法律で禁じられているはずだ！　君はベルコーストの人間か!?」

「違う……俺、ついさっきこうなったんだ」

「ついさっき？」

「酒場でケンカしてさぁ。ムカついたけど、人を殴なぐったら兵隊に捕つかまっちまうと思ってクールになろうと思ったんだ。そしたら周りが凍りだしてよ。俺、魔法なんて使えねーのに、この氷だけは自在に出せるんだ」

「魔法じゃない……？　詠えい唱しようもしていない……！」

　彼の言うように、魔力は微み塵じんも感じられない。

　それなのに冷気と氷が溢あふれんばかりに放出されている。

　これは、スキルだ。

　魔法に似ているが、まったく違う形態の力。現在では研究が進められているが、詳くわしい事は判明していない。

　その力を持つ者が勇者になれるのだが、大半は使い方を知らないままだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、スキルが発現したのなら、ゾロリアン訓練所へ行けばいい。そこで適切な訓練を受ければ、また元の生活に戻れる」

「元の生活……？」

　フウトが説得すると、その男は低く笑う。

「ヘ、ヘヘヘッ、戻れるわけねーだろ……」

「なんだと？」

「こんなにすげぇ力を持ってるのに、また普通の人間に戻れるかよ。ムカつく奴やつは全員凍らせてやればいいんだ。さっきの奴らみたいになぁ！」

　その顔は、正気だ。

　狂くるっているわけでも逆上しているわけでもない。

　つまり、自分の意志でスキルを悪用すると宣言した。

　──スキル犯罪者。

　幼い子供がスキルを暴走させるのとは訳が違う。その不思議な能力で、悪意を持って犯罪行こう為いをはたらく者がいるのだ。

「そっか。これが勇者が使ってるスキルって奴なのかぁ。だったら俺も勇者になれるんじゃねーか？　ヘヘッ、そしたらアイツら俺に土下座するんじゃ、ヘヘヘッ」

「残念だが、そうはならない」

　もはや話しても無む駄だだ。フウトは剣を抜いた。

「僕がさせない。勇者の名にかけて」

「や、やってみろよ！　俺は何でも凍らせるぜ！」

　彼の全身から冷気が吹ふき荒あれた。

　氷に覆おおわれた身体からだは、まるで鎧よろいを着ているかのようだ。そして彼が立っている地点から徐じよ々じよにものが凍り始めている。地面だけではない、テントや台、店までが凍り付いているではないか。

「フィオーレ！」

　フウトは叫んだ。

「戦うぞ！」

「え……私も？」

　きょとんとしているフィオーレ。

「…………」

　犯罪者のスキルが冷気を操あやつるものだったからではないだろう。

　フウトの頭から血が引いていくのを感じる。

　同時に胸の奥から沸ふつ々ふつと怒いかりが湧わいてくる。

「……君は」

　言葉を選ぼうと思った。

　それでも無理だった。

「子供が襲おそわれているのに、何もしないのか……！」

　仮にも勇者だ。

　勇者でなかったとしても、人間だ。

　この状じよう況きようでも傍ぼう観かんを選ぶというのか。

　生徒会長をやっているフィオーレは、明朗で美しかった。やる気のない普ふ段だんのフィオーレも、態度は悪いが善良な子だと思っていた。しかしそれはフウトの思い違ちがいだったようだ。

「ち、違うよ！　何もしないわけじゃないよ！　私はただ──」

「もういい！　言い訳はたくさんだ！」

　怒りをバネにして、フウトは地面を蹴けった。

　剣を突き出し、スキル犯罪者に飛びかかる。その勢いは鋭するどく、全力の突きはスキル犯罪者の肩かた口ぐちを狙ねらって吸い込まれる。

「くっ！」

　が、予想以上に氷の鎧は硬かたかった。フウトの剣は肩を覆う氷を割っただけだ。そして一いつ瞬しゆんで氷は再生してしまう。

「んの……っ！」

　スキル犯罪者が手を突き出した。

　そこから発せられる冷気でフウトを凍らせようと言うのか。

「お兄ちゃん！」

　震えていた子供たちが叫ぶ。

　彼らの悲痛な想おもいが、フウトにも伝わる。

　──守らなくては。

　ここでやられたら、あの子たちが犠ぎ牲せいになる。

　それだけは、絶対に、させない。

「気をつけて、お兄ちゃんっ！」

　子供の声がフウトの心に染しみるようだ。

　その直後だった。

「っ!?」

　フウトは動いた。

　スキル犯罪者の手から発せられる冷気を、バックステップで避よける。

　その瞬間、心臓が高鳴った。

「……？」

　自分の身体に異変が起きているのが分かる。

　──なんだ、これ。

　身体の奥から熱いものがこみ上げてくる。

　あのスキル犯罪者が何かしたのだろうか。

　いいや、彼が使うのは冷気だ。こんなに熱いはずがない。

　変わっているのは、自分だ。

　炎ほのおのような熱が体内から爆ばく発はつしそうだ。

　だが、それは燃え上がることはなかった。

　いつまでも燻いぶったまま、火がつかない。

「僕……は……！」

　スキルなのか。

　この感覚がスキルの発動なのか。

　が、フウトはそれを即そく座ざに否定する。




　スキルを発動させるには、何かが足りないのだ。




　それが何なのか、今のフウトに分かるはずもない。

「どうしたんだよお兄ちゃん！　そんな奴、やっつけちまえよ！」

　苦しむフウトに、子供が野次を飛ばす。

「この……クソガキィ！」

　スキル犯罪者の手が、フウトではなく子供たちに向けられる。

「まずい！」

　子供たちを守らなければ──そう考えたフウトは跳ちよう躍やくし、スキル犯罪者に剣を突き立てようとする。

　しかしそれよりも相手の方が速かった。いくらフウトが素す早ばやかろうが、手をかざせば冷気が出るスキル犯罪者の方が速く動ける。

「わぁぁぁぁぁっ！」

　強きよう烈れつな冷気が子供たちを襲った。

　その力は周囲の建物や地面を一瞬で凍こおらせる。近くに立てかけられていた商品棚だなやイスが一瞬で凍り、砕くだけ散ってゆく。

　──間に合わなかった！

　子供たちを救えなかった。

　絶望がフウトの心を蝕むしばんでいく。

　もしもフィオーレがまともに戦っていてくれたら。

「あ、あああああっ！」

　が、凍ったはずの子供たちの悲鳴はまだ続いている。

　いや、凍っていない。

　子供たちは何かに守られている。それが冷気を防いでくれたのだ。




　両手を広げて笑っているフィオーレだった。




「だ、だいじょぶ？」

　全身が凍り付いているフィオーレ。

　それでも気き丈じように笑ってみせる。

「お姉ちゃん！」

「えへへ……元気だね。よかった」

　両手を広げたまま、フィオーレはその場に倒たおれて動かなくなった。

　──どうして。

　フウトの頭の中は、疑問でいっぱいだ。

　子供たちを救おうとした事は、素直に認めるべきだ。彼女は見捨てようとしたのではない。戦う以外の方法で子供たちを救おうとしたのだ。

　だが、戦う事もできた。

　スキルを発動する前に敵を倒せば、自らが凍らされる事もなかった。

　それなのに、フィオーレは身を挺ていして子供を守ったのだ。

　──なんで、そうまでして戦いたくないんだ。

「お姉ちゃん！　お姉ちゃん!!」

　二人の子供が倒れたフィオーレに触ふれている。しかしここからでも分かる。完全に凍り付いたフィオーレは彫ちよう像ぞうのように硬くなっている。

　死んでいるのか。いや、まさか。

　勇者がこの程度で死ぬものか。そう信じるしかない。

「貴様──！」

　フィオーレを凍らせた男に、フウトはもう一度剣を向ける。

「ハ、ハハハハハッ！　勇者、勇者もやったぜ！　俺、すげぇじゃん！　強いじゃん！　勇者より強くなっちまったぜ！」

「貴様ぁっ！」

　良心の呵か責しやくなど一いつ切さいない下げ衆すに、フウトは飛びかかる。

　が──

「!?」

　身体が重い。

　あれほど熱かった身体が、今度は氷の錘おもりを背負わされたように重い。

「な──？」

　何が起きたのか理解できない。

「テメェも凍れ！」

　困こん惑わくするフウトに、スキル犯罪者の手が向けられる。

　避けられなかった。全身に冷気を浴びせられる。冷たいはずなのに、熱湯をかけられているかのように熱い。そして皮ひ膚ふから肉にかけて凍っていく感覚が分かる。

　逃にげ出したいのに、筋肉が凍って動けない。

「は……っ！」

　白い息を吐はいて、フウトは倒れ込む。

　立て、と身体からだに命令しても言うことを聞かない。

「ヘッ、ヘヘ、ヘヘヘヘヘ、どうだ勇者！」

　地面に横たわるフウトを蹴りつけるスキル犯罪者。身体が凍っているので、痛みすら感じない。

「この野や郎ろう！　調子に乗りやがって！　どいつもこいつも見下しやがって！　俺のスキルがあれば、勇者だって這はいつくばらせる事ができるんだ！」

　何度も何度も蹴りつける。

　しかしフウトが感じるのは痛みではなく、猛もう烈れつな眠ねむ気け。

　このまま眠ったら、確実に死ぬ。

　起きなければ。

　子供たちとフィオーレを助けなければ。

　そう念じても、身体は動かない。

　──僕が。

　もっと強ければ。

　胸に蘇よみがえる、あの無力感。

　遠い昔に感じたはずの、あの激しい屈くつ辱じよく。

　おぼろげながら思い出してきた。

　あの時、フウトは──

「どうだ勇者！　悔くやしかったらなんとか言ってみろよ！」

　激しい蹴りが、フウトを現実に引き戻す。

「おらっ！　どうなんだ勇者よ！」

「……………………だ」

「あん？」

　耳をそばだてるスキル犯罪者に、フウトは言った。




「スキルを使って、人を傷つけるヤツは…………どれだけ強くても……クズだ」




　それが勇者と犯罪者の違ちがいだ。

　もって生まれた力を、人々のために使ってこそ勇者だ。

　たとえそれが金や名めい誉よのためだろうが、人を助けるためにスキルを使おうとする者は誰だれだって勇者になれる資格を持つ。

「んだとぉ……正義漢ヅラしやがって！」

　この男に同意してもらえないのは分かる。

　だが、それでもいい。自分の意見を貫つらぬいて死ねるのなら。

「……フウトの言う通りだよ」

　そう思っていたフウトに、同意する声が。




　フィオーレが立っていた。




　身体を包んでいたはずの氷は跡あと形かたもなく砕け散っており、彼女の全身から魔ま力りよくに似た何かが溢あふれているのが分かる。

　それはスキル所有者特有の光。

　星の輝かがやきのように強い光が、彼女の全身を包んでいるのだ。

「フィ……オーレ……？」

　微かすかに出た声で、フウトは彼女を呼ぶ。

　フィオーレはスキル犯罪者を睨にらむと、強く拳こぶしを握にぎった。

「アンタみたいなのがいるから──」

「お前ッ！」

　再びスキル犯罪者の手から冷気が発せられる。

　周囲の全すべてを凍り付かせる強力なスキルを、フィオーレは正面から浴びる。

　が、フィオーレはゆっくりと前へ歩いている。何者にも妨さまたげられず、全くスピードを落とさずにただ前へと進んでいる。

　冷気が効いていないのではない。フィオーレの身体に冷気は当たっている。しかしフィオーレの力はその冷気すらも上回っているだけだ。あの冷気では彼女の髪の毛一本凍らせる事はできない。

　そして、フィオーレはスキル犯罪者の目の前に立つ。

「ひっ──」

「アンタみたいのがいるから、スキル持ちが苦労するんだよっ！」

　フィオーレが何かをした。

　殴なぐったのではない。軽く、上から下に手を動かしただけだ。

　次の瞬しゆん間かん、スキル犯罪者の身体が地面に沈んでいた。

　小さくバウンドして動かなくなるスキル犯罪者。彼が気絶した事によって、周囲の冷気は一気に消える。凍っていたもの全てが溶とけ出し、周囲が水みず浸びたしになる。そして溶けた水はフィオーレが生んだ巨きよ大だいなクレーターに流れ込んでいった。
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　たった一いち撃げき。

　小さな手の動きが生んだ、爆ばく発はつ的てきな衝しよう撃げき。

　これが彼女のスキル。

　説明など必要ない。




　ただ、ひたすら強力な力。




　それがフィオーレが持っていたもの。

「フィオーレ──」

　自分の身体が言うことを聞くようになったフウトは、なんとか身体を起こす。

　彼女は自分が作り出したクレーターと、気絶した男をずっと眺ながめていた。

　なんと声をかけるべきか。

　迷っているうちに、先を越こされた。

「すっげー！　お姉ちゃん、すげー！」

「あっという間に倒しちゃったよ！」

　震ふるえていた二人の子供が立ち上がり、フィオーレを賞賛している。

　凄せい惨さんな現場にいるのに、自分たちが助かった事が嬉うれしいのだろう。興奮しながら飛び跳はねている。

「穴でっかいなー！　これ勇者の力なの？」

「さすが勇者だよなー！」

　そして彼らは、無む邪じや気きな笑え顔がおでこう言ったのだ。




「まるでモンスターみたいだ！」




　きっと悪気はない。

　おそらく褒ほめ言葉だったのだろう。

　フウトは理解した。

　フィオーレの怯おびえるような表情。肩かたを押さえて震える彼女。

　今までどんな気持ちでこのスキルを隠かくしていたのか。

　それを強要されて、どう思ったのか。

「フィ──」

　歩き出したフィオーレを、フウトは止められなかった。

　夜の町へ消えていく、たった一人の勇者。

　──僕には、彼女に何か言う資格がない。

　カッコつけて、説教までして。

　それで最後はフィオーレに助けられた。彼女のスキルがなかったら、きっとフウトも子供も死んでいた。

　自分が情けなかった。

　何もかも恥はずかしくて、消えてしまいたくなる。

「お兄ちゃん！」

　そんなフウトの望みを断つように、子供たちが駆かけ寄ってきた。

「ありがとな、お兄ちゃん！」

「……うん」

「どしたの？　元気ないの？　お姉ちゃんも帰っちゃったし」

「いや──大だい丈じよう夫ぶ。僕も彼女も、ちょっと疲つかれちゃったんだ」

「なんだよ情けねーなー。勇者ってモンスター十匹ぴきくらい倒たおしても平気じゃん」

　無事だと分かった途と端たんに元気になる子供たち。むしろこのくらい軽口を叩たたいてくれた方が安心するというものだ。

「でも俺、次からお兄ちゃんたちがテレビに出たら応おう援えんするよ！」

「俺も！　お兄ちゃん、カッコ良かったよ！」

「カッコ良かったのはフィオーレ──お姉ちゃんの方だろ？」

　フウトが苦く笑しようするが、

「でも、二人とも助けてくれたじゃん！」

「そうだよ、二人ともカッコいいよ！」

　嘘うそのない目で、彼らはそう言ってくれた。

　真ま面じ目めに戦えば人気がついてくる──以前、フウトはそう言った。それは間違ってはいなかったと、彼らが教えてくれた。

　だが証明したのはフィオーレだ。

　今のフウトでは、人気を取れるほど強くない。

　勇者を名乗るには、どうしようもなく弱いのだ。







　第三章　午後のニュース




　遠い昔の夢を見た。

　まだフウトが幼かった頃ころ、大敗したのだ。

　悔くやしかった。

　自分の力が及およばない事が、これほど悔しいとは思わなかった。

　その想おもいだけが残り、何に対して負けたのか思い出せなかった。

　その記き憶おくが、夢の中で蘇よみがえった。

　戦っていた。

　相手はスキルを発動させた悪者だった。

　仲間を守るため、「伝説の勇者」の息子むすことして小さな腕うでを振ふり回した。自分は父から戦い方を教わっているから、きっと誰にも負けない。そんな驕おごりがフウトの原動力だった。

　しかしフウトは惨ざん敗ぱいした。

　スキルを発動した悪者を止める事ができなかった。

　何より一番辛つらかったのは、スキルを使っている当の本人が泣いていた事だ。

　世の中、スキルを持った人間の全すべてが勇者か犯罪者ではない。止めて欲しかったのは、スキルの持ち主も同様だったのだ。

　わずかな記憶を手た繰ぐるように、深く思い出す。

　スキルを暴走させた相手。

　それに立ち向かう、小さな影かげ。

　その影を止められなかったフウト。

　思い出した。

　誰だれかが、横にいた。




　フウトと一いつ緒しよに戦ってくれた相棒がいた。




　タッグを組むように、二人でスキル犯罪者に立ち向かったのだ。

　だけどフウトは助けられなかった。

　仲間も、敵も。

　自分には力がないから。

　傷つく相棒も、傷つける敵も、どちらも辛いのが分かっていてなお、フウトは身動きができなかった。

　生まれて初めて感じる絶望に、心が押し潰つぶされそうになった。

　その時──父が助けに来てくれた。

　ゼルニア王国の希望である「伝説の勇者」は、こういう時に必ず来てくれる。涙なみだを流すフウトの前に立った父親は、いつものように力強く笑っていた。

　そうして、スキルを使っていた犯人に向かってこう言ったのだ。




　──いいオーラをしているね。まるで×××みたいだ。だけどちょっと興奮しすぎているね。ほら、大きく深呼吸してごらん。




　それから数秒。

　たったそれだけで、スキルが止まった。

　父はフウトがいくらがんばっても止められなかったスキル持ちの人間を、あっさりと止めてくれた。殺したのでも、暴力で支配したのでもない。ちょっと話しただけでスキルを止めてしまったのだ。

　人々が逃にげ惑まどい、フウトの相棒が傷つき、スキルを使った本人も悲しんでいた凄惨な現場が、「伝説の勇者」の言葉でピタリと止まった。

　この世の全ての悲しみを吸い取ったかのようだった。

　喜んだのはフウトだけではない。

　スキルを使っていた犯人も、嬉し涙を浮うかべていた。

　その顔を見て、フウトは理解したのだ。「伝説の勇者」は人々を守るのではなく、人々に安心を与あたえるのだと。

　そして父は、負けたフウトと相棒に向かってこう言った。




　──俺が駆けつけるまで、よくがんばったな、小さな勇者たち。




　優やさしく頭を撫なでられた相棒は、もっと明るく笑って──

　その笑え顔がおを見た父も笑っていた。

　だが、フウトだけが笑顔の輪から取り残されていた。

　──小さな勇者たち。

　それはフウトがまだまだ小さい、つまり未熟だという意味。

　力だけではない、勇者としての器うつわも父に遠く及ばないと思い知らされたのだ。




　　　　＊




　思い出したくもない夢を見た翌日、フウトはいつものように登校し、真面目に授業を受けた。勇者たるもの、気分がすぐれないからと言ってサボるわけにはいかない。

　午前のカリキュラムを終え、昼休みになると、フウトは友人からの昼食の誘さそいを断って教室を出た。

　目的地は学園長室。

　ノックをしたが、返事はない。

　しかしカギは開いていた。

「失礼します」

　色々な意味を込こめてそう挨あい拶さつし、フウトは学園長室に入る。そして本ほん棚だなにある隠し部屋のスイッチを押すと、本棚が動いて隣となりの部屋への道が開ける。

　魔導具によって常に明るいその隠し部屋には、予想通りフィオーレが寝ねていた。ベッドではなく、分厚い布のようなものを床ゆかに敷しいている。

「あー……おはよ、フウト」

　目をこすりながら転がるフィオーレ。

　清すが々すがしいくらいにいつも通りの態度だ。しかしそんな彼女の心中までは分からない。

　ただ、こうして会話ができた事に安あん堵どした。顔も見たくない、と言われたらどうしようかと思っていた。

「もう昼だ」

「ごはんの時間……？」

　周囲の眩まぶしさに目をしかめながら、フィオーレは上半身を起こす。

「なんだその布は？　洋服の固まり……いや、違ちがうな。シーツか？」

「これはフトンって言う東方の寝しん具ぐだよ。ベッドよりもふかふかで寝やすいんだよ。フウトも寝る？」

　フトンとか言う布をぱんぱんと叩くフィオーレ。

「結構だ。それより、ほら」

　フィオーレの生態は理解しているつもりなので、フウトは持っていた紙かみ袋ぶくろを渡わたす。フィオーレが中を見ると、そこには購こう買ばい部のパンが大量に入っていた。

「わー、ありがとー！　フウトはイイ奴やつだねー」

「君に褒ほめられても嬉うれしくない」

　傷心の女の子に気軽に話しかけられるほど、フウトは人生経験豊かではない。そこで全人類に共通する話題のひとつである食事で釣つったのだ。

「なんでよー？　勇者はイイ奴じゃないと務まらないんだよ？」

「勇者だったら、君の方が向いてるだろう」

「…………」

　隠かくし部屋には入らず、学園長室のソファに座るフウト。フィオーレは無言でフトンの上でパンを食べ始めた。大きな口を開けてかぶりつくその姿は、前に見た時より楽しそうではなかった。

「……おなかがすくんだよ」

「なんだって？」

「スキルを使うとね、おなかすいて眠ねむくなるの。エネルギーをいっぱい使うからだと思うんだけど」

　彼女のスキルは、尋じん常じようならざるパワー。

　無からエネルギーが生まれるわけではない。どこかで肉体に負担がかかっているのだろう。といっても、あれだけの力を食事と睡すい眠みんのみで補えるのだから、やっぱりとんでもないスキルだ。

「君が戦いたがらなかったのは、そのスキルのせいか」

「……うん」

　パンを飲み込むと、フィオーレは小さく頷うなずいた。

「見たでしょ？　私のスキル、すっごく危ないの。この力でモンスターを倒たおせるかもしれないけど、きっとそれ以上に人を傷つける」

　それが想像のみで語っているのではないと、フウトにもすぐ分かった。

　きっとフィオーレはこのスキルで多くの人を傷つけてきたのだ。人だけではない、建物や自然などもその力で破は壊かいしてきたのだ。

「いつから使えるようになったんだ？」

「スキルに気づいたのは、まだ小さな頃──十歳くらいかな。友達と遊んでたら、いきなり発動しちゃって。その時の事はよく覚えてる」

　巻き込まれた友達も災難だが、フィオーレ自身が一番怖こわかっただろう。フウトも剣けん術じゆつの訓練を始めた際、岩すらも切れるという宝ほう剣けんを父から渡された時は恐おそろしかった。強大な力をもてあます恐きよう怖ふは、想像に難かたくない。

「それからスキルを隠そうとしたんだけど、やっぱり無理でさ。両親からも『ゾロリアン訓練所へ行こう』って言われてたの。私も仕方ないって思ってた」

「その言い方だと、君は訓練所に行かなかったのか？」

「気持ちでは納なつ得とくしてたんだけどね。いざ訓練所へ連れて行かれる時、両親と一緒に歩いてたらさ、道ばたで私と同じくらいの子が何人も遊んでるのが見えて──そしたら『もう私は友達と遊べない、家に帰る事もできない』って思って」

　食べる手を止め、フィオーレは喋しやべり続ける。淀よどみのない彼女の声は、それが真実であると物語っている。

「悲しくなって、寂さびしくなって──そしたら目の前が白くなったの」

「スキルを暴走させたのか？」

「……多分。覚えてないけど、そうだと思う」

「だけど、今は制せい御ぎよできてるじゃないか」

　彼女の話が事実なら、本当にゾロリアン訓練所に連れて行かれただろう。だけどそうではないのだとしたら、暴走の果てに何があったのだろうか。

「そうなんだよね」

　少しだけフィオーレが笑う。

「その、最後にスキルを発動させた時にね。私のスキルを止めてくれた人がいたんだ。その人にちょっとしたコツを教わったの」

「ちょっとしたコツでなんとかなるものなのか、スキルって？」

「私はなんとかなったよ。それからは一度も暴走させてないし」

　フウトには理解しがたいが、あれほどの力を簡単に制御できてしまうコツとはどんなものなのか気になった。他ほかの勇者もそういうコツを持っているのだろうか。

　それが分かれば、フウトもスキルを使いこなせるようになるのだろうか。

「その人──私は『師し匠しよう』って呼んでるけど──それから一度も会えなかった。でもその人のおかげで、今も平和に暮らせてる。暴走の事を覚えてないのは、その『師匠』の記き憶おくが強きよう烈れつなのもあるんだよね」

「生徒会長の仕事もスキルを利用しているのか？」

「それは別の話。私はファティマ学園に入学してから、一度もスキルなんて使った事がないもん。ずっと普通の女の子として生活してきたんだよ」

　という事は、もともと頭脳や身体能力は優すぐれていたのか。インチキなしで正々堂々と頑がん張ばった結果、今のフィオーレがあるわけだ。

「だから、これからもずっとそうやって生きていたかったんだけどね」

「……君の気持ちは理解した、と思う」

　彼女は堕だ落らくした人間ではあるが、性しよう根ねが腐くさっているわけではない。

　だからこそ強大なスキルを使うのをためらってしまう。




　そんなフィオーレを──フウトはひどく羨うらやましいと思ってしまった。




　もしもフウトにそんな力があれば、モンスターを倒して人々から賞賛される勇者になれただろう。

　求めても仕方がないのは分かっている。

　フィオーレがこんなに捨てたがっているスキルを、フウトは喉のどから手が出るほど欲ほしかったのだ。

「だったら勇者になんてならなければ良かったのに」

「そうだねー」

　苦く笑しようするフィオーレ。

「でも、おばーちゃんのためだから」

「学園長の？」

「スキルに目覚めてから、両親とは疎そ遠えんになっちゃってね。そんな私でも、おばーちゃんだけは優しくしてくれたの。だからおばーちゃんのために何かできるなら、私は働きたいと思う」

「だから生徒会長をやっているのか」

　勇者の仕事は嫌きらいだが、生徒がたくさん入学して学園長が喜ぶ顔を見たいと思うのは立派な気持ちだ。そこにフウトが余計な言葉を差し挟はさむつもりはまったくない。

「でも、スキルを使って本気で戦ったら、モンスターと一いつ緒しよに建物を壊こわしちゃうかもしれない」

「それをテレビで放送されたら、学園長に迷めい惑わくがかかる──だからスキルを使わずに戦いたかったんだな」

　それが怠たい惰だの理由だったのか。

　変だとは思っていた。やる気がないなら勇者の仕事など降りてしまえば良かったのだ。それなのにフィオーレは妙みようなところで全力を出し、結果としてヘンテコな勇者になっていたのである。

「まったくやる気がないわけじゃないんだよ。私にだって、理想の勇者像はあるんだよ」

「ほう、初耳だな」

「私に力の制御を教えてくれた『師匠』みたいになれたら、って、ずっと思ってた。あの人みたいな『優やさしさ』を持った勇者になりたかったんだよ」

　フィオーレに生き方を教えてくれた「師匠」とやらは、きっと彼女にとっての勇者だったのだ。だからその人に憧あこがれるのは当然である。

　彼女が戦いを避さけたがるのは、その「師匠」の影えい響きようなのだろう。力を制御し、暴力を徹てつ底てい的てきに嫌うフィオーレが行き着いたのは、そういう勇者だ。明確なヴィジョンがなければ、とっくに逃にげ出していただろう。

「僕は父のような『強さ』に憧れていた。どんな困難でも突とつ破ぱできる、父のムチャクチャな『強さ』が欲しかった」

　目の前に立ちはだかる壁かべを、楽々と乗り越こえていく父。

　そんな彼が持っている力の全すべてが欲しかった。

　誰だれにも負けない力があれば、全ての人間を救えると思っていた。

「けど、僕には足りない。欲しかった『強さ』が」

　フウトの視線を、フィオーレはまっすぐに受け止めた。

「──私の『強さ』が欲しいの？」

「…………」

　答えられるわけがない。

　フィオーレの強さが欲しい。喉から手が出るほど欲しい。

　それは裏を返せばフィオーレに戦って欲しいという事だ。

　自分のスキルに悩なやんでいる彼女に対して、他者の都合で強制させるのが勇者なのか。

　もしも強引に「勇者をやれ！」と強制したら、きっと彼女は渋しぶ々しぶ付き合ってくれるだろう。辛つらい顔を隠しながら、それでも笑え顔がおのままモンスターと戦ってくれる。

　だけど、それでは救われないではないか。

　勇者なのに、目の前にいるパートナーひとり救えないなんて間違っている。

　では、どうすればいいのか。

　フウトがフィオーレを救うために使える武器が、ひとつでもあるのか。

「ねえ、黙だまってないでなんか言ってよー」

「あ、ああ。すまない」

「フウトが黙るのって、珍めずらしいね」

「僕は、別に」

「言わないのも『優しさ』だよ」

「……そう、なのかな」

　フィオーレに言われて、フウトは先ほどの会話を思い出す。

　かつて彼女を救った「師匠」とやらは、簡単な言葉で閉とざされた心を救った。おそらくフウトの父である「伝説の勇者」も、重い言葉で多くの人の心を救ってきたのだろう。

　──勇者とは、人々に安心を与あたえる職業。

　今のフウトが、フィオーレに安心を与えられるのか。

　何を言えば、どうすれば彼女は安心してくれるのか。

「──なあ、フィオーレ」

「んー？」

　彼女は微笑ほほえんでいる。

　相変わらずの、やる気のない顔で。

　何を言うべきかさんざん迷ったあげく、フウトの口から出たのは、

「そのパン、時間が経たつと堅かたくなるから早めに食べてくれ」

　そんな陳ちん腐ぷな言葉だけ。

「うん。ありがとね」

　美お味いしそうにパンを頬ほお張ばるフィオーレを、フウトはずっと見ていた。

　昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴るまで、何も言えないまま。




　　　　＊




　フィオーレにパンを全部渡わたしてしまったので、フウトのパンはない。しかし食しよく欲よくはまったくなく、放課後になっても腹の虫が鳴ることはなかった。

　学園長室にもう一度行こうか悩んだが、結局行かなかった。かといってまっすぐ帰宅する気にもなれなかったので、フウトはファティマ学園の中庭で時間を潰つぶした。

　ベンチに座って空を見上げていると、様々なものが見えてくる。

　帰宅途と中ちゆうの生徒や、部活動に勤いそしむ若者が通り過ぎていく。遠くでは魔ま法ほうの実験に失敗した教室が爆ばく発はつしていたり、戦せん闘とう科の生徒が訓練なのか実戦なのか分からない戦いを繰くり広げていたり。

　そんな普通の学園生活の中で、フウトだけが孤こ独どくだった。

　何か食べなくてはと思って買った、一個のリンゴを見つめている。

「果物……ね」

　今のフウトは、食べられない果実のようなものだ。

　誰もが寄り添そった「伝説の勇者」という木から生まれた、小さな果実。それは人々に幸福と栄養を与えるという期待が込こめられていた。

　それがどうだ。味もなければ栄養もない。

　このままだと、何もせずに腐るのを待つだけ。

「だったら、まだ花フィオーレの方がマシか──」

　勇者とは何か。

　そんな単純な問いに答えられないほど、フウトは悩んでいた。

　フィオーレのスキルを使って、何がしたいのか。自分はフィオーレに何をして欲しいのか。そんなことを考えていたら、時間だけが過ぎていったのだ。

「何してるんですか、フウトくん」

　座っているフウトの真下から声が聞こえた。

　ぼんやりしていた目を開くと、小さな歩ほ幅はばで歩いてくる小さな女の子がいた。

「学園長──」

「珍しいですね、あなたがそんなに困った顔をするなんて」

　笑って、学園長はフウトの隣となりに座る。こうして並ぶと兄妹きようだいのようだ。

「いつも困ってますよ。フィオーレに付き合わされて」

「不ふ肖しようの孫で申し訳ありません」

「ええ、まったくです」

　フウトは否定しない。

「あいつは普ふ段だんはダメ人間ですが、学園長が絡からむと真ま面じ目めになる」

「……悪い子じゃないんですよ」

「ええ、それも知っています」

　いっそ根っから腐くさっていた方がまだ楽だったかもしれない。そうすればフウトは全身全ぜん霊れいをもってフィオーレの性根を叩たたき直していただろう。

「いい奴やつで、真面目で、学園長が大好きで、自分のスキルに悩んで──だからこそ、僕は自信がなくなっているんです。スキルが発現しない僕が、フィオーレにかけてやれる言葉がない」

「まぁ」

「僕はフィオーレが目指すような『優しい勇者』にはなれそうにありません。だから彼女を救ってやる事ができないんです」

　あの時と同じだ。

　無力感が全身を締しめ付ける。

　戦いに明け暮れていたフウトは、優しい言葉で女の子を助けられない。

　そんなのが勇者と呼べるのか。

　国民に安心を与える勇者の仕事が務まるのか。

「珍しいですねぇ、フウトくん」

　学園長は優しい微び笑しようを浮うかべたまま、フウトの膝ひざをぽんぽんと叩いた。

「あなたはそうやって悩むような子じゃなかったでしょう」

「……そうでしょうか」

「いつも自分の目的に向かって突つっ走る。勇者選せん抜ばつ試験だって、ひたすら前に進んで勝ち取ったじゃありませんか」

「あの時は、僕は勇者になりたくて必死で──」

「今は必死じゃないんですか？　目的を達成しちゃったから？」

　そんな事はない。

　今だって勇者であるべく、努力している。

　そう答えようとしたフウトに、学園長が続けて質問をする。




「フウトくん。あなたはどうして勇者になろうと思ったんですか？」




「僕は……」

　それは、父だ。

　二十五年前、世界を救った「伝説の勇者」。

　力強くて優しくて人気があって期待を裏切らない。

　そんな父のような勇者になりたかったのだ。

　だから必死で強くなったし、身体からだも鍛きたえた。母親や周りの期待に応こたえるためでもあったが、一番の理由はフウト自身がそうなりたかったからだ。

　そうだ。

　子供の頃ころから目指していたのは、いつも「伝説の勇者」だった。

「僕は……父のようになりたくて……」

「お父さんのようになって、どうされたいんです？」

「え？」

　その続きを問われて、フウトは言葉を失う。

「最強と謳うたわれる『伝説の勇者』に近づいたら、フウトくんはどうなるんでしょう？」

「そ、それは……」

　考えた事はある。

　だけど口にするのは、すごく恥はずかしい事だった。

「強くなれれば、それで満足ですか？」

「……いえ」

　答えるのは、本当に困る。

　自分自身の醜みにくい部分をさらけ出すようで、苦しいのだ。

　だけど口に出してしまわなければ、自分自身の確かく認にんができない。




「僕は……父のようになりたんいじゃない。『父のようだ』と言われたかった」




　言った瞬しゆん間かん、顔から火が出そうになる。

「誰だれもが認める父に近づきたかった。『伝説の勇者』のようだと褒ほめられたかった」

「普通はそうですよねぇ」

　そんなフウトの告白を、学園長は笑顔で聞いている。

　ただモンスターを倒たおすだけならば、別にひとりでも可能だ。勇者として登録せず、ただ黙もく々もくと時空振しん動どうを探してモンスター狩がりをすればいい。もしくは勇者制度のない国に行って傭よう兵へいになる道もあった。

　だけどゼルニア王国で勇者としてデビューしたのは、ひとえにフウトの中にある承認欲よつ求きゆうが芽め吹ぶいたせいだ。

　認められたい。

　それはゼルニア国民にではなく、ひとえに父に匹ひつ敵てきする称しよう号ごうが欲ほしいだけだ。

「父が失しつ踪そうしてから、その欲よく望ぼうは強くなっていきました。今でも父はどこかで誰かを助けているはずです。そんな父に少しでも追いつきたいと思ってしまう──どんどん背中が見えなくなっていきそうで」

　父が消えた理由も、足取りも、まったく掴つかめない事がフウトの焦しよう燥そう感かんを煽あおっていた。だからこそ少しでも活かつ躍やくして、父に近づこうと願ってしまう。

「フウトくん。それは全然恥ずかしい事じゃありませんよ」

「そうですか……？」

「むしろ私がフウトくんに訊ききたいのは、フィオーレの強さに遠えん慮りよする事が、あなたが欲しいものに繋つながるかどうかという事です」

　学園長は指を立てる。

「率直に訊きますが、もしもフィオーレがいなければ予想していた賞賛は得られたと思いますか？」

「っ……」

　無理だろう。

　スキルが発動できないフウトに、そこまでの人気を得る実力はない。

　フウトが無言で首を横に振ふると、学園長はこう続ける。

「だったら気にしても気にしなくても同じですよ！」

「えっ!?」

「どうせ結果は同じなんですから、フウトくんはやりたいようにやればいいんです！　最初から弱いと思えば、何をやってもいいじゃないですか！」

「…………！」

　無茶な理論だが、間違っていないかもしれない。

　どうせフィオーレは働かないし、働いてもフウトの評価は変わらない。

　だったら好きに暴れるのもアリなのか。

「フウトくん。周りを気き遣づかうのも大切ですが、それで自分を見失ってはいけませんよ」

「学園長──」

「あなたにはあなたの勇者がある。そのやり方で救えばいいんです」

「僕の……やり方……」

「だからこそ、私はあなたとフィオーレを組ませる事を了りよう承しようしたんです」

「了承？　ちょっと待ってください」

　まるで誰かから提案されたような言い方ではないか。

　コンビを組むのは、学生として助け合うためと言っていたのに。

「誰が僕たちを組ませようとしたんですか？」

「フフ、聞いたらビックリしますよ。なんと『伝説の勇者』その人なんです」

「はぁっ!?」

　本当にビックリした。

　まさか話題に出ていた父が現れるとは。

「もともと提案を受けたのは、王宮での会議だったんです」

「王宮!?　ゼルニア王国にいたんですか!?」

「あ、物ぶつ騒そうな会議じゃないですよ。防犯の徹てつ底ていとかの会議です。そこであなたのお父上に出会って、『ウチの息子むすこがお世話になってます』って挨あい拶さつされて」

　王族にも頼たよりにされている「伝説の勇者」と、国の教育を担になう学園長。しかし両者が出会えば父親と教師の会話になる。

「ちょうどその時、私もフィオーレの事で悩なやんでいたんです。スキルの事なら『伝説の勇者』が詳くわしいと思いまして。それで話をしたら、彼がそう提案してきたんです」

「何を考えているんだ、父さんは──ていうかゼルニア王国にいたなら、ウチに帰ってこいよ！　母さんが包丁研といで待ってるのに！」

　叫さけんでみたものの、実にフウトの父らしい。

「そういう事情があったなら、呼び止めておけば良かったのでしょうが……やっぱりその後、どこかへ消えてしまいました」

　本当に神しん出しゆつ鬼き没ぼつな父だ。

　帰宅したら真っ先に母に教えねば。きっと主婦ネットワークをフル活用してゼルニア王国中を探すだろうが、おそらく父はもう別の国に行っているだろう。

「あなたのお父上は、きっと相反する子がコンビを組む事で相乗効果を狙ねらったのでしょう。フウトくんが本来持っている力で、フィオーレを引っ張ってくれるように」

「僕の……力」

　ずっと思い描えがいていた、フウトだけの勇者。

　今はまだ足りないけれど、父も信じてくれているのだ。

　フィオーレを助ける方法は、まだ分からない。

　だが、パートナーとは互たがいに補ほ佐さするものだ。

　彼女が戦えるようになるまで、やるしかない。

「……よし」

　握にぎった拳こぶしをもう片方の手で包み込む。

「やるべき事は見つかりましたか？」

「はい」

「なら、それに向かって突っ走りなさい」

　学園長はフウトの背中を小さく叩たたいた。

「もともとあなたは悩むようなタイプじゃないんです。目的を見つけたら、とにかく走りなさい。それがあなたの強さでもあり、魅み力りよくでもあります」

　彼女の言う通りだ。

　迷っている時間が勿もつ体たい無ない。

　目的があるのだから、前と同じように突き進むだけだ。

　困難があろうと、とにかく進む。壁かべがあれば壊こわし、裂さけ目があれば飛び越こえる。

　その先に「強さ」があると信じて。

「ありがとうございます、学園長！」

「フフ、フィオーレの事も、よろしくお願いしますよ」

　微笑ほほえむ学園長を見ていると、胸の奥が熱くなってきた。

「……？」

　スキル犯罪者と戦っていた、あの時と同じ──

　身体全体に温かいものが巡めぐっているのが分かる。

　その正体を考えていると、フウトの頭上から何かが降ってきた。

　手のひらに乗れるくらい小さな人間──妖よう精せいだ。

　魔ま術じゆつ結社ベルコーストと宮きゆう廷てい魔導士が合同研究で生み出したこの魔法生物は、勇者の撮影だけでなく連絡業務も請うけ負う。

　小さな妖精の額に埋うめ込まれた水すい晶しようが、チカチカと点てん滅めつしていた。

　これは集合の合図だ。

「時空振動……モンスターの出現か！」

　フウトはベンチから立ち上がり、王宮の方角を見る。

　ファティマ学園の正門から広がる城下町の光景を、西から差し込む夕焼けが美しく彩いろどっていた。

　もうすぐこの景色を脅おびやかすモンスターがやってくる。

「ありがとうございました、学園長！」

　一礼して、フウトは走り出す。

　勇者として、自分に何ができるのか。

　それを考えながら、フウトは走り続けた。







　正門から外に出る前に、さっきまでいた学園長室へ飛び込んだ。

　隠かくし扉とびらは閉まっている。

　が、そこにフィオーレがいる事は脱ぬぎ散らかした制服が物語っていた。どうせパジャマで引きこもっているのだろう。

「フィオーレ。モンスターが出たぞ」

　隠し扉に向かって話すフウト。

　少しだけ待ってから、

「……うん」

　壁越しに小さな声が聞こえた。

　やる気とか、そういう問題ではない。今のフィオーレの声からは、生気すら感じられない。まるで死人のようだ。

　彼女なりに悩み、疲つかれているのだろう。

「待ってて。今、支し度たくするから」

「いいや」

　フウトはかぶりを振って、こう告げる。

「戦いたくないのなら、戦わなくていい」

「……？」

「僕が戦う。君はそこで待っていろ」

「フウト、怒おこってる？」

「怒っていない。嫌いやがる君を戦わせても、それは何の救いにもならないからだ」

　自分のスキルで誰だれかを傷つけてしまうのは、とても怖こわい。

　大切な人を傷つけたくないというフィオーレの優やさしい気持ちは、フウトにも伝わっていた。だからこそフウトは自分の力でフィオーレを助けたいと思った。

「だけどフウト、二人で戦わなきゃポイント入らないんだよ」

「それがどうした！」

　フウトは真っ向から反論する。

「ポイントと人気は両立するものじゃない！　僕は僕のやり方で戦い、そして困っている人を助ける！　良い事をすれば、人気だって得られる！　学園だって儲もうかる！　それが僕の考える勇者だ！」

「でも、それじゃ勇者の仕事が」

「そういうのを考えるのはやめたんだ！」
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「……っ！」

　絶句するフィオーレに、フウトは続ける。

「僕は戦って誰かを助けたい。人の役に立ちたい。そうして人気を得たい──そういう欲よく望ぼうに逆らわないと決めたんだ。だから僕はひとりでも行く」

「フウト……」

「もちろん、君も助けたい」

　フウトは隠し扉に触ふれる。

　壁の向こうでフィオーレがどんな顔をしているのか分からない。

　笑っているのか、怒っているのか。

　だけどフウトの言いたいことは、全すべて言った。

　あとは自分の仕事をするだけだ。

「見ていてくれ、フィオーレ。僕の戦いを」

「フウト……！」

　扉から手を離はなし、フウトは学園長室を飛び出す。

　もう迷わない。

　フウトは今度こそ校舎を出て、正門から王宮へ全速力で駆かけ出したのだった。




　　　　＊




　時空振しん動どうが起きた事は、あらゆる手段で全国民に伝えられる。

　ゼルニア城下町で暮らす人々は、大きな警報が鳴り響ひびくと急いで出発の準備を整える。

「お義か母あさん、行きますよ！」

「はーい、ちょっと待ってねー！」

　小さなカバンを手にして、普ふ段だん着ぎのまま主婦二人が住宅街の路地に飛び出す。片方は二十代の活発な女性で、もう片方も四十代の優しい顔をした女性。どちらも美人なので、並んでいると姉妹しまいだと間違えられる事もしばしば。

　そんな彼女たちが手にしているのは、避ひ難なん用のカバン。警報が鳴ると、あらかじめ用意されたそれを持っていけばいい。中には少しの水と食料、そしてモンスター避よけの簡易結界が入っている。

　それだけだ。あまり多くの荷物を持っていくより、素す早ばやく避難した方が良いのである。

　警報を聞いた住宅街の住民が、次々に路地に飛び出してきた。

「おやソーンさん。早いですな」

　向かいの家の老紳しん士しが一礼する。

「ちょうど夕飯の支度をするの遅おくれてて、竈かまどに火を入れてなかったんですよ。だから早く支度できちゃいました」

「じゃあ夕飯は避難所の売店になりますかな」

「そうですねー。いつ帰れるか分かりませんものねー」

　などと親しげに会話しつつ、主婦たちと老紳士は歩きながら路地を歩く。やがて近所の住民が次々に出てくると、口々に挨あい拶さつを交かわしながら歩いていく。まるで祭りでも始まるような気分だ。

　実際、時空振動の警報が起きて間もない時間ならば危険は少ない。モンスターの被ひ害がいに巻き込まれるのは、よほどの事態だ。そうならないようにゼルニア王国と勇者たちが戦っているのだ。

「はい、並んでください！　押さないで！」

　路地を曲がってまっすぐ進むと、四角い建物が見えた。あれがこの地区の避難所である。一階建てに見えるが、実は地下に大きな空間が広がっているのである。その入り口では旗を持った兵士が案内をしている。

「は、はや、はやく入れて！　はやく！」

「はいはいおばあちゃん、慌あわてないで！　順番だから！　間に合うから！」

　その入り口で、兵士と老ろう婆ばが押し合っているのが見えた。

　老婆だけではない。我先に避難所に入ろうとしているのは、全て老人だ。

　全員、震ふるえながら兵士を押しのけようとしている。

「あぁ……まだ、トラウマが消えないんでしょうなぁ」

　向かいの家の老人が寂さびしそうに笑う。

「あの人たちの世代は、まだ勇者がいませんでしたから。モンスターによって滅ほろぼされた村も多い。きっとモンスターに知人を殺された人もいるでしょう」

　魔ま王おう事件から二十五年。それ以前は勇者など存在せず、モンスターの退治を専門とする職業もなかった。

　そのためモンスターが出たら、とにかく逃にげるしかなかった。あの老人たちはその教えに忠実に従っているだけなのだ。それでも多くの人間が犠ぎ牲せいになっただろう。

「おじさんは平気なんですか？」

　若い主婦が尋たずねると、

「私も怖いですよ。ですから、ああいう楽しいモノを見て我が慢まんしているんです」

　老紳士は周囲に立ちこめるいい匂においの発生源を眺ながめている。

　避難所へ入ろうとする人の行列の脇わきには、数多くの屋台が並んでいる。避難所の中はヒマな上にいつ解放されるか分からないので、並んでいる人たちは屋台から食物や飲み物を買って入るケースが多い。もちろん屋台の人間は全員が避難してから撤てつ収しゆうするのでモンスターから狙ねらわれる確率も上がるが、そこは自己責任だ。

　主婦たちや近きん隣りんの住民も行列に並び、売店でホットドッグとジュースを購こう入にゆうする。中には酒を買う者もいる。

　そうして避難所へ入場する順番が来る。

　並んで階段を下りると、地下の広場に出た。

　五百人が余よ裕ゆうで収容できる地下広場は明るく、雑談の言葉が響いてくる。照明も明るく、人々の表情にも翳かげりはない。

　これと同じような形の地下避難所が、ゼルニア王国にいくつも造られている。城下町だけでなく、どんな小さな集落にも必ずひとつ以上の避難所を設置するように義務づけられているのだ。

　そして避難所には多くのベンチやテーブル、ベッドやシャワーが用意され、人々は誰ともなくそこを利用する。

　が、もっとも人気があるのは避難所の一角だ。

　まるでステージのように半円状にベンチが並べられており、その中央、壁かべにかけられている巨きよ大だいなテレビがある。数百人が観みられるように、横よこ幅はばが二十メートル以上ある特別製のテレビだ。

　避難民の半分以上がそこに集まっている。

　その中で、先ほど兵士と押し合っていた老人たちは、一か所に集まって膝ひざをついていた。

　祈いのっているのだ。

　モンスターに対して、彼らはそうする事しかできないのだ。

　命の危険は以前よりずっと減ったとはいえ、モンスターの蹂じゆう躙りんは止まらない。命が助かっても、大切な家屋や施し設せつが破は壊かいされるかもしれない。その中にはかけがえのない思い出が詰つまっているかもしれない。

　今の文明で、それら全てを守るのは不可能だ。

　だから祈る老人たちに、他ほかの若者は何も言えない。

　恐きよう怖ふは決して消えたりしない。

　だからこそ、希望に縋すがりたいと願う。

「お義母さん、ほら」

　若い主婦がそのテレビを指さす。

「始まりますよ」

　水すい晶しようテレビには、まだ何も映っていない。

　しかし避難民は知っている。

　そう遠くない未来、ここには国民全ての希望が映し出される。

　──勇者テレビが始まるのだ。




　　　　＊




　ゼルニア王宮、勇者課。

　広い会議室には、七人の勇者とスタッフの魔導士が勢せい揃ぞろいしている。普段はあまり集まることはないが、今日は特別だ。

　なぜなら時空振動の発生源がゼルニア城下町だからだ。

　城下町に直接モンスターが出現する事は稀まれだが、過去に幾いく度どもあった事だ。その度たびに勇者が撃げき退たいしてきたが、町への被害はゼロではない。

　すでに今も警報が鳴り響き、住民の避難を促うながしている。これから夕食の支し度たくを始めようとしていた主婦は慌あわてて竈の火を消し、勤務時間が終わって喜んでいた兵隊たちは住民の避難の手伝いをする。

　そして勇者たちは戦いの準備をする。

「ハイみなさん、いいですか？　簡単にご説明しますね」

　モンスター討とう伐ばつにおいて司会進行と実じつ況きようを担当するオリーブお姉さんが、机の上に広げられた城下町の地図を指揮棒で指し示す。

「今日の時空振動は残念ながら大規模なものです。モンスターの数は百を下らないという予報が出ております」

　オリーブお姉さんの報告に、魔導士たちがざわめく。

　しかし勇者たちはあまり動どう揺ようしていない。そのくらいの修しゆ羅ら場ばなど、いつでも越こえてきたからだ。

「最優先は人命救助。最悪、建物は破壊されても構いません。壊こわされた建造物などに関しては国とスポンサーから補ほ償しよう金きんが出ますので」

「スポンサーも？」

　フウトが疑問を口にすると、隣となりにいたバーナードがこちらを見た。

「要は宣伝だ。壊された建物を修復する手伝いをすれば、企き業ぎようイメージが上がるだろ」

「なるほど……」

　ファティマ学園も金を出しているのだろう。

　それでも破壊されないのが一番だ。でなければ勇者の存在価値がない。

「ねー、相方はどうしたの？」

　フウトの反対側に立っていた少年が尋ねる。同じ勇者である、職人連合クラフトマンギルドのセシルだ。彼はオリーブお姉さんの話を聞かずに、自分の武器のメンテナンスをしている。無数の矢を繰り出す連れん弩どの威い力りよくは見る者を興奮させる。

「フィオーレは、今日は来ない」

「来ないの？　だって、君たちってタッグで登録してるんでしょ？　ひとりで戦ってもポイント入らないよ？」

「それでも戦う。僕は勇者だからね」

　ポイントのためではない。人々を救うために戦うのが勇者だ。

　どの道、モンスターが人を襲おそおうとしているのに黙だまって見ている事などできない。

　きっとフィオーレもそう思っているはず。

　だが嫌いやがる彼女を戦わせるくらいなら、フウトが二人分戦ってみせる。その上でフィオーレに納なつ得とくしてもらうのだ。

「あと、今日は装備変えてるんだね」

「ああ」

　さすが職人のセシル、装備に関しては目ざとい。

　今日のフウトが着ているのは制服を改造した戦せん闘とう服だが、前よりもさらに防ぼう御ぎよ力を増している。外見はあまり変わらないのだが、かかっている魔法がさらに強化されている。とにかく強力な防御魔法をかけてくれ、と学園長にお願いしたのだ。

　さらに、武器も槍やりに変えた。

　父から譲ゆずり受けた武器は剣だけではない。あらゆる使い古しの武器をもらった。

　フウトの中で「伝説の勇者」が使っている武器は剣というイメージだったし、実際に父は剣を一番使用していた。だがフウト自身の適性を考えた結果、槍が一番自分に合っていると思ったのだ。

　どこまでも突つっ走るのが自分の美徳なら、とことんまで貫つらぬいてやる。

　剣を使うのが勇者ではなく、モンスターを倒たおした者が勇者なのだ。

　父の戦い方や求心力を真ま似ねるのではなく、父の「強さ」のみを目指すべきだったのだ。

「いい槍だろう？」

「アダマンチウムの刃はに、竜りゆうの骨の柄え──かなりの逸いつ品ぴんだねそれ」

　言葉の割にあまり興味を示さず、セシルは自分の作業に没ぼつ頭とうしている。自分の作った武器が常に一番だと思っているのだろう。

「それじゃあ、時空振しん動どうが裂さけ目を作るまで、各自指定された場所に待機してください」

「おおっ！」

　全員が返事をすると、各おの々おのが部屋を出ていく。

「よう、フウト」

　退室する前に、バーナードが声をかけた。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　スキルの発動条件分かったのか？」

「……まだだけど」

　だが、手ごたえのようなものは感じている。

　あの時、自分の胸に湧わき上がった熱い何か。あれがスキルの発動だと仮定すると、条件が絞しぼられる。

　あとはその条件をうまく再現できれば、もう一度いけるはずだ。

　問題は、条件が何なのか良く分かっていない点だが。

「ま、がんばれよっ」

　フウトの背中を叩たたいて去っていくバーナード。キザな笑えみを浮うかべているが、心配してくれているのが分かる。

「……ああ」

　全員が去った会議室で、フウトは自分の胸に手をあてる。

　少しだが、熱い。

　スキルが発動しかかっている。

　理り屈くつはまだ分からないが、今のフウトはこのあやふやな力だけが頼たよりだ。

　仮にこの力がなくても、戦い続けなければならない。

　全すべての国民に──

　そしてフィオーレに、安心を届けるために。




　　　　＊




　その存在は常に人類の敵として君臨し続けてきた。

　時と場所を選ばず、あらゆるものを破壊する。

　空間の裂け目からこぼれ落ちる謎なぞの生物群は、その姿に関かかわらず、等しく「化物モンスター」という名を与あたえられている。

　小さなものはウサギよりも矮わい小しようで、大きなものはクジラよりも巨大な姿を持ち、しかしその目的は同じ──破壊だ。

　そこに物があれば壊す。生物がいれば殺す。

　ただそれだけの、単純な生態。

　獲え物ものを探す事もせず、ただその場で暴れるだけの暴力装置だ。だから逃にげても追ってくる事はない。その代わり、目にも止まらぬ速さで行われる破壊活動から逃げられればの話だ。

　ゼルニア城下町に出現したモンスターは、まず破壊をする。

　空間の裂け目の真下にあったのは、数軒けんの民家。

　その屋根に大穴が生じ、壁かべから腕うでが生え、地面はひび割れる。柱は砕くだけ、机やイスは紙のように切り裂かれ、ベッドは折り曲げられる。

　たった数秒で、二十軒の家が破壊された。

　竈かまどから燃え移った火はあっという間に広がり、砕け散った家屋を焼き尽つくす。

　その炎ほのおの中から傷一つなく飛び出してくるモンスター。

　炎ごときで彼らの進軍は止まらない。

　悲鳴が轟とどろく。

　モンスターの襲しゆう来らいに恐おそれをなした人間の絶ぜつ叫きようだ。

　しかしモンスターにそれらが聞こえているのか定かではない。モンスターは遠くの声には反応せず、ただ目の前に存在するものを破壊するだけだ。

　人間も等しく破壊する。

　それが屈くつ強きような兵士だろうが、まだ幼い乳飲み子だろうが関係ない。

　血となり、肉にく片へんになろうがモンスターにとって破は壊かい対象をひとつ攻こう略りやくしたに過ぎない。

　恫どう喝かつも心理戦も通用しない。

　命いのち乞ごいも交こう渉しようも通用しない。

　そんな破壊の権ごん化げが、今日も世界を蹂じゆう躙りんしに現れる。







　開始の合図は、いつものオリーブお姉さんの甲かん高だかい声。

『ゼルニア王国の皆みなさん、こんばんはっ！　勇者テレビの時間ですっ！』

　声は高いが、よく通る。ゼルニア城下町に響ひびくオリーブお姉さんの声に、付近の避ひ難なん所じよから歓かん声せいがおこるのが聞こえた。地下からの声が地上まで届いているのだ。

　地下からは喜びの声が聞こえるが、対照的に空からは不幸の象しよう徴ちようがやってくる。

　時空振動から生まれた空間の裂け目。

　そこから這はい出てくるモンスター。

　黒い肉体はこの世の生物の常識とは異なり、あらゆる生態系にも存在しない。

　ただひとつ、全てを破壊するという事だけは分かっている。

『本日の時空振動はゼルニア城下町という、珍めずらしいケースです！　ですが心配いりません！　どこにモンスターが現れようと、勇者が守ってくれますから！』

　周囲を飛び回るカメラ妖よう精せいを介かいして聞こえてくる、オリーブお姉さんの声。

　楽しそうなその声を聞きながら、城下町の道のど真ん中に跪ひざまずいているのは、シスター・エリュシオン。

　城下町の北方を任されている彼女は、いつも戦いの前に祈いのりを捧ささげる。

「天に在おわす偉い大だいなる神よ──」

　勇者の中で誰だれよりも優やさしいシスター・エリュシオンは、エル・ザニアス教会の教義の下もとに、人々を守るべく戦う事を決めた勇者だ。根底にあるのは正義感だが、彼女の場合は少しだけそれに別のものがプラスされる。

「──どうか、私の行いをお赦ゆるしください」

　立ち上がったシスター・エリュシオンは、僧そう衣いをマントのようにひらめかせる。男性視し聴ちよう者しやに大人気のボンデージ衣い装しようが夕日を浴びて輝かがやいていた。

「……フフ、ウフフフフフフ」

　カメラに映されているという羞しゆう恥ち心しんと快感がごちゃまぜになり、シスター・エリュシオンの口から笑い声が漏もれる。

　こうして彼女はテンションを上げているのだ。

　そして愛用のメイスを取り出し、おもむろに舌なめずりをする。まるで獲物を狩かりに行くハンターのような眼光になる。徐じよ々じよに勇者としての本ほん性しようが露あらわになっていくシスター・エリュシオンの身体からだから魔ま力りよくのオーラがたちこめていた。

「エリィ」

　そんな彼女の背後に立つのは、騎き士しアナスタシア。

　彼女も抜ばつ刀とうしているが、シスター・エリュシオンとは違ちがって冷静だ。

「あらぁ、アナスタシア」

「今日もお互たがい最善を尽くしましょう」

「ウフフ、ケガしたらいつでも来なさいねぇ」

　言葉を交かわしながら、二人は互いの武器を軽く打ち合わせた。

　友人だが、同時にライバルだ。

　戦いが始まれば、ポイントを競きそい合う。

　あくまで敵はモンスターだが、ポイントの奪うばい合いは勇者のルール。そこに妥だ協きようは許されないし、八や百お長ちようでもしようものなら聡さとい視聴者が気づく。

　全力で勝負するからこそ、良きライバルとしての関係が保てるのである。

「さて」

　上空を見上げるアナスタシア。

　空間の裂け目から、徐々にモンスターが現れ始めた。

　まもなく戦闘が始まる。

　勇者の時間だ。




　　　　＊




　指定された防衛地域は、ゼルニア城下町の南。

　ファティマ学園もその中に入っている。というか学園はこの地域の住民の避難場所になっている。強力な結界が張られているが、モンスター相手にどこまでもつか。

　それに住民が完全に避難するまで、モンスターは待ってはくれない。

　完全に日が暮れ、夜の闇やみが町を覆おおいだすと、その暗がりに紛まぎれ込むようにモンスターが出現した。時空の裂け目から漏れ出てくる黒い異形は、全てを破壊しようと暴れまわる。

　その時、フウトは屋根の上にいた。

　腰こしをしっかりと踏ふん張り、時空の裂け目に向かって槍やりを向ける。

　開戦の合図は一いつ瞬しゆんだった。

　時空の裂け目から弾だん丸がんのように飛んできた鳥型モンスターが、フウトのいる地域にも飛来してきた。それは獲物をとるのではなく、くちばしで刺さし殺すために生まれたような凶きよう暴ぼうな鳥だ。

「うおおおおおおおおっ！」

　槍を構え、フウトは屋根を蹴けった。

　空中で激げき突とつする。

　モンスターの胴どう体たいを一撃で貫つらぬいた槍を引き抜くと、消えかかるモンスターの翼つばさを踏み台にして、また別のモンスターを突つき刺す。

　鳥型モンスターの群れはフウトを敵とみなし、集団で襲おそい掛かかってくる。空中にいたフウトはその攻こう撃げきを避よけられず、しかし身をよじって肩かた口ぐちをわずかに刺されただけでやり過ごす。

「くっ！」

　地上に降りると、獣けもの型モンスターが暴れていた。およそ二メートルほどの黒い猛もう獣じゆうが樹木や建物に食らいついている。このモンスターは全てを噛かみ砕く。石を食らい、鉄を食らい、人を食らう。

「おおおおおおおおおおっ！」

　しかしフウトの行動は変わらない。

　槍を構え、獣型モンスターに突き進む。口から胴どうへ槍を突き刺し、核かくを破壊した手ごたえを感じたら、槍を引き抜いて別のモンスターに向き直る。槍を軸じくにして跳ちよう躍やくし、強力な爪つめを避ける。大きく撓しなる槍はそれでも折れず、フウトの身体を助けてくれる。

「はっ！」

　槍を振ふり回し、近づいてくる獣型モンスターを石いし突づきで殴なぐる。

　モンスターから距きよ離りを置いたと思いきや、すぐに突とつ進しんして核を突き刺す。

　やはり剣より動きやすかった。

　どこまでも突っ走るのがフウトの戦い方だ。

　とにかく前へ、前へ、前へ。

　フウトの情熱を槍の穂ほ先さきに込こめ、モンスターを突く。

　このスタイルがフウトに一番合っている。その証しよう拠こに──

『おおーっと、モンスターの襲来から五分と経たたないうちに、フウトくんが五体のモンスターを倒たおしています！　これは今までで最短にして最高記録！　相棒のフィオーレちゃんがいないのに、フウトくんやるじゃないですか！　ただしポイントは入りません！　あくまでコンビとして登録されているからです！』

　どこからともなく聞こえてくる、オリーブお姉さんの声。

　無む償しようで戦う事に抵てい抗こうはない。

　しかしフウトの身体はやはり疲つかれている。全力の突きを繰くり返して、まったく呼吸を乱さずに暴れられるほど超ちよう人じん的な肉体を持っていない。

「はぁ……っ！」

　迫せまり来るモンスターから一度距離をとり、呼吸を整える。

　一秒でいいから休みが欲しい。

　だが勇者に休みなどない。常にモンスターと視聴者が見ている。

　期待に応こたえるために、勇者は戦い続けなければならない。

　そんなフウトのささやかな願いが聞き届けられたのか、彼の眼前にいた獣型モンスターが消しよう滅めつした。

「!?」

　天から降り注ぐ光線が、モンスターの身体を吹ふき飛ばしたのである。

　すぐに魔法の光だと分かった。

　フウトは上を見て、思わぬ助っ人に感謝する。

「バーナード！」

「よっ」

　民家の屋根の上でポーズを決めているバーナードがいる。

　確か彼の持ち場は城下町の北東ではなかったか。

「なんでここに!?」

「そりゃお前が心配だったからだよ！」

「僕が……!?」

　屋根から飛び降りるバーナード。身につけているマントが翻ひるがえり、付加されている魔力がキラキラと尾おを引いている。防ぼう御ぎよのためではなく、演出のための装備なのだろう。

「なんで僕の心配なんか──」

「ったりまえだ！　スキルもろくに使えないお前がカメラ妖精の前で死んでみろ！　視聴者がドン引きするだろうが！　そうなったら俺たちの人気も下がるんだよ！」

　などと怒おこりながらも、バーナードの両手から輝く光線が打ち出される。右手と左手、それぞれ違う色をした光線が空中で混ざり合い、そして七つに分かれる。ひとつひとつの光線がモンスターを打ち倒していく。

　これが「即ア興ド詠リ唱ブ」と呼ばれるバーナードのスキル。

　普通なら魔ま法ほう陣じんや長い詠えい唱しようによって発動する魔法だが、彼は脳内で全すべての魔術式を組み立て、実行する。いわば彼自身が魔方陣になったようなものだ。

　フィオーレのような力はないが、この魔法によって様々な奇き跡せきを実行できる。さすがナンバー２の勇者。

「なんて言いつつも、バーナードは心配なんだよ。せっかく同年代の男の子の勇者が現れたからねー」

　そんなバーナードを茶化すのは、民家の陰かげから唐とう突とつに現れたギョクレン。

　まるで影かげそのものになったような彼女は、派手なバーナードとは真逆のスキルを持つ。自らの存在を消し、相手に近づくスキルだ。

　彼らは当たり前のように戦える。

　笑え顔がおのまま、モンスターといくら戦っても疲れない身体を持っている。

「……なぁ」

　そんな二人に、ついフウトは尋たずねてしまう。

「君たちはどうして勇者をやっているんだ？」

「なんだお前、本番中にいきなり!?」

　驚おどろくバーナードだが、そんな彼をギョクレンが押しのける。

「私たちゾロリアン訓練所の出身は、だいたい他ほかのスキル持ちの名めい誉よのために戦ってるんだよ。勇者でもやってないと、スキル持ち全員が危険人物扱あつかいされちゃうからね」

「ま、基本はそれだな。他にも理由はあるけどな。ギョクレンは東方の移民の地位向上って目的も掲かかげてるし。俺もベルコーストのためにやってる所あるし」

「……それは、大義名分だろう？　君たち自身はどうなんだ？」

　そんなものなら、フウトだって持っている。

　ファティマ学園のため、「伝説の勇者」である父のため。勇者として名を上げなければならない理由はいくらでもある。

　だが、フウト自身は。

　スキルも発動できないフウトが、今ここに立っているのは何な故ぜか。

「そんなもん──」

　答えようとして、バーナードは言葉に詰つまる。

「だって……ねぇ」

　ギョクレンも苦く笑しようしている。

「何がおかしいんだ？」

「だってお前、そんな事考えて勇者やってる奴やつなんてひとりもいねーぞ？」

「そうなのか!?」

「そりゃそうだろ」

　バーナードはフウトの目を見て、こう答えた。




「何も考えずに誰だれかのために戦える──それが勇者だろ」




　その通りだ、と素す直なおに思った。

　人から褒ほめられたいという欲よつ求きゆうは確かにある。

　だが、たとえポイントが入らなくても、視し聴ちよう者から罵ば倒とうされても、フウトは戦い続けるだろう。

　最初にダイナミック・スーパー・ディンゴと話した時、彼を利己的な人間だと思った。だけど嫌きらいにはなれなかった。

　次に魔術結社ベルコーストで本気で人気取りを考えるバーナードたちと話した時も、不快には感じなかった。

　それは彼らが根っからの勇者だからだ。

　いくつも理由はあれど、最終的には勇者として戦う心を持っている。

　だからフウトは共感するものを感じたのだ。

「お、俺だってなぁ！」

　何故か顔を赤らめて、バーナードが叫さけぶ。

「お前にそういうものを感じてるんだぜ！」

「僕に……？」

「ああ、そうだよ！　相棒の方にもな！」

　フィオーレにも勇者の素質があるというのか。

　パワーだけではなく、心まで。

「バーナードは魔導士だからカンがいいんだよ」

　ギョクレンも後押ししてくれる。

「つまり、そういうわけだからよ」

　バーナードは拳こぶしを握にぎり、フウトの胸に軽く触ふれる。




「死ぬなよ。期待してるぜ」




　熱を持った彼の何かがフウトに流れ込んでくるように感じられる。

　体温でも魔法でもない、何かが。
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「……？」

　また身体からだが熱い。

　スキルが発動しようとしている。

　だが、何がトリガーなのか。

「フウト？」

　バーナードとギョクレンが、フウトの顔を覗のぞき込む。

「ぼ、僕は……！」

　心臓から血液ではなく燃えたアルコールが精製されているような、不思議な気持ちだ。熱いものが全身を駆かけ巡めぐっている。

　その正体におぼろげながら気づいた瞬しゆん間かんだった。




　フウトの中で、何かがカチリと嵌はまった。




　槍やりを握る手が汗あせばむ。

『三人とも、危ないっ！』

　どこからともなく聞こえる、オリーブお姉さんの声。

　最初に反応したのはフウトだった。

　一歩。

　たったそれだけで全てが終わる。

　背後からギョクレンを狙ねらっていた獣けもの型モンスターの口へ、持っていた槍を突つき刺さした。

　さらにそのモンスターの背後にいたもう二体の獣型モンスターまで貫つらぬく。合計三匹びきのモンスターを同時に貫いたフウトは、苦もなく槍を引き抜ぬくと周囲を警けい戒かいする。

『おおーっと！　フウトくん、なんと三体同時にモンスターを撃げき破はですっ！　これは凄すごい！　さすが「伝説の勇者」の息子むすこ！　その力は健在でしたぁっ！』

　オリーブお姉さんの実じつ況きように続き、遠くの方で歓かん声せいが聞こえた。避ひ難なん所じよにいる住民が叫んでいるようだ。

「……っ!?」

　フウトは自分の身体を見る。

　わずかだが、オーラに包まれている。

　これはスキルが発動した証あかし。

　スキルによって強化された肉体が、モンスターを三体同時に貫くパワーをくれたのだ。

　その条件、つまりバーナードがフウトにくれた着火剤。

　しかし、それが何なのか分からない。

　確かにバーナードがフウトに何かをした。それは間違いない。だけどどれが起き爆ばく剤になったのか。彼に触れられたからか。それとも会話の中にキーワードがあったのか。

「フウト、お前……！」

「やっぱり持ってたんじゃん、スキル！」

　バーナードとギョクレンが明るい顔になる。

　かと思うと、すぐにバーナードは咳せき払ばらいをして、体裁を取り繕つくろう。

「だったら、俺たちが心配する必要はなくなったな。スキルが使えるんだったら、もう立派な勇者だ」

　バーナードはマントを翻し、暗くなった空を見上げる。

「いいかフウト、この地区は任せたぞ」

「……分かった」

　フウトが頷うなずくと、バーナードは空を飛ぶように浮ふ遊ゆうし、夜の空に溶とける。

「ってバーナードは言ってるけど、本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

　残ったギョクレンが尋ねるが、

「ああ。なんとかしてみせる」

　そう答えるほかない。

「うん」

　フウトの気持ちを汲くんだのか、ギョクレンも頷く。

「本当は心配だけど……勇者なら、やらなきゃいけないよね」

「ああ。僕たちは勇者だからな」

　頷き合うフウトとギョクレン。

　言葉は必要ではない。強さは違ちがえど、フウトもギョクレンも同じ勇者だ。やる事は決まっている。




「──がんばろうね」




「!?」

　その言葉を聞いた瞬間、フウトの心臓が大きく鳴った。

　なにか彼女は魔ま法ほうをかけたのか。

　それを確かめる前に、ギョクレンの姿は消えていた。影のように闇やみに溶け込んで、どこかへ去っていってしまった。

　静かになった城下町で、フウトは槍を握って息を吐はく。

　自分の身体を確かめる。

　前の戦いなら、一体倒たおしただけで息が上がっていた。

　それなのに今はまったく疲つかれていない。

　疲れるどころか、全身から力がみなぎっている。

　スキルのおかげだ。

　しかし、それだけではない。

　今のフウトは、普ふ段だんの五倍近く強くなっている。それが肌はだで分かる。

　──さっきは、もっと弱かった。

　スキルが発動した瞬間、あのモンスターの集団を串くし刺ざしにした時は通常の二倍程度だったと思い出す。

　徐じよ々じよに強くなるスキルなのか。

　それとも、スキルが完全に発動しきっていないのか。

　力の源が分からないので、どうコントロールすればいいのか分からない。この力は燃料のようなもので動いているのか、それとも制限時間があるのか、あるいは無限に発動し続けるのか。

　分からない事だらけで、不安だ。

　フィオーレの気持ちが、少しだけ分かった。いつ発動するか分からないスキルなんて、もてあますに決まっている。

　それに、まだフィオーレには遠く及およばない。彼女は常人の百倍以上のパワーを持っている。

　だが──

『フウトくん、そちらにモンスターが行きましたよっ！』

　オリーブお姉さんの警告も空むなしく、フウトは多数のモンスターに囲まれる。

　獣型モンスターが五体。そして空中には鳥型モンスターが三体、そして虫型モンスターが二体。合計で十──いや、時空の裂さけ目からはさらにモンスターが出現している。おそらく戦っている間に、数体は増えるだろう。

　普通の人間であれば、一国の軍隊が丸々必要となる数だ。

　だが、勇者なら。

　あやふやなスキルだが、今はそれに頼たよるしかない。

「来い──いや、行くぞっ！」

　フウトは槍を振ふり回し、腰こしだめに構える。

　彼の合図に応こたえるかのように、モンスターが飛び掛かってきた。

　五体の獣型モンスターが一いつ斉せいに爪つめを振り下ろす。フウトがそれを避よけると、同士討うちが起こった。モンスターの爪で切られた別のモンスターが吹ふき飛び、城下町の壁かべに大穴を作る。

　砕くだけ散ったのは壁だけではなく、石いし畳だたみにもクレーターが生じた。飛来した鳥型モンスターがくちばしを地面に刺したのだ。爆ばく発はつに似た衝しよう撃げきが起こり、瓦が礫れきが付近の住宅に穴を穿うがつ。

　そこからいち早く逃にげ出したフウト、体勢を整えると一番近い獣型モンスターの胴どうに槍を突き刺した。

「くあぁぁぁああああああっ！」

　そして槍を引き抜くのではなく、そのまま突き入れた。

　モンスターの背後にいた別のモンスターの核かくに、槍の穂ほ先さきを差し込んだ。フウトのスキルによって強化された力は、槍の突とつ撃げき力にも加わっている。一度に二体のモンスターを倒したフウトは、槍を引き抜いた。

　それでも槍には弱点がある。前に進む力は強いが、横や後ろの攻こう撃げきには対処しきれない。

　真横から獣型モンスターが突っ込んできた。爪でも牙きばでもなく、その巨きよ大だいな肉体そのものを砲ほう弾だんにして、フウトの身体を吹き飛ばした。

「うっ！」

　五メートルほどの距きよ離りを飛ばされた。

　が、倒れているヒマは一いつ瞬しゆんたりともない。地面を転がりながら、ギリギリ立ち上がる。その一瞬後に虫型モンスターがフウトの身体を捕とらえようと長い足を開いて飛び掛かってくる。

「だぁっ！」

　虫型モンスターの核を貫いている間に、別の獣型モンスターがフウトに突撃した。攻撃しているスキを狙っているのだ。

「がぁぁぁぁっ！」

　またしても転ばされるフウト。それを待っていたかのように、複数のモンスターが襲おそい掛かってくる。上半身だけ起こしたまま、それを迎げい撃げきする。

　まだ、足りない。

　スキルを使っても、届かない。

　フィオーレの強さには、まだまだ遠い。

　彼女はフウトとは逆に、強いから悩なやんでいた。

　制せい御ぎよできないほど強い力に悩む彼女に、弱いフウトはかける言葉を持たない。

　だからこそ、父のように強くなりたいと願った。

　そのくらい強くなければ、フィオーレの気持ちを分かってやれない。力を持つ者の悩みは、力のない者では解決できない。

「──ん？」

　ふと、気づく。

　力を持つ者でなければ、フィオーレは救えない。

　この論理を逆にすると──




　力があれば、救えるのだ。




　今、フウトに発動したスキルがどれほどの潜せん在ざい能力なのか、フウトも知らない。

　だけど、そんな事はどうでもいい。

　やりたい事をやる。

　それがフウトのスタイルだ。

『フウトくん！　大丈夫ですか!?』

　オリーブお姉さんの声。

　付近を飛来しているカメラ妖よう精せいから発せられているようだ。

「大丈夫です！」

　最初の転てん倒とうで頭を打ったようだ。わずかに血が出ている。

『でも、やっぱりひとりじゃ──』

「大丈夫ですっ！」

　同じ言葉を繰り返すフウト。自分に言い聞かせているようだ。

「それよりも──もっと映してください！」

『えっ!?』

「お願いします！　僕をしばらくテレビに映してください！　どうしても伝えたい事があるんです！」

　湧わき上がる力と同時に、気持ちも昂たかぶってくる。

　この力がいつまで続くか分からない。

　だから──

「お願いします、オリーブさん！　僕を映してください！」




　　　　＊




　勇者の戦いは、いついかなる時でもテレビで放映される。それはモンスターが現れても勇者が倒してくれる、という安心を国民に与あたえるためだと言う。

　しかし今のフウトの戦いは心配で仕方がなかった。

「フウト──」

　ファティマ学園の学園長室。

　白いフトンに包くるまりながら、フィオーレはテレビをじっと観みていた。温かいフトンの中にいるのに、震ふるえが止まらない。

　テレビの中で、フウトは戦っている。

　フィオーレよりもずっと弱いのに、それでも槍やりを持って突つき進んでいる。

　カメラが他ほかの勇者に切り替かわると、フィオーレは安心する。他の勇者はスキルを存分に使い、モンスターをなぎ倒している。しかしフウトの戦い方は危なくて観ていられない。

「本当に行かなくていいのですか？」

　学園長もフィオーレの隣となりで、ずっとテレビを観ていた。本当は学園に避ひ難なんしてきた人の面めん倒どうを見なくてはいけないはずだが、それでもフィオーレが心配だといって駆かけつけてくれた。

「──行かなきゃいけないよ。それは、分かってる」

　勇者なのだから。

　フウトのパートナーなのだから。

　このままではフウトが殺されてしまう。仮に殺されなかったとしても、ポイントは入らない。ポイントが入らなければ弱い勇者とみなされ、人気が上がらない。それは学園にとっても不利益だ。

「けど──」

　分かっている。

　全部、分かっている。

　だけどフィオーレは動けない。

　あのモンスターのように、自分が町を破は壊かいする未来しか見えていないから。

　そうなったら全すべておしまいだ。

　凶きよう暴ぼうな勇者として有名になってしまう。学園の人気もガタ落ちだ。

　いや、学園など関係ない。

　自分の力がテレビを通じて国中の人に知られてしまう。

　今まで隠かくしてきた力を知られたら、友達も全ていなくなる。フィオーレを遠ざけた家族のように。

「辞やめたかったら、辞めてもいいですよ」

　学園長はそう言った。

「でも、私はこのお仕事が必ずあなたの利益になると思っています。勇者の仕事、いいえ、フウトくんがあなたを助けてくれると思っています」

「おばーちゃん──」

　もしそうなら、どれほど良かったか。

「無理だよ。フウトにも私の気持ちは分からない」

　彼は優やさしい男だ。それは分かる。

　だけどフィオーレとは違ちがう。言ってしまえば、ただの人だ。

　そんな彼が──




『僕を、映してください！』




　突とつ然ぜん、大きな声がテレビから聞こえてきた。

『お願いします、僕を映してください！』

　普ふ段だんなら様々な勇者を順番に映すカメラが近づき、フウトのみを撮さつ影えいしている。

　その周囲には、複数のモンスター。

　今にも殺されそうな状じよう況きようで、フウトは槍を手放さない。頭から血を流していても、それを拭ぬぐおうともしない。

『聞いてるか、フィオーレ！』

　カメラ妖精に向かって、フウトは叫さけんだ。

　まるですぐ近くに彼がいるような気持ちになる。

　叫んでいる間にもモンスターは近づき、フウトを食い殺そうとしている。そんなモンスターを槍で刺さし殺し、その度たびに傷つくフウト。

　だが、彼はすでに数体のモンスターを相手にしているのに、まったく疲つかれていない。

　フィオーレには見えている。フウトの身体からだから、少しだけオーラが見えている。あれはスキルを使っている証しよう拠こだ。

『僕は考えていた！　スキルに悩む君を助けるには、どうすればいいか！　強大な力を持て余した君を、どうやって救えばいいか考えたんだ！』

「私を──助ける？」

　彼はずっとそんな事を考えていたのか。

　勇者の仕事をしろと迫せまっていたくせに。

『確かに君は強い！　だから僕なんて洟はなも引っかけなかっただろう！　弱い僕には何もできない、弱い僕には誰だれも救えないって！』

　その通りだ。

　この力は誰にも理解されない。

　このスキルは誰にも止められない。

　こんな力があるから勇者にさせられたのだ。

　そんなフィオーレに、フウトはこう叫んだのだ。




『だったら僕は、君より強くなる!!』




　あまりに単純な答えに、フィオーレは思わず息を止めて学園長を見てしまった。普段は落ち着いている祖母も、この時ばかりはあんぐりと口を開けてテレビに釘くぎ付づけになっていた。




『君と同じくらい強くなれば、君の気持ちを理解できる！　君より強くなれば、君を止められる！』




　フウトの言う通りだ。

　今までそれが可能だったのは「師し匠しよう」だけだ。

　だけど裏を返せば「師匠」のように強い人間は世界に必ず存在する。

　フウトはそうなると宣言したのだ。




『君よりずっとずっと強くなれば、君の強さなんて霞かすんで見える！』




　言葉にするのは簡単だ。

　実行するのは、きっと不可能に近い。

　十中八九、いや、百中九十九ほどの確率で失敗するだろう。

　そんな事、フィオーレは分かっている。

　できっこない。

　まさに夢物語だ。

　だけど──

「そんな事言ってくれたの、フウトが初めてだよ……」

　あの日、フィオーレを助けてくれた「師匠」のような温かさを感じた。

　冷え切った心を溶とかす熱い言葉が、フィオーレの目を潤うるませる。

　フトンを頭からかぶり、泣いているのを悟さとられないようにする。

「フウトくんは、思っていた以上に単純ですねぇ」

「……うん」

　言ってしまえば、バカだ。

　具体的な解決策もないままに突き進む、イノシシのような男だ。

　それでも、その気持ちが嬉うれしかった。

「こうして見ていると、あの時の事を思い出しますね」

「あの時？」

「もう何年前になりますか、フィオーレがゾロリアン訓練所に連れて行かれた時、小さな事件があったじゃありませんか」

　それは忘れることのない、フィオーレの思い出。

　あの時、スキルを暴走させてしまったからこそ、今の自分がいる。

　自分を止めてくれた「師匠」のような勇者になろうと決心したのだ。

「私は現場にいなかったので詳しよう細さいは分かりませんが、例の『師匠』とやらに随ずい分ぶん助けられたとか。その日からフィオーレは私の家に来て、積極的にスキルの勉強をしましたね」

「……うん」

　まだ制せい御ぎよできないフィオーレのスキルが発現してしまい、それで──

「あれ？」

　スキルで誰かを傷つけたのは覚えている。

　勇ゆう敢かんな男の子と、もうひとり。

　あの時、自分は何をしていたのだろう。

　──誰と戦っていたのだろう。

　勇敢な男の子を傷つけていたのか、それとも彼と一いつ緒しよに戦っていたのか──

　記き憶おくが曖あい昧まいで思い出せないが、とにかくフィオーレを救ってくれた「師匠」と、彼が褒ほめていた「小さな勇者」だけは覚えている。

　フウトもあの「小さな勇者」のように成長しているだろうか。

「あら？」

　学園長が首をかしげる。

　フィオーレもテレビを観みて、違い和わ感かんに気づいた。

　フウトを覆おおうオーラの量が増している。さっきまでは全身を膜まくのように覆っている程度だったのだが、今は鎧よろいのように分厚いオーラだ。

「フウトくん、さっきより強くなってません？」

　学園長の言う通り、オーラだけではない。今まで数体のモンスターに苦戦していたフウトだが、今は槍の一ひと振ふりでモンスターを蹴け散ちらしている。槍のしなりを利用してジャンプしていたフウトだが、今は足だけで屋根の上まで跳ちよう躍やくしている。

　──本当に強くなってる？

　彼のスキルはどういう仕組みなんだろうか。

　もしもこの場に「師匠」がいたら教えてくれただろうか。

　そして彼の強さに呼応するように、新たなモンスターが現れる。

「あれは……！」

　初めて見るタイプのモンスターだ。

　夜の闇やみを背景に立ちはだかっているそれは、巨きよ大だいな人間の姿をしていた。
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　ゼルニア城下町に点在する避ひ難なん所じよは、多くの人でごった返している。

　壁かべ一面に設置された水すい晶しようテレビによって勇者たちの活かつ躍やくが観られるようになっているため、どうしてもそこに人が集中してしまうのだ。テレビはひとつではないが、全てのテレビに群がるため、逆に避難所の中央はゆっくり休みたい人にとっては楽園だ。

　そんなとある避難所のテレビ前には、あつらえたベンチの許容人数を遥はるかに超こえる避難民が集まっていた。

　全員、片時もテレビから目を離はなさない。

　時折、隣となりの人間が食べているジャンクフードの匂においが漂ただよってくるが、それでも勇者の活躍を観ようと多くの人間がテレビに釘付けになっている。

　そんな中、新人勇者が叫ぶ。

『僕は、君より強くなる！』

　カメラ妖よう精せいが撮影した勇者フウトの言葉はよく通り、テレビを観ている人たちの心に響ひびいた。

「なんだぁ、アイツ？」

　酒さか瓶びんを手にしたおじさんが、そんなフウトを笑う。

「実力もねーのに、『君より強くなる』だって？　ウハハハハッ！　偉えらそうな事はポイント稼かせいでから言えっての」

「あぁ？　おいオッサン。今の観てなかったのかよ」

　そのおじさんの隣にいた若者がテレビを指さす。

「今、勇者フウトがスキル発動してたじゃねーか。すげぇ強かっただろ」

「あん？　そりゃ本当か？」

「自己強化型のスキルだったなー。俺はああいうの地味で好きじゃねーんだよな」

　その若者の隣の男が、したり顔で語る。

「あら、私は好きですよ。最近、ああいうシンプルなスキルの勇者っていなかったじゃないですか。単純に強い人ってステキですよ」

　また別の女性が笑っている。

　全員、会ったこともない連中だ。おそらく近所ですれ違ちがった事はあるだろうが、言葉を交かわした事はない。

　それが避難所で勇者の活躍を観ると、全員が友人のようになる。

　共通の話題があるからだ。

「ああ、でも今のは本当に強かったな。だとすると初戦のアレはなんだったんだ」

「そんなスキルあるなら、最初から出せよな！　俺、友達と賭かけてんだからよ！」

「しかし、今のフウトくんの言葉、聞きましたか？　あの子は『君より強くなる』と言っていたんです。という事は、相棒のフィオーレちゃんはもっと強いという事に……」

「マジかよ！　あんだけ強いのに、相棒はもっと強いのか！」

「その強い相棒を超えたら、あのフウトってヤツ、どんだけの勇者になるんだ？」

　避難民のざわめきが大きくなる。

　テレビの前にはどんどん人が集まり、フウトの宣言を聞きながら話し合う。時には感情的に、そして時にはしたり顔で。

　そうやって語りながら、人々はこう結論づけるのだ。

「ファティマ学園のフウトか──こいつは期待できるかもな」
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　言ってしまった。

　後先を考えずに、ものすごく恥はずかしい事を叫さけんでしまった。

　自分のスキルのトリガーも知らないのに、でかい口を叩たたいてしまった。

　とはいえ、もう言ってしまったのだから後あと戻もどりはできない。

　フィオーレより強くなる。

　それがフウトの出した唯ゆい一いつの結論。

　今のままではまだまだ足りない。フウトのスキルは身体能力を数倍以上に引き上げてくれたが、それでもフィオーレの半分にも届いていない。ましてや「伝説の勇者」など雲の上だ。

　それでもフウトは前に進まなくてはならない。

　今の力が最大だと、誰だれが決めたのだ。

　仮にスキルの限界があったとしても、技量や知識で補うなど、やり方はいくらでもある。

「まずはコイツを片付けないとな」

　目の前に立つ人型モンスター。

　大きさは三メートルほど。フウトの倍近くはある。

　人と言うより、人形に近い。二本の足でしっかり立っているが、腕うでも足も胴どうも肥大化しており、まるで鎧を着ているようだ。魔ゴ導ー人レ形ムに近いが、関節などは見えない。モンスターの仕組みは未いまだに解明できておらず、動き方も謎なぞが多いのだ。

　初めて見るモンスターだ。

　フウトとて無勉強ではない。勇者になるために必要な修しゆ行ぎようは、勉学においても全力で習得した。それでもモンスターの生態には謎が多く、毎年のように新種が出てくる。そのため今までのセオリーが通じないモンスターも多い。

　この人型モンスターもその一種だ。

　おそらくその巨大な腕で殴なぐってくると思うのだが──

「た、助けてぇっ！」

　遠くから声がした。小さな子供の声。

　すぐにでも駆かけつけたいが、目の前にモンスターがいる。

　ならば一いち撃げきで倒たおすのみ。

　すぐに倒して、子供の所へ駆けつけるしか方法はない。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　地を蹴けり跳躍し、人型モンスターの心臓近くに槍やりを突つき入れた。

　が──フウトの槍は人型モンスターの胴に弾はじかれた。

「!?」

　まるで岩を刺さしたように堅かたい。鎧のように見えた胴は、本当に鎧の硬こう度どを持っている。今のフウトの槍ならば鉄板くらい簡単に貫つらぬけるのだが、あのモンスターは全身が鋼鉄でできているようだ。

　一撃で倒せないなら──

「はっ！」

　フウトは槍を地面に突き刺し、その反動で高く跳とんだ。

　屋根を軽々と飛び越こえ、悲鳴のした方へ向かう。屋根から屋根へと飛び移り、やがてフウトに見えたのは小さな男の子と、倒れている母親らしき女性。

「どうしました!?」

　屋根から飛び降りると子供も母親も驚おどろいていたが、すぐにフウトが勇者だと気づき、事情を説明してくれた。

「あ、あの──お母さんの足が」

　子供が示す通り、母親は足をケガしている。血はそれほど流れていないが、どうやら捻ねん挫ざしているようだ。

「どうして避難しなかったんです!?」

「避難しようとしたんですが、最初のモンスターの襲しゆう来らいで転んでしまって」

「……!?」

　この地域はフウトの担当だ。モンスターの攻こう撃げきから人を守れなかった事になる。

「申し訳ありません。僕の失態です」

「い、いいえ、早く逃にげなかった私にも責任がありますから」

「どちらにせよ、ここから逃げなくては。僕に掴つかまってください」

　フウトが手を差し出すと、母親が握にぎる。そして彼女を抱だき寄せると、フウトは荷物のように抱かかえた。

「ごめん、ちょっとこれ持っててくれないか」

　そして子供に自分の槍を渡わたすと、もう片方の肩かたに抱える。小さな身体と大きな身体、二人分の体重がのしかかるが、スキルの影えい響きようか全く重くない。

「ここからファティマ学園まで走ります。少しだけ辛しん抱ぼうしてください」

「は、はいっ！」

　二人を抱えたまま、フウトは走った。

　ここから学園までは十キロほど離れているが、フウトの足なら五分もかからない。馬よりも速い速度でフウトはモンスターの跋ばつ扈こする町を駆け抜ぬける。親子をファティマ学園に預けたら、またモンスター退治に戻ればいい。ポイント的にはロスだが、どうせ最初からフィオーレがいないのでポイントは入らない。

　走る途と中ちゆう、魔導具屋の店てん舗ぽの前を通った。

　その店先には売り物の水晶テレビが置かれており、そこには各地の様子が映し出されている。激しい戦いを繰くり広げている勇者の姿が見える。

『討とう伐ばつっ！　ダイナミック・スーパー・ディンゴが呼び出したお友達が、モンスターを次々に撃げき破はぁっ！　同時に逃げ遅おくれた人も救助しています！　かわいいオオカミちゃんが小さな子供を背中に乗せて走っています！　ステキですねー！』

　多くの動物を操あやつって戦うディンゴの姿は、とてもテレビに映はえる。加えて動物を使う事によって子供から老人まで幅はば広ひろい層に支持されているのだ。そしてなんといっても、自信に満ちて戦うディンゴの姿は、観みる人に希望を与あたえる。

　フウトもあのくらい強くなりたいと思う。

　今はまだ足りないが、必ず。

　世界から「伝説の勇者」が消えて数年。人々は「次の伝説の勇者」を欲ほつしている。だからこそ勇者テレビが人気なのだ。

　などと考えている間に、ファティマ学園の正門が見えた。

　あそこまで親子を届ければ安心──と思っていたのだが、甘かった。

　例の人型モンスターが、正門前にいる。避難場所を守るために王国から派は遣けんされた兵隊が応戦しているが、戦いにすらなっていない。彼らの持つ槍はモンスターの金属のような肌はだで簡単に折られてしまう。

「すみません、少しだけいいですか！」

　親子をその場に降ろし、子供から槍を返してもらう。

「お兄ちゃん、倒せるの!?」

　先ほどはフウトの槍も通らなかった。

　もう一度やっても同じかもしれない。

「──もちろんだ」

　無理して強がった。

　しかしここであの人型モンスターを倒さなければ、親子を学園に避ひ難なんさせられない。親子だけ学園に放ほうり込めたとしても、モンスターを放置していては避難場所そのものが破は壊かいされてしまう。勇者としてそれは最悪の恥はじだ。

　倒せなくてもいい。せめて自分に注意を向けられれば。

「で、でも、あれ！」

　子供が指さすのは、フウトの背後。

　振り返ると、そこにはもう一体の人型モンスターがいた。

　──嘘うそだろ。

　槍が通らないモンスターが、二体。

　どちらを優先すべきか。やはり正門前のモンスターから排はい除じよすべきか。いや、排除できないのだ。だったら親子をまず避難させるべきか。

　考えている間に、背後の人型モンスターが突とつ進しんしてきた。

「くっ！」

　フウトは槍を構え、モンスターに対たい抗こうするように突進する。

　このままぶつかれば、砕くだけるのはフウトだ。しかし動けない親子がいる手前、ここで逃げるわけにはいかなかった。自分はどうなってもいいから、この親子だけは助けなければならない。

「うおおおおおおおおおっ！」

　それでもスキルで強化されたフウトの身体は、まだ強くなっている。倒せるとは言わないが、時間稼かせぎくらいならできる。

　そう考えていたが、甘かった。

　人型モンスターの突進は、フウトを軽々と吹ふき飛ばした。

「……！」

　巨きよ体たいによる猛もうスピードの突とつ撃げき。ダイナミック・スーパー・ディンゴも使用しているくらいなのだから、それが強力な武器であると証明されている。全高三メートルほどの鋼鉄の固まりが、猛もう獣じゆうのような速さでぶつかれば、スキルで強化されたフウトといえども勝てるわけがない。

「が……はっ……！」

　息が詰つまり、言葉も出せないまま、フウトは吹き飛んだ。

　そのままファティマ学園の方へ飛ばされ、正門の壁かべへ激げき突とつする。正門で戦っていた兵隊が一いつ斉せいにこちらを見ているが、すぐにもう一体のモンスターとの戦いに戻る。

　立とうと思って、立てなかった。

　おそらく足のどこかをやられている。

　が、槍を杖つえ代わりにしてフウトは立ち上がる。

　フウトを吹き飛ばしたモンスターが、あの親子を見ている。そして正門で戦っているモンスターも、数人の兵隊を薙なぎ倒している。

　ここでフウトが戦わなければ、誰だれが戦うというのだ。

　勇者は人々を安心させるために存在している。

　だから、絶対に倒れてはならないのだ。

「まだまだぁっ！」

　フウトは気合いで足を動かし、また突撃した。親子を狙ねらっていた人型モンスターに向かって走り、槍の切っ先を向ける。

「お兄ちゃん！　がんばって！」

　子供がフウトに向かって叫さけぶ。

　その言葉が力を与えてくれる。

　フウトのスキルがさらに強化されるのを感じる。

　胸の奥が熱くなっている。

　──この力は、この子が？

　あの子供がフウトに力をくれたというのか。

　だとしたら、湧わき上がる力の源とは？

　いや、この子だけではない。心配そうにフウトを見ている母親も、正門で戦っている兵隊も。

「これって──」

　少しだけだが、理解した。

　この力は、フウトの中にあるものではないのだ。

　そして今、比べものにならないほど大きな力が溢あふれているのが分かる。新しい強力な力がフウトのスキルを強化してくれている。子供たちの力が炎ほのおだとするなら、真っ赤に燃える太陽くらい強大なパワーが注ぎ込まれている。

　どことなく懐なつかしい、この力は──

「たぁぁああああああああああああああっ！」

　空から降ってきた。

　まるで流星のように降り注いだ何かが、親子を狙っていたモンスターを頭上から叩たたき潰つぶしたのである。鋼鉄の人形だったモンスターは、丸めた紙のようにぺしゃんこになり、地面に大きな穴を作った。

　潰れたモンスターの核かくも破壊されたのだろう、それは黒い霧きりになって消えていく。

　残った大穴の中心に立っていたのは──




　戦せん闘とう服に着き替がえたフィオーレだった。




　彼女の全身からスキルのオーラが溢れていた。そのパワーは、魔ま法ほうで防ぼう御ぎよされている戦闘服の袖そでが破れるほど。

「フィオーレ──」

　やはり彼女の力は圧あつ倒とう的てきだ。

　自分では想像もつかないほど強化されたスキルでも、なお勝てなかった人型モンスターを一撃で倒たおしてしまうなんて。

　強いだけではない。

　本気を出した彼女は、美しい。

　輝かがやく彼女の拳こぶしは、誰も近づけない高みにいる。

　そんなフィオーレは、呆あつ気けにとられたフウトに近づくと、こう言った。

「──『花道スター・ロード』」

「え？」

「このスキルの名前。『師し匠しよう』がつけてくれたの。私のスキルが星のように綺き麗れいだからって」

「ああ、確かに綺麗だった」

　あの力を見て即そく座ざに星にたとえられるとは、その「師匠」とやらは物の真実を見み抜ぬく力を持っているようだ。普通はパワーに目がいってしまうものだから。

「ていうかさ、バカじゃないの？」

「なっ!?」

　いきなり罵ば倒とうされるとは。

「『私より強くなる』って、口だけじゃん。今も全然弱いじゃん」

「それは未来の話だ。今はまだ無理かもしれないけど、僕はいつか必ず君より強くなってみせる」

「……どうして？」

　フィオーレは辛つらそうな顔で問う。

「フウト、弱いくせに。私より強くなるなんて、ほとんど不可能だよ。それなのに、なんであんな事言ったの？」

「特に深い理由はない」

　フウトは思ったままを口にする。




「ただ、君に泣いて欲しくなかっただけだ」




　ダメ人間だろうが手に負えないスキルを持っていようが、パートナーであり女の子だ。

　勇者として、フウトという一人の人間として、それが見過ごせないだけだ。

　弱いものを守るために勇者になった。

　どれだけ強かろうが、困っている人が近くにいるのに見て見ぬふりなどできない。

「フウト……」

　フィオーレは口を結び、何かを言いたそうな顔をしている。

　その時、フウトの胸がさらに熱くなった。

　マグマのような熱気が身体中を駆かけ巡めぐる。さらにスキルが強くなっている。

　これは──フィオーレの力か。

　彼女からもたらされる何かがフウトを強くしているのか。

　フィオーレが、いや彼女だけではない、みんながフウトをどう扱あつかっていたのか。

　どう思っていたのか。

　それを考えたら、唐とう突とつに腑ふに落ちた。

　学園長の𠮟しつ咤た。

　バーナードの拳。ギョクレンの言葉。

　あの子供の激げき励れい。

「そうか──」

　分かった。

　自分のスキルの力が、全部理解できた。




「それなら──届く」




　フウトは槍やりを握にぎりしめる。

　そして、人型モンスターを見た。

　槍が通らなかった、硬かたい胸むな板いたを見る。

　──今なら、僕はあれを倒せる。

　フウトの予想が正しければ、必ず倒せる。

　そして槍を構え、一歩。

　その一歩で正門前の人型モンスターに向かって跳とぶ。

　ダッシュとジャンプ、そして突撃スラスト。

　三つの行動を全すべてひとつにまとめた槍が、人型モンスターの鎧よろいに吸い込まれる。

　鋼鉄の塊かたまりだったモンスターの胴どうに穴が開いた。

　フウトの槍、そしてフウト自身がモンスターを突つき抜ぬけた。核を貫つらぬかれたモンスターは黒い霧にになって消え、あとには何も残らない。

　地面に着地すると、フウトは周囲を見回す。今のところモンスターの気配はない。

『やりましたっ！　フウトくん、フィオーレちゃんのコンビ、人型モンスターを撃げき破はしました！　なんという力！　恐おそるべきスキル！　こんな強さを隠かくし持っていたなんて！』

　オリーブお姉さんの実じつ況きように合わせるかのように、モンスターと戦っていた兵隊たちが歓かん声せいを上げた。

「すごい！　お兄ちゃんもお姉ちゃんも強いんだ！」

　助けた子供も顔を真っ赤にして喜んでいる。その間に足をケガした母親は兵隊によって救助されていた。

「ありがとうございます！　本当に助かりました！」

　そう礼を言う母親と、兵隊。彼らは親子を避ひ難なんさせるためにファティマ学園の正門をくぐり、校舎の中へ消えていく。

　そんな彼らを見守りつつ、フウトは自分のスキルに驚おどろいていた。

「ねぇフウト。あなたのスキル、どういう理り屈くつなの？　昨日まではモンスター一いつ匹ぴき倒たおすだけでヒーコラ言ってたよね。ついさっきもあのモンスターに苦戦してたのに、急に倒せるようになっちゃってるし」

「ああ……」

　どうしてここまで強くなれたのか。

　何がトリガーになり、どういう条件で強化されるのか。

「分かった……分かったんだ、僕のスキル」
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　自分では決して強くなれない。

　しかし人々を助けた時、人々に安心を与あたえた時──それを期待されている時、フウトのスキルは輝くのだと分かった。




「僕のスキルは、みんなの〝希望〟を力に代えるんだ──」




　今まで発動しなかったのは当然である。

　一人か二人、それも微び弱じやくな希望ではダメなのだ。

　確かに学園長やバーナードやギョクレンが強い希望をくれたのは確かだ。

　だが、それだけではなく、こうしてテレビに出て、多くの人の希望を手に入れた今だからこそ、あの人型モンスターを倒せる力が沸わいたのだ。

「希望──」

　フィオーレがフウトの言葉を繰くり返す。

　フウトがこの仕組みに気づいたのは、フィオーレが戦いに参加してくれた時だ。

　あの時、ひときわ大きなパワーがフウトに入り込んだのだ。

　それはつまり──

「ねぇフウト」

「ん？」

「それってさぁ、私のやり方が間違ってなかったって事だよね？」

「はぁ？」

「だって希望って人気と同じでしょ？　それが集まれば強くなるって事は、私が宣伝したりアピールすれば、もっとフウトが強くなるって事じゃん」

「なんでそうなるんだっ!?」

「でも、間違ってないよね？　フウトのパワーは人気で上下するって事でしょ？」

「そうだけど、君のやり方は間違っていただろ！　ちゃんと戦うのが人気を得る一番の方法だろう！」

「そんな事ないよー。強すぎると怖こわがられちゃうから、今まで通り私は宣伝担当って事で」

　こんな時でも働かないつもりか、この女は。

「ふざけるなっ！　君はそんなに強いのに──」

「あれあれー？　私より強くなるって言ってたのは、どこのどなたですかー？」

「……っ！」

　わざとらしい笑え顔がおで挑ちよう発はつするフィオーレ。

　ブチキレそうになるフウトだが、心を鎮しずめてこう言い返す。

「届くよ」

　自分の手を見て、実感する。

「君は僕よりずっと上にいる。それこそ星のように高いところで輝いている。でも僕のスキルは、その星を目指す事ができる。あともう少し手を伸のばせば、星に届く」

「……ふーん」

　フィオーレは少しだけ笑う。

　フウトの発言を世迷い言だと思っているのか、それとも。

「ま、いいけど。フウトが私より強くなれば、私が楽できるし」

「それまでは君にちゃんと働いてもらうぞ」

　軽い口調で言い争っていると、カメラ妖よう精せいが飛来した。フウトたちの目の前を浮ふ遊ゆうしながら、額の宝石がチカチカと明めい滅めつしている。

『フウトくん、フィオーレちゃん！　余よ裕ゆうがあるなら助けに行って欲しいの！』

『ごめん、ちょっと手伝って！』

　オリーブお姉さんに続いて聞こえたのは、セシルの声。

『ボクの矢が通らないんだ！　あいつらの装そう甲こうをなんとかするために、新しい兵器を作ってるから、それまで時間を稼かせいで欲しいんだよ！』

　あの人型モンスターか。確かに通常の武器では効かないだろう。しかし戦せん闘とう中に新しい兵器を作る余裕なんてあるのだろうか。

『できればこっちも手伝って欲しいんだけど！』

　セシルに続いて、ギョクレンの声も。

　ニンジャである彼女の武器は短刀だ。モンスターの急所を狙ねらって一撃で殺すスタイルの戦い方だと、やはり装甲で覆おおわれている人型モンスターには通用しないのか。

「分かりました！　すぐに行きます！」

　カメラ妖精に返答し、フウトは槍を担かつぐ。

「聞こえたな、フィオーレ！　戦うぞ！」

「──しょーがないなぁ」

　面めん倒どうくさそうに言い放つも、フィオーレの全身からはスキルの発動によるオーラが輝かがやいている。フウトのスキルもその輝きに届きそうな勢いだ。

　今の二人なら、どんなモンスターだろうと倒たおせる。

　誰だれだろうと救える──

　そんな気がしていた。







　第四章　勇者テレビ（ゼルニア城下町より中ちゆう継けい）




　ゼルニア城下町東方に位置するパン屋の煙えん突とつの上から町を一望しているのは、旋せん律りつの魔ま導どう士しバーナード。そよ風にたなびくマントと長い髪と、彼を撮さつ影えいするカメラ妖精。それらが彼の美しさを国中へ伝えている。

　本来、ここでバーナードは複数のモンスターを一気に集めて得意の魔法で蹴け散ちらす段取りだった。当初の予定では苦戦している風を装よそおい、カメラ妖精の視線を集めるつもりだったのだが、その目もく論ろ見みは新人勇者たちによって奪うばわれた。

　彼らが戦っているのは、城下町の西方、数十キロも離はなれた場所だ。

　しかし魔法によって強化されたバーナードの目は、遠くにいるはずのフウトとフィオーレのオーラをはっきりと見み据すえていた。

「へぇ」

　どちらも強化タイプのスキルとは。

　コンビを組むのだから、てっきり異なるタイプのスキルで補い合うのだとばかり思っていたが、まさか二人とも同系統のスキル持ちとは皮肉なものである。

　が、だからこそ恐ろしい。

　そのスキルを一点に集中させれば、実質二倍の威い力りよくが出せるわけだ。

　これは大きなライバルの登場だ。

「ま、苦戦を演出っていうのなら、まさに今がその時かねぇ」

　ただし苦戦するようになるのは、今ではない。そう遠くない未来だ。

　フウトのスキルは徐じよ々じよに強化される。

　今となっては最初に発動した時の数倍ものオーラを感じ取れる。やがて誰もが追いつけないくらい進化するかもしれない。

「けど、本当に良かったな」

　バーナードは、スキルが出なくて悩なやんでいたフウトを思い出す。

　今時、あそこまで真ま面じ目めに勇者をやろうとしている男はいない。金かね儲もうけや人気取りに終始する昨今の勇者業界、ああいう男がいなければ停てい滞たいしてしまうと思っていたところだ。さすがは「伝説の勇者」の息子むすこといったところか。

　フウトがすごいスキルを持っている──そう感じたのは、半分は血筋のせいもあるが、残りの半分はバーナードの願望だ。

　ああいうバカ正直な勇者にこそ、がんばって欲しい。

　そうでなければ、自分も楽しくないからだ。

『バーナード！　そちらにモンスターが行きましたよっ！』

「へいへいっ！」

　オリーブお姉さんに返事をしつつ、バーナードは煙突の下を見る。先ほどバーナードが魔法で小こ突づいてかき集めてきたモンスターの群れがパン屋に集まっている。その数はおよそ二十体ほど。全すべて小物だが、小さければ弱いというものではない。

　しかしバーナードの魔力は、それを凌りよう駕がする。

　まだまだフウトたちに負けてはいない。

「さてと、いっちょ俺もやりますか」

　体内に刻まれた魔力回路を起動させ、攻こう撃げき魔法を両手に集中させる。それぞれ違ちがう魔法を独自でブレンドし、より強く、より目立つ攻撃魔法を作り上げる。

　本来ならばすぐに発動できるのだが、カメラ妖精の視線が集まるまでタメを作る。

　そして視し聴ちよう者の視線が充じゆう分ぶんに集まるまで待ってから──

「さぁ！　旋律の魔導士の演奏会が始まるぜっ！」

　バーナードはその手の魔力を解放した。




　　　　＊




『大波乱となりました、今回のモンスター討とう伐ばつ！　数年ぶりにやってきた城下町での時空振しん動どうに加え、今までの攻撃が通用しない新種の人型モンスター！　さらに新人二人がここに来てスキル全開の快進撃！　今日テレビを観みていない人は大損ですよ！　避ひ難なん所じよにいる人も、今だけはテレビに注目ですっ！』

　一部の特とく殊しゆな事情を持つ避難民を激げき怒どさせるような物言いのオリーブお姉さん。彼女の絶ぜつ叫きように似た実じつ況きようを聞きつつ、フウトとフィオーレは夜の城下町を走り続ける。屋根に飛び乗り、塔とうを蹴けり、壁かべを走り、モンスターを倒し続ける。

「ふっ！」

　すでに鳥型や獣けもの型のモンスターは敵ではなかった。フウトの槍やりの前では土人形のように簡単に貫つらぬかれてしまう。屋根から飛び降りつつ、フウトの槍は獣型モンスターを串くし刺ざしにしていた。

「はっ！」

　その横では鳥型モンスターを空中で掴つかみ、地面に叩たたき付けるフィオーレが。どちらも敵の強さなどまるで気にしていない。

「これで僕は二十五体だ」

「私もそろそろ二十体になるよ。これは終わるまでに追いつくんじゃない？」

　息も乱さず、軽口を言い合う二人。

　内心フウトは焦あせっていた。今や最大の敵はモンスターではなくフィオーレだ。彼女よりも強くなると言った手前、せめて今日だけは負けられないのだ。

　フウトの槍が閃ひらめき、フィオーレの拳こぶしが光る。その度たびにどこかで歓かん声せいが聞こえる。みんな彼らの活かつ躍やくをテレビを通して観ているのだ。

　フウトたちが活躍するたびに、彼らに期待する気持ち──希望が流れ込んでくる。活躍すればするほど強くなり、フィオーレに追いつける。

　夜の城下町を、月よりも明るく照らす二人のオーラが縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る。

　彼らだけではない。スキルを発動させた他ほかの勇者のオーラも見える。フウトたちを含ふくめ、合計八つの光がゼルニア城下町を照らしている。

「フウト、あれ！」

　フィオーレが見ている先に、例の人型モンスターがいた。

　二体並んで歩いている。今までの人型モンスターとは違い、腕うでが斧おののような刃は物ものの形をしていた。

「よしっ！」

　槍を構え、地を蹴る。

　あの人型モンスターも、今のフウトなら倒せる。さっきも倒せたのだ。今回も一撃で胴どうを貫けば──

「えっ!?」

　距きよ離り感かんが狂くるった。

　前に倒したモンスターは三メートルほどの大きさだったが、今度はもっと大きい。二体とも五メートルはあるだろうか。二階建ての民家の屋根より高い。

　が、踏ふみ出した足は止められない。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「たあああああああああああああああっ！」

　フウトと一いつ緒しよに飛び出したフィオーレ。槍が五メートル級の胴どう体たいを貫き、蹴しゆう撃げきがもう片方の頭から足あし下もとまで潰つぶす。

『決まったぁっ！　フウトくんとフィオーレちゃんの二人の攻撃が、人型モンスターを一撃で粉ふん砕さい！　これは高得点です！　二つ合わせて一〇〇ポイントだぁっ！』

　興奮するオリーブお姉さん。

『あ、ちなみにこの人型モンスター、一体が五〇ポイントとなっております。ドラゴンタイプと同じ最高得点モンスターですね』

　つまり得点を管理する〝ジャッジ〟が、あの人型をドラゴンタイプと同レベルの危険度と決めたわけだ。普通、こういう強さのランクなんて議論と研究が必要なのに、あっさり決めてしまって良いのだろうか。

　ともあれ、一〇〇ポイントもゲットできたのだ。今日はフウトたちに限らず、全ての勇者が高得点で争う事になりそうだ。

「フィオーレ、これで僕たちは──」

　槍を担いで隣となりを見ると、

「あ、ダメだ……ちょっと寝ねるね」

「おいっ！」

　家か畜ちく用の藁わらに寝そべるフィオーレがいた。

「なんでこんな時に眠ねむれるんだ君は！　今まさに戦ってただろうが！」

「だっておなかすいたし……」

「だからどうして君は──！」

　言いかけて、フウトは今日の昼休みを思い出す。

　──スキルを使うとね、おなかすいて眠くなるの。

　フィオーレは確かにそう言っていた。莫ばく大だいなエネルギーが無む尽じん蔵ぞうに湧わいてくるスキルではないのだ。どこかで何かが消費されるのだ。

「あー、クラクラしてきた……おなかすいた……」

「しっかりしろフィオーレ！」

　顔が青ざめている。サボタージュが目的なのではなく、本当に疲つかれている。

「分かった、ちょっと待ってろ！」

　フィオーレを藁に寝かせたまま、フウトは高く跳ちよう躍やくする。

　民家の屋根に上り、さらにそこから高く跳とぶ。城下町を一望できる高さまでジャンプすると、そこから周囲を見み渡わたした。

　ここから少し東に行くと、ギョクレンが戦っているのが見える。武器が効かないと嘆なげいていたが、それでも人型モンスターを糸のような何かで縛しばっている。あれで動きを封ふうじつつ倒たおしているのか。

　そこから北に視線を移すと、派手な魔法の光が見える。あれはバーナードが大量の魔法を一いつ斉せい掃そう射しやしているのだ。まるで花火のように美しい。

　が、今はそれらを見ている場合ではない。

　探さなければ。

　今、フウトが手に入れなければならないもの──

　視線を彷徨さまよわせていると、西の方にそれらしきものがある。

　確信はないが、とりあえず行ってみるしかない。

「よしっ！」

　屋根に着地すると、フウトは急いで走り出す。ひとっ飛びで一つの区画を越こえ、空を歩くように城下町を横断する。

『ああっと！　フィオーレちゃんはどうしたのでしょうか！　藁の上で倒れております！　そしてフウトくんも見当違いの方向へ走ってますよ!?　二人ともまたケンカ別れしちゃったんですか!?』

「違います！」

　オリーブお姉さんに律りち儀ぎに答えつつ、フウトは屋根を走る。

　城下町の西にある、職人街の近く。

　そこでは戦せん闘とうの傷きず跡あとが色いろ濃こく残っていた。

　何な故ぜ分かるのかというと、屋根や地面に巨きよ大だいな矢が刺ささっているからだ。他にも壁が爆ばく破はされていたり、地面が抉えぐれていたり。普通の戦いではこうはならない。

「フウト！」

　呼ぶ声に振ふり返る。

　職人街の路地から曲がってきたのは、セシルだった。

　足に何か車輪のようなものをつけており、一歩進むだけで数メートルの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで詰つめている。しかもイノシシのように高速だ。

「ちょ、ちょっと退どいて！」

「セシル!?」

　今のフウトなら、避よけられた。

　しかしイレギュラーな事態に遭そう遇ぐうしたせいか、セシルのバランスが崩くずれている。このまま避けると、セシルは転ぶか壁にぶつかる。

　それを避さけるために、フウトは逆に前に出た。

「えっ!?　待ってフウト！」

　セシルの制止も聞かず、フウトは突つっ込んでくるセシルを正面から抱だき留めた。

　速度を殺すために横に飛んで、倒れる。

「くっ！」

　割と早いスピードで地面に転がったが、今のフウトの肉体なら耐たえられる。

　問題はセシルだ。鎧よろいで強化されているとはいえ、中身はただの──

「ん？」

　守るために抱き留めたセシル。

　その顔が赤らんでいる。

「セシル？」

　しかも、何かおかしい。

　作業着を着ているために判別しにくいが、胸のあたりが妙みように──

　さらに身体からだつきも全体に丸みを帯びており、焦こげた匂においに混じってフィオーレに似た柔やわらかい香かおりがするのだが。

　確かセシルは「天才少年」だったはず。

　では今抱だいているこの子は──

「やめろよバカぁっ！」

「おぶっ！」

　手てつ甲こうで殴なぐられ、飛び起きたセシルにさらに具足で蹴られた。肉体的にそれほど痛くないのだが、精神的なショックが大きい。

「えっ？　……あれ、セシル？　君は、ええと」
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　涙目のセシルに確かく認にんしたいが、カメラ妖よう精せいが見ている前で言っていいものか。

　いや、ダメだろう。

　いくらなんでもフウトにだってそれくらい分かる。

「えっと、その──」

　フウトが言い訳をしようと思った時、地面が揺ゆれた。

　路地から現れる、黒い影かげ。

　セシルを追いかけるようにやってきた、人型モンスター。

「あれから逃にげていたのか」

「逃げたんじゃない！　時間を稼かせぎたかったんだ！」

　先ほどフウトやフィオーレが倒したタイプと似ているが、若じやつ干かん違ちがう。両手が大きく広がっており、まるで盾たてのように攻こう撃げきを遮しや断だんするようだ。その証しよう拠こにセシルが放ったであろう矢がいくつも刺さっている。

「……今のボクの矢じゃ効かないんだ」

「わかった、任せろ！」

　やるべき事を理解したフウトは、大きく踏みこんで盾のモンスターへ突とつ撃げきする。

　当然、盾のモンスターは両手を前に突き出して防ぼう御ぎよする。

　しかしフウトは何の対策も持っていない。

　盾があるのならば、盾を貫つらぬくのみ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　フウトの槍やりがモンスターの盾を破は壊かいし、その奥にあるモンスターの胴体に突き刺さる。抉るように腕うでを突き上げ、モンスターの核かくを破壊する。

　バキン、と歪いびつな音がして、核が壊こわれた。

　黒い霧きりになったモンスターが消しよう滅めつすると、フウトは地面に降り立つ。

　そして着地したフウトの隣に、槍の刃はが落ちた。

「え？」

　自分の槍を見ると、ぽっきりと折れているではないか。

「あああっ！」

　フウトの感覚ではいけると踏んだのだが、肉体は耐えられても武器の方が無理だったようだ。父から受け継ついだ武器の中ではかなりの逸いつ品ぴんだったのだが。

「わーっ、ゴメン！」

　謝りながら駆かけ寄ってくるセシル。

「まさか折っちゃうなんて……ボクのせいだ。本当にゴメン、フウト」

「セシルのせいじゃない。だけど、困ったな」

「お詫わびに直すから、ちょっと待っててね」

　そう言ってセシルは背中のリュックから道具箱を出して座り込む。

「って、まさか今ここで直すのか!?」

「うん」

　すでに作業に取りかかっているセシル。ワイヤーのようなものを取り出し、柄えと穂ほ先さきを束ねるだけかと思ったら、そこからが凄すごかった。見た事もない小さな部品を使って、元の面おも影かげがないくらい槍を改造しているではないか。

　せっかくだからじっくり見たいのだが、そうもいかない。

　人型モンスターが一体なわけがない。

　路地を曲がって歩いてくる人型モンスターが、こちらに気づく。

　スキルで肉体は強化されたが、フィオーレのように丸まる腰ごしで戦える自信はない。

「おいセシル！　まだか!?」

「まだだよ。その代わり、これを使って」

　そう言って投げられたのは、弓と矢。

　握にぎりの部分に工く夫ふうがされているのか、とても持ちやすく、振っても滑すべらない。さらに弦つるも引きやすく、かつ強い。

「ないよりマシか！」

　フウトは弓に矢を番つがえ、全力で引いた。

　弓の訓練も受けた。だが、槍ほど扱あつかえる自信がない。

　はたしてフウトの力でどこまでやれるのか──

「大だい丈じよう夫ぶ」

　そんなフウトの背中に、セシルの声がかかる。

「ボクの分ぶん析せきによれば、今のキミは通常の四十倍近い強さを持っている。モンスターを倒すには充じゆう分ぶんすぎる力だ」

　セシルの言葉通りなら、最初にスキルが発動した時点とは比べものにならないパワーが備わった事になる。

　力そのものより、同じ勇者に太たい鼓こ判ばんを押してもらった気持ちがフウトを強くする。




「キミならできる。ボクは信じてる」




　その瞬しゆん間かん、フウトの心臓が大きく撥はねた。

　熱い身体がさらに熱気を帯び、力が流れる。

　セシルの希望がフウトの力に代わり、弓を引かせている。

「くっ……おおおおおおおおっ！」

　力の加減ができないまま、矢を放つ。すると人型モンスターの胴どう体たいに大きな穴が空き、さらにそこから大爆ばく発はつが生じた。真っ赤に燃える炎ほのおが飛び散ると、モンスターの身体も消滅してしまった。

「な、なんだこの弓……」

　自分でやったはずなのに、恐おそろしくなってくる。

「弓はただの強い弓だよ。問題は矢だ。微び妙みように歪ゆがんでいて、引く力が強いほどモンスターの体内で暴れるように作られてるんだ。まっすぐ飛ぶように作るのは大変だったけど楽しかった。はい、できたよ」

　セシルが槍を投げるので、フウトも弓を投げ渡わたした。空中で武器が交差して、お互たがいの手に戻る。

　修理されたフウトの槍は、刃の部分に複雑な部品が取り付けられていた。前にセシルが改造したフィオーレが着ていた箱のようなギミックでもついているのだろうか。

「使い勝手は前と変わらないと思うよ。ただ折れにくいように補強しただけ。もっと改造して欲しければ、今度ボクの工こう房ぼうに来なよ」

「ありがとう。しかしすごいな。一分もかからず修理するなんて」

「それがボクのスキルだからね。『大導具シーンシフター』──ボクには物体の仕組みが一目で分かる。どこをどうすればどうなるのか、瞬しゆん時じに理解できるんだ」

　そのスキルがあれば、どんなものでも分解し、どんなものでも創造できる。バーナードのスキルに似ているが、こちらは物理的なものか。

　まさに職人として生まれて来たような人間ではないか。

「フフン、どうだいフウト。男らしいだろ？」

「えっ？」

　男らしいも何も、セシルは──

「男らしいだろ!?」

「あ、ああ。そ、そうだな。セシルは男らしいな」

　つい剣けん幕まくに負けてしまった。

「だよね！　ボクは立派な『男』として、誰だれにも負けない勇者になるんだから！」

　煤すすで汚よごれた拳こぶしを握るセシル。

　確かにモンスターにも物もの怖おじせず、様々な武器を操あやつるセシルは男らしいとも言える。しかし色々ツッコミを入れたい部分が多すぎるのだが、それは別の機会にしておこう。

「そうだセシル！　君なら知っているかな!?　訊ききたい事があるんだ！」

「え、何？」

「実は──」

　フウトの質問に、セシルはちょっと困ったような顔をする。

「そ、それなら、すぐ近くにあるよ。あっちの区画……でも、ボクはそういうお店にはあまり興味がないから……」

　どんどん歯切れが悪くなるが、答えは聞けた。

「ありがとうセシル！　助かった！」

「う、うん。がんばってね！」

　男らしく親指を立てるセシル。

　別れを告げる前に、フウトは一度振ふり返る。

「セシル！」

「な、何？」

「なんて言うか、その──男とか女とか関係なく、セシルは勇者としてカッコイイと思った。さっきの職人技わざを見て、僕はそう思ったよ」

　言いたかった事が、ようやく言えた。

　思った事を言っただけなのだが、セシルはまた顔を赤くしてしまう。

「う、うるさいなっ！　早く行けよバーカ！」

「あ、ああ」

　これ以上ここにいると何をされるか分からない。セシルに軽く手を振って、フウトは再び屋根に飛び乗った。

　今の戦いの影えい響きようで閉まってなければ良いのだが。

　しかし予想は良い意味で裏切られた。

　フウトは目的地に降り立つ。

　ちょうどセシルと会っていた区画の、すぐ隣となりだった。

　城下町の西の外れにある避ひ難なん所じよ。巨きよ大だいな倉庫のような建物が並んでいる。中には数千人の人々を収容でき、平時は兵隊の訓練に使われている。建物には強力な結界が張られており、モンスターもそう簡単には壊せない。

　その避難所の入り口付近に、屋台があった。

　数軒けんの屋台からは美お味いしそうな匂においが漂ただよっている。これから避難所へ向かう人々に食べ物を売り、避難所の中でそれを食べてもらおうという魂こん胆たんだ。もちろん結界からは守られていないので、命の保証はできない。

「すみません！」

　その屋台のうちの一つ、フルーツのクレープ屋に駆け込むフウト。

「お、おお!?　勇者!?　アンタ新人の勇者だよな!?　何やってんだ!?」

　赤いバンダナを巻いた屋台のお兄さんが驚おどろいた表情をしていた。

「ええと、一番甘くてフルーツが載のってるヤツってどれですか!?」

「あぁ!?　それならこの『伝説のスペシャルクレープ』がオススメだけど」

「それください！　二つ……いや、三つ！」

「お、おお、なんか知らないけど、任せときな！」

　注文を受けると、そこはプロのクレープ屋、手早く三つのクレープを作り上げる。時間にして二分もかからなかっただろう。

「はいよっ！　お待ちどう！」

「ありがとうございます！　お釣つりはいりません！」

　千ガッツ紙し幣へい三枚を置くと、クレープを持ってフウトは再び跳ちよう躍やくする。避難所に向かう人たちが一いつ斉せいに見ていたが、気にしていられない。

『なんとフウトくん、クレープを買ってました！　どういう事でしょう！　モンスターに襲おそわれているのにクレープなんて買っている場合ですか!?』

　オリーブお姉さんの指し摘てきはもっともだ。

『これは戦せん闘とう放ほう棄きと見なされますよ！　フウトくん、すぐに戦闘に戻ってください！』

　言われなくてもやっている。

　フウトは屋根に飛び乗ると、全速力で走る。

　これをフィオーレに届けさえすれば、また戦えるのだ。

「!?」

　が、急に走るスピードが遅おそくなった。まるで鉛なまりを担かついでいるようだ。

『フウトくん！　視し聴ちよう者も疑問に感じています！　どうしてクレープなんか!?』

「そうか……僕が戦わないから……！」

　彼の中の希望が減った証しよう拠こだろう。戦闘中にクレープを買う行こう為いが、視聴者を失望させたのだ。

　しかし今はフィオーレの回復が先だ。

「……くっ…………！」

　屋根の上を走り続けるフウトの息が上がり始めた。それまでどんな激しい運動をしても平気だったのに、また元の身体からだに戻ろうとしているのだ。

　このままでは戦闘どころか、フィオーレの身も危ない。

『フウトくん！　聞いているんですか、フウトくん！　このままだと──』

『お黙だまりなさい！』

　突とつ然ぜん、オリーブお姉さんを遮さえぎる声が。

　この男のハートによく響ひびく声。

　シスター・エリュシオンだ。

『ど、どうしたんですかシスター!?』

『意味もなくクレープを買う勇者がいるものですか！　この年になって彼女もできないほど真ま面じ目めなボーヤがわざわざ買いに行ったのだから、理由があるに決まっているでしょう！　そんな事も分からないの!?』

　彼女の怒ど声せいはカメラ妖よう精せいを通じて、テレビから流れている。ちょうどフウトが走っている屋根から飛び降りると、目の前の水すい晶しようテレビ屋の店頭に飾かざられている巨大なテレビに美しい女性が映っている。

『ボーヤ！　言いたい連中には言わせておけばいいのよ！　あなたはあなたの信じる道を走りなさい！』

「シスター……」

『もてあます気持ちを逬ほとばしらせなさい！　若さに任せて飛び込めばいいの！　ウフフ！』

　口元に手を当てて笑うシスター・エリュシオン。

　思わぬ場所から、思わぬ助っ人。

　感謝の気持ちで胸が熱くなる。




『大だい丈じよう夫ぶ。私たちは分かってるから』




「…………！」

　その言葉が、フウトに火をつけた。

　小さな言葉だが、フウトのスキルを再燃させるには充じゆう分ぶんな希望だった。

　足が軽くなる。呼吸も落ち着いてきた。

　そんなシスター・エリュシオンの言葉に感化されたのか、フウトの力が再び強くなっていくのを感じた。

　希望──人気とは、そう簡単に得られるものではない。

　常に流動的だ。ちょっとした事で上下するものだ。だからこそ勇者はその維い持じに全力を注いでいる。

　大切な事を学べた。

　そう感じながら、フウトは加速しながら走り続ける。

「フィオーレ！」

　およそ五分もかからなかっただろう。

　寝ねているフィオーレの元へ戻ると、フウトは鼻先へクレープを近づける。すると藁わらで寝ていたはずのフィオーレが、寝たまま顔を素す早ばやく動かし、フウトが持っていたクレープにかぶりついた。

「むー……なんか硬かたい……」

「おい！　僕の手も食べるな！」

　フウトが手をひっぱると、クレープだけがフィオーレの口に残った。目を閉じたまま大きく咀そ嚼しやくしている。

「わー、クレープだぁー……」

「食べる前に見ろよ！」

「うわっ、何コレ、めちゃくちゃ美味しいよー！」

　よく味わってから、フィオーレの目が見開かれる。そして蕩とろけそうな目でクレープを頬ほお張ばり、幸せいっぱいの表情で噛かみしめている。

「このクレープ、どこで売ってたの？」

「東の避難所のクレープ屋だ。赤いバンダナを巻いてたな」

「赤いバンダナかー。今度、また買いに行こうっと」

　一つ目を食べ終えたフィオーレは、二つ目をフウトから受け取る。

　残った三つ目は自分で食べようと思っていたのだが、

「あれ」

　フウトの左手に持っていたはずのクレープがない。

　代わりにフィオーレの両手にクレープが。二刀流で勢いよく頬張るフィオーレは、肌はだがツヤツヤ輝かがやいているように見えた。

「こらぁっ！　僕の分のクレープまで食べたなっ！」

「おいしかったー！」

「今日、お昼から何も食べてないんだぞ！　あんなに美味しそうなクレープだったのに、なんで全部食べたんだよ！　あれひとつ八百ガッツもしたんだぞ！」

「ありがとねフウト！　助かったよー！」

　食べ終えたフィオーレは藁から起き上がる。クレープを食べた事で体力も気力も回復したようだ。

『フィオーレちゃん、再び立ち上がる！　フウトくんはこのためにクレープを買っていたんですね！　なんというパートナー想おもいの彼！　フィオーレちゃん、とっても美お味いしそうに食べていましたね！　私も赤いバンダナのクレープ屋さんに行ってみたいですっ！』

　オリーブお姉さんの解説を受けて、またフウトにパワーが戻ってきた。こんな事でも希望は集まるらしい。視聴者の心理とは難しいものだ。

「……仕方ない。食べた分は働いてもらうぞ」

「んー」

　やる気のない返事だが、否定はしなかった。

　次に消しよう耗もうするまでに戦闘が終わってくれれば良いのだが。

『ハッハッハ！　ちょっといいかね諸君！』

　カメラ妖精から聞こえてきたのは、意外にもダイナミック・スーパー・ディンゴの声。

『実は困った事になってしまってね。余よ裕ゆうがあれば協力を仰あおぎたいんだが』

　彼は名実ともにゼルニア王国ナンバーワンの勇者だ。

　そんな彼が「困った」と言うのだ。

　おそらく想像しているよりずっと困った事態になっているだろう。

「どうするフウト？」

　フィオーレが尋たずねるが、

「訊きくまでもないだろう」

　困っている人は、誰だれだろうと助けるのが勇者の仕事だ。







　──と、思っていたのだが、いざディンゴの招集に応じてみると激しく後こう悔かいした。

「うわー……」

「これは……」

　フィオーレと同じように視線を上げるフウト。

　場所は城下町のほぼ中央に位置する公園。ゼルニア王国でも有名な観光スポットで、毎日違ちがう催もよおし物をやっていたり、式典に使われたりもする。その他にも散歩や昼ひる寝ねなど、国民が思い思いの余よ暇かを過ごす場所だ。

　その公園の中央にいる、人型モンスター。

　全高二十メートルはあるだろうか。

　両手両足はやはり肥大化しており、胴どうも大きくふくらんでいる。まるで全すべて鋼鉄でできた家が合体しているかのようだ。

　あの時空の裂さけ目から、どうやったらこんなモンスターが出てくるのだろう。

「しばらく戦ってみたのだが、私ひとり──正確には私の友人たちでは荷が重いと判断したんだ」

　フウトたちの隣となりで、腰こしに手を当てているディンゴ。

　彼の周囲には、巨きよ大だいな動物が五匹ひきほど座っている。どれも巨大な猛もう獣じゆうだが、いずれも疲つかれ果てて休んでいるようだ。

「むしろあれ相手にしばらく戦えるディンゴさんが凄すごいと思います……」

　なにしろ二十メートル級だ。あの腕うでをちょっと振ふっただけで周囲の家は簡単に粉々になってしまうだろう。もしも出現したのが中央公園で、相手をしたのがディンゴでなければ城下町の一部は更さら地ちにされていただろう。

「私のスキル『全員出撃オールキヤスト』で呼び出せるのは、命を持つ動物たちのみだ。自然物には強いが、ああいう堅かたい鉄のようなモンスターには文字通り歯が立たないのだよ」

　最強と謳うたわれるディンゴにも弱点はある。モンスターには次々に新種が現れるので、それにいち早く対応するのも勇者の仕事だ。

　ディンゴのスキルは強力だが、変化に弱い。予想外の攻こう撃げきで倒たおれる動物たちはディンゴにとっても痛手になる。彼は動物を使い捨てているわけではないので、仲間のケアも万全にしなければならないのだ。

「というわけで、諸君らも手伝ってくれたまえ！」

　頼たのんでいる態度とは思えないが、事情は把は握あくした。

「要はあれの核かくを破は壊かいすればいいんですね」

「うむ！　私の見立てでは、それが可能なのはバーナードくんとアナスタシアくん、そして君たちだけだ」

「妥だ当とうな判断ですね」

　そう答えたのは招集に応じたアナスタシア。

「じゃあボクたちは彼らを支し援えんすればいいんだね？」

　様々な道具を取り出してセッティングしているのは、セシル。予告通り新しい兵器を作り出したようで、大がかりな道具を背負っていた。

「それなら拙せつ者しやにお任せ──で、ゴザル」

　セシルと同じくらい大量の道具やワイヤーを持っているギョクレン。攻撃が通じないと嘆なげいていた彼女たちだが、道具を使ったサポートはできる。

「できるかどうか分からねーけど、やるしかねーか」

　拳こぶしを叩たたいて気合いを入れるバーナード。すでに数体の人型モンスターと戦っていたようで、普ふ段だんは美しい衣い装しようが煤すすで汚よごれている。

「やられても安心してねぇ。私がいくらでも治してア・ゲ・ル」

　血ち塗まみれの顔で微笑ほほえむシスター・エリュシオン。

　奇くしくも中央公園に全員揃そろった勇者たち。

　こうやって集まったという事は、各自が担当する区域のモンスターは全ぜん滅めつさせたという事になる。フウトたちでも三十体近くのモンスターを倒していたが、彼らも同数のモンスターと余裕で渡わたり合った事になる。

　そんな化け物じみた強さを持った勇者たちに、フウトは並び立つ事ができた。

　今、初めて勇者として認められた気がする。

「なんか意外だねー」

　フィオーレがそんな事を言う。

「ディンゴって、もっと自分のことしか考えてないと思ってた。このモンスターだって独ひとり占じめしちゃえば良かったのに」

「ってフィオーレ、本人の前で！」

「ハッハッハ！　構わんよ！」

　豪ごう快かいに笑い飛ばすディンゴ。

「フィオーレくんと言ったか！　君は私がそんなに利己的に見えるかね？」

「見えます」

　またしてもハッキリと言うフィオーレだが、

「それは正解だ。私はいつも自分の利益を最優先に考えている」

　意外な事にディンゴもそれに同意した。

「しかし、この状じよう況きようで私ひとりで戦うと負ける確率が非常に高い。ならば盟友の力を借り、みんなで名めい誉よと報ほう酬しゆうを分配した方が得なのだよ！」

「なるほどねー。仲良くするのも作戦のウチってことか」

「その通り！　全て自分のためだよ！　ハッハッハ！」

　最終的に自分の利益になる、と言えばそれまでだが、ディンゴの考えは間違っていないとフウトも感じている。要はピンチになったら意地を張らずに仲間を頼たよった方がいいということだ。

「という事で、今回は私もサポート役だ。セシルくん、ギョクレンくん、一いつ緒しよに頑がん張ばろうではないか！」

　豪快に笑いつつ、ディンゴとセシルとギョクレンは後退する。

　それまで沈ちん黙もくを保っていた巨大人型モンスターは、ディンゴを追うようにゆっくりと歩き始めた。大きくて太い足が公園の芝しばを踏ふむと、大地が小さく揺ゆれる。

「よしっ」

　フウトは槍やりを構えた。

「おっ。さっき発動したばかりなのに、もうスキルを使いこなしてるのか」

　全身から発せられるオーラを見て、バーナードが喜んでいる。

「ああ。発動条件も分かった。もう僕は迷わない」

「それだけ不安定なスキルなのに、よく迷わずに戦えるねー」

　フィオーレが茶化すが、

「もともと僕に選せん択たく肢しなんてないんだ。この槍のようにまっすぐに進むだけだ。それ以外のやり方なんてないんだから」

「仮にそのスキルがなくても、戦ってたって事？」

「ああ。どんな方法でもフィオーレに追いついてみせるさ」

　ニヤリと笑い、フウトは再び槍を人型モンスターに向ける。

　それを機に、フィオーレも拳を構えた。

　すでにフィオーレのオーラによって、彼女の戦せん闘とう服は損そん壊かいしていた。拳にエネルギーを集中しているせいで、肩かた口ぐちまで白い腕が露ろ出しゆつしている。服の防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを超こえるほどのパワーが漲みなぎっている証しよう拠こだ。

「で、作戦は？」

　アナスタシアの言葉に、フウトもフィオーレもバーナードも沈黙する。

「実は私も考えていません」

「ですよね」

　あの二十メートル級の人型モンスターに作戦などという小細工は通用しない気がする。

「なので核が存在するであろう胸部に最大火力の集中。それのみを作戦とします」

「──了りよう解かい」

　非常に分かりやすい。

　もともと勇者とは大規模な作戦を立てる事が少ない。なぜならモンスターの出現は突とつ発ぱつ的なので、先手を打つ事ができないのだ。だから常にモンスターの襲しゆう来らいに応じてその場の判断で戦う事しかできない。

　モンスターに知性がないわけでもないのだが、種類によって行動パターンが違うので、野生の動物のように扱あつかうこともできない。

　だからこそ最強の力を持つ勇者が、最大のパワーでモンスターを粉ふん砕さいする。

　その単純な構図がテレビを観みる視し聴ちよう者にもウケているのだ。

「つーかよ、アナスタシア。お前のスキルって『何でも切断する』能力なんだろ？　それであのデカブツを叩っ斬きれねーの？」

「そうできれば良かったのでしょうが」

　バーナードの疑問に答えるように、アナスタシアが剣けんを抜ぬく。

　今まで何体ものモンスターを斬ったであろう細剣はボロボロに刃はこぼれしており、刀身も三分の二ほどになっていた。折れたのだろう。

「堅いモンスターを斬り続けていたら、こうなってしまいました。あのモンスターに通用するとは限りません」

「だったら折れるまで振り続けろよ。俺たちも全部出し切ってやる」

　バーナードが舌なめずりをする。その手には魔力が集中していた。派手な色をした、見せるための魔法ではない。本気で敵を殺すための地味な色をした魔法である。

「だよな、フウト」

「ああ」

　フウトのスキルは槍にも作用しているのか、今まで刃こぼれ一つしていない。むしろ槍の穂ほ先さきまで自分の身体からだの一部のように感じられる。

　そんな彼らを見て、アナスタシアが微笑んだ。

「フウトくん。私は以前テレビでこう発言しました。あなた方の力は未知数だと」

「……ああ」

「それは今でも否定しません。そういうスキルをお持ちのようですから」

　すでにフウトのスキルは全ての勇者に伝わっているのだろう。カメラ妖よう精せいを通じてのものか、それとも勇者同士のシンパシィだろうか。

「あなたの場合、未知数だからこそ強い。私をワクワクさせてくれます」

　アナスタシアの口からワクワクするという単語が出るとは思わなかった。




「ですから──私の分まで、託します」




　ボロボロの剣に込こめられた想おもいが、フウトの中に流れ込む。

　強い気持ちとあふれそうなオーラを胸に、フウトは強く頷うなずいた。

「フィオーレ。これが最後のモンスターだ。これを倒したら休んでいいぞ」

「そう考えたら、やる気出てくるね」

　拳を打ち鳴らすフィオーレ。こちらの準備も万ばん端たんだ。

　合図など必要なかった。

　背後で何かをしている気配を感じ、次の瞬しゆん間かん、巨きよ大だい人型モンスターの身体が大きく傾かたむいた。一つ一つが建物のような足に、太いロープが巻き付いている。

　それがセシルの発明だと分かる頃ころには、フウトたちは飛び出していた。

「うおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　野や獣じゆうのような咆ほう哮こうと共に、フウトとフィオーレは地を蹴ける。彼らの背後からモンスターに向かって魔法の光が飛んだ。針のように鋭するどい攻こう撃げき魔法が人型モンスターの胴どうに命中するが、それでもモンスターをわずかに傾かせるだけ。

「うえっ！　あれでも効かねーのかよ！」

　バーナードの呻うめき声。

　いいや、効いている。

　モンスターの胴の表面にヒビのようなものが入っていた。あれはバーナードが生み出した勝利への道だ。

　そこへ向けてさらに数本の小刀が投とう擲てきされた。ギョクレンが使っている東方の武器だ。その刃は先さきには金属を腐ふ食しよくさせる毒が塗ぬられているらしく、モンスターの胴が溶とけている。

　──オオオオオオオオオオォン！

　ここでようやくモンスターは生命の危機を感じたのだろう。それまで鈍どん重じゆうな動きだったモンスターが両手両足を振ふり回す。巨体に似合わず俊しゆん敏びんな動作で、手足があたった公園の管かん理り棟とうが粉砕されてしまった。

　そして攻撃の主である勇者へ向けて歩き出す。大きな足が一歩踏み出しただけで、十メートル近い距きよ離りを詰つめられる。

　その大足が止まった。

　巨大モンスターの両手両足が切断されていた。ひとつひとつのパーツは巨大だったが、それを繋つなぐ関節部分を斬られたのだ。もちろん切断したのはアナスタシアである。彼女の剣はその一撃で粉々に砕くだけ散っていた。

「──あとはよろしく頼たのみます」

　四し肢しを切断された人型モンスターの、胴体。

　おそらく核かくはあそこにある。

　ざっと見て、五メートル四方の鉄の塊かたまり。

　──貫つらぬけるか。

　フウトのスキルによって強化された肉体でも、あれを槍で穿うがつのは難しい。自分の力量がしっかり把は握あくできているからこそ、敵の硬かたさも分かるのだ。

　が、やらなくてはならない。

「フウト！　私がやるよ！」

　流星のように駆かけ出すフィオーレ。

「──冗じよう談だんじゃない！　君にばかりやらせるか！」

　フウトも槍を構え、走るスピードを上げた。

　フィオーレに働いてもらいたい気持ちはあるが、今はそれ以上にフィオーレに勝ちたいという欲よつ求きゆうが勝っていた。

　もっと強くなりたい。

　人々を守りたい。

　フィオーレを負かしたい。

　勇者として誇ほこらしく戦いたい。

　人々の視線を独ひとり占じめしたい。

　正義の心と邪よこしまな気持ちが生まれては消える。全すべての欲求を槍に込め、ただひとつの目的──あの巨大なモンスターを倒たおすという意志に変へん換かんされる。

「行けっ！　行くんだ！」

　遠くから聞こえる、野太い声。

　ディンゴだ。

　彼の野獣のような咆哮がフウトに届いている。

　カメラ妖精が拾ったディンゴの声を、町中のテレビがさらに増ぞう幅ふくしているのだ。




「少年たちよ！　それでこそ私のライバルたりえる勇者だ！　その強さで、いつか私を倒しに来い！　楽しみに待っているからな！」




　心臓が破は裂れつしそうだ。

　ディンゴの希望がフウトの血となり肉となる。

　なんて獰どう猛もうな希望なんだろう。

　好敵手の希望が、フウトを獣けものに変えるようだ。

　フウトとフィオーレが、同時に跳ちよう躍やくする。

　脚きやく力りよくはフィオーレの方が上だ。

　しかしフウトには技わざがある。

　今までずっと鍛きたえてきた足運びと、槍やりの使い方。パワーを一点集中する技術。強大な力を全て槍の穂先に集めれば、フィオーレの規格外の力にも追いつける。いや、追い越こす事すらできる。

　さらに、希望が加わる。

　守るべき国民の、家族の、友人の、ライバルの、そしてパートナーの。

　全ての希望が力になって、フウトの心を燃やしている。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

「たぁあああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　槍と蹴しゆう撃げき、どちらも星のように輝かがやきながらモンスターの胴体を穿った。

　バーナードが生み出した亀き裂れつを抉えぐり、ギョクレンが作った鎧よろいの穴を裂さき、さらにその奥へ穂先と足を捻ひねり込む。

　硬いモンスターの胴体の奥、その向こうにある核──




　小さな赤い果実のようなそれを、全力で貫いた。




　その瞬間、鋼鉄のようだったモンスターの肉体が変化した。

　血のように赤い煙けむりを噴ふき出して消しよう滅めつする核。

　硬かったモンスターの胴体から急に手て応ごたえがなくなる。勢いのついた槍と足は柔やわらかくなった肉体をさらに奥へ奥へと抉り取り──

　そのまま二人とも、モンスターの胴から背中へ抜けた。

　ゼルニア城下町の夜空へまっすぐに飛んでいく姿は、まるで鳥が飛び立つようにまっすぐで美しかった。

　二人のオーラが混じり合い、太陽よりも明るく夜空を照らす。

　そのオーラの真下で、巨大人型モンスターは一瞬にして黒い霧きりに変わる。砕かれた管理棟や樹木だけを残してこの世から消滅した。

　それでも勢いよく飛ぶフウトとフィオーレ。

　公園を飛び越え、城下町の市場を飛び越え、やがて住宅街まで飛び続ける。

　そこでようやく高度を落とした二人。ゆるやかに落下していき、そして無人になった住宅街の家の壁かべに激げき突とつしそうになり、軽く壁を蹴って地面に着地した。

「ふうっ……！」

　勢い余って飛びすぎてしまった。

　フウトは槍の石いし突づきで地面を軽く叩たたき、先ほどの手応えを思い出す。

　核を破は壊かいされたモンスターは消滅した。これで全てのモンスターを討とう伐ばつした事になる。

　フウトとフィオーレ、どちらの攻撃で倒したのかは──まぁ、今はどうでもいい。

「やった……！　やったぞ！」

　初めて勇者として働けた事を実感する。

　スキルに目覚めたから──それもあるだろう。

　しかしスキルだけではない。スキルによって強化された肉体と、父から教わった勇者としての戦い方の二つが合わさった喜びがこみ上げてくる。自分が今まで重ねてきた修しゆ行ぎようは間違いではなかったと、自らが証明したのだ。

　叫さけびたいほど嬉うれしい。

　しかしテレビに映っている手前、自制心がはたらいてしまう。

「フィオーレ？」

　近くに着地したはずの相棒を呼ぶ。

　先ほどから姿が見えないのだが、どこに落ちたのだろうか。

「どこへ行ったんだ、フィオーレ？」

　彼女には色々と言いたい事がある。

　まず礼が言いたい。フウトが勇者として何をすべきか改めて考える機会をくれたし、なにより初めて彼女がまともに戦ってくれた。後者だけでも最大限の礼を言いたいのだが、それは本来やって当然の事なので悩なやみどころである。

「フィオーレ！」

　少し大きな声で呼ぶと、

「フウトー……」

　弱々しい声が返ってきた。

「なんだ、また燃料切れか？」

「ち、違ちがうよ……」

　声のした方は、民家と民家の間の狭せまい路地だった。フィオーレはなんでそんな狭い所にいるのだろう。

　フウトはその路地を軽い気持ちでのぞく。

　おおかた樽たるか何かに足が嵌はまったのだろうと思っていたが、そうではなかった。

　フィオーレは路地にうずくまっていた。




　全ぜん裸らで。




「──!?」

「見ないでよ、ばかぁっ！」

「な、なんで服着てないんだよっ！　服はどうしたんだ!?」

「それが……全部破けちゃったみたい」

「えええっ!?」

　フィオーレのオーラで破けていたのは、フウトが知る限り袖そでまでだった。あの最後の一撃で全力を出したせいで、全ての服が弾はじけ飛んでしまったと言うのか。学園の魔ま法ほう技術の粋すいを結集した戦せん闘とう服が。

　彼女の中に潜ひそむパワーはどれほどのものなのか。

　フウトは本当に追いついたのだろうか。

「と、とりあえずフィオーレ！　これを着ろ！」

　慌あわてて自分の戦闘服を脱ぬいで、路地裏に放ほうり込む。

「上着だけじゃ不自然だよ……」

「分かったよ、じゃあこれでどうだっ！」

　シャツとズボンも脱いで、同じように路地裏に投げた。すぐに衣きぬ擦ずれの音が聞こえ、フウトの戦闘服を着たフィオーレがおもむろに出てきた。

「……本当に助かったよ」

　げんなりしている。

　それはそうだろう。もしもカメラ妖よう精せいがいる前で全裸になったら大変な事になる。
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　しかし今のフウトもギリギリだ。

　上着もズボンも貸してしまったので、シャツとパンツだけだ。知らない人が見れば変質者だと思われるかもしれない。

『ただいま、ジャッジによる精査が終しゆう了りよう致いたしました！　時空振しん動どうで発生したモンスター全ての討伐を確かく認にん！　本日も勇者たちはやってくれました！　今回も立派にゼルニア王国を守ってくれました！　ありがとう、そしてお疲つかれ様でした！』

　オリーブお姉さんの実じつ況きようの声に続いて、遠くの方から人々の歓かん声せいが聞こえる。避ひ難なん所じよにいる人たちが喜んでいるのだ。

　自分で守った平和なのに、なんだかフウトも嬉しくなる。

　こうして喜びの声を聞くだけで幸せになるのだ。

「フィオーレ」

　改めてフィオーレを見るフウト。

「僕はまだ君に追いついていないようだ。だが、これからだ。このスキルを使いこなして、いつか必ず君より強くなる」

「……ま、私も久しぶりに全力出せて気持ちよかったよ」

「僕は最初から全力のつもりだった。服が破けるほどのパワーは出せないみたいだ」

　人々の希望をエネルギーとするスキルなら、今の数倍の希望を集めなければならない。まだまだ目標までは遠い。

「んー、でもさフウト。結構私の強さに近づいてると思うよ」

「どうしてそう思うんだ？」

「だって、ほら」

　フィオーレが指さすのは、フウトの胴どうから足。

　下を見てみると、シャツとパンツに亀裂が入っていた。

「なっ!?」

「おかしいと思ったんだよ。私は袖が破けてたのに、フウトがどこも破けないのは変だもんね」

　そう言いつつ、フィオーレは背中を向ける。

「フィオーレ！　僕の服を、せめてシャツだけでも返してくれないか！」

「んー、手て遅おくれみたいだよ」

「!?」

　フィオーレは夜空を見上げている。

　フウトも視線を上げると──

『さぁ、本日の最さい優ゆう秀しゆう勇ゆう者しやの時間です！　なんといっても今日は新人二人がやってくれました！　ファティマ学園の生徒である若き精せい鋭えい！　フウトくんとフィオーレちゃんです！　二人ともスキルを見事に使いこなし、巨きよ大だいモンスターにトドメを刺さしましたぁっ！』

　オリーブお姉さんの声が近づいてくる。

　彼女の声を乗せたカメラ妖精が何体も浮ふ遊ゆうしている。

　あの妖精の額に輝く水すい晶しようは、撮さつ影えいした映像を魔ま法ほう塔とうに届け、リアルタイムで視し聴ちよう者に届ける事ができるのだ。

『では、さっそくお二人にインタビューしてみましょう！　フウトくん！　フィオーレちゃん！　何か一言お願いしますっ！』

　そのカメラ妖精が見ている前で、フウトは立ち尽つくしていた。

　シャツとパンツの亀裂はやがて綻ほころびに変わり、その形を失っていく。

　槍以外の全すべてを失ったフウトと、カメラ妖精の目が合った。

「あ──」

　言葉すら持ち合わせないフウトの姿が、全国民の目に晒さらされる。




　希望を糧かてとするスキル──

　フウトの力が全て消失したのは、その五秒後の事だった。




　　　　＊




　城下町のモンスター襲しゆう来らいが収束した日の深夜。

　とある場所では小さな密談が交かわされていた。

　今のご時世、魔導器具を使えば部屋中を照らす事ができるのに、蝋ろう燭そくのみがテーブルに載のっている。その明かりが見せるものは、たった一人の人間。

　テーブルに紙を置くと、別の人間の手がそれを取った。

「……以上が、本日の時空振動の結果です」

「ご苦労様でした」

「人型モンスターに関しては、現在は五〇ポイントという事になっておりますが、サイズに応じて得点を変動する事になりました。最後に倒たおした巨大モンスターに関しては、全ての勇者に五〇ポイントずつ分け与あたえるという事に」

「それでいいと思います。ありがとうございました」

「……差し出がましいようですが、今回の時空振動は危険でした」

　低くくぐもった声が、紙を渡わたした人間から漏もれる。

「フウト、フィオーレ両名のスキルが発動しなかった場合、城下町への被ひ害がいは計り知れないものとなっていました。おそらく住宅街と学園街が半はん壊かいしていたでしょう」

「ですが、どちらも全力を出してくれましたね。非常に嬉しいです」

　片方の声とは対照的に、優やさしく穏おだやかな声が返事をする。

「これで勇者は八人。今年も賑にぎやかになりそうです」

「では、次回からの時空振動は通常通りで？」

「ええ、それでお願いします。しばらく視聴者は新人勇者たちの活かつ躍やくをゆっくりと観覧したいでしょうし、城下町の復興もありますからね」

「御ぎよ意い──」

　低い声が遠ざかると、闇やみに消えた。

　残ったもう一人は、報告書を蝋燭に近づける。

　紙に火がつくと、それは一いつ瞬しゆんで焼失した。すぐに燃える特とく殊しゆな紙なのだろう。

「さてさて、今年も楽しませてもらいますよ」

　楽しそうに笑いながら、彼は蝋燭に息を吹ふきかけた。

「願わくば、また魔ま王おうを生み出さないように──」

　完全な闇の中で声だけが響ひびき、そして消えた。







　エピローグ




『──ご覧下さい、この大行列、ひい、ふう、みい……ええと、現在だと五列ですね。百人近い行列が五つです！　これだけの行列が目指しているのは、こちらの屋台です！　先週の時空振動で大活躍したフウトくんとフィオーレちゃん、彼らをサポートした、赤いバンダナがトレードマークの『勇者を治した伝説のクレープ屋』さんです！　この大人気、時空振動から一週間が経過してもまだ衰おとろえる事はありません！　噂うわさでは店てん舗ぽを増やすことも考えているとか！』

　ファティマ学園の学園長室に備え付けてあるテレビの中では、オリーブお姉さんが興奮しながら手に持ったクレープを掲かかげている。あれはフウトが買ったなんとかスペシャルだ。いつの間にか名めい称しようが「勇者スペシャル」に変へん更こうされている。

　改めて自分たちの影えい響きよう力に考えさせられた。

　フウトは勇者であり、国民に直接的にも間接的にも影響を与える人間になったのだ。うかつな行動は慎つつしまなければならない。

　先週の戦いで、それに気づいていれば良かったのだ。

『無事に購こう入にゆうできた人にお話を聞いてみます！　どうですか、クレープのお味は？』

『すっごく美お味いしいです！　さすが勇者のクレープ！　美味しいよね、ダーリン？』

『もちろんさハニー。なんたって、あの「七人目」が買ったクレープだよ？』

『えー、「七人目」って言っても、あの全ぜん裸ら勇者の方でしょ？　ダーリン、アレのファンなの？　私はフィオーレのファンだし、このクレープを食べたのもフィオーレだしー』

　舌っ足らずな喋しやべり方で痛つう烈れつな批判をする女の人。

　世間的にはもう全裸勇者で通っているのか。フォローしてくれる彼氏の心こころ遣づかいは嬉うれしいが、彼が弁明しても全裸でテレビに映った事実は拭ぬぐい去れない。

　実際に映し出されたのは数秒だが、そのわずかな時間でフウトの中に宿る「希望」の大半が消失してしまった。

　今のフウトには、あの時のような強さはない。まったくスキルがないわけではないが、それでも常人の五倍程度。勇者と名乗るにはいささか足りない。

　これをもう一度フィオーレ並の戦せん闘とう力に近づけるためには、また一から希望を獲かく得とくしなければならない。なんて不便な能力なのだろう。

「変なスキルを身につけてしまった……」

　学園長室のソファに身を沈しずめ、頭を抱かかえるフウト。

「私は嫌きらいではありませんよ」

　そう答えるのは学園長。

「とてもフウトくんらしいスキルだと思います」

「そうでしょうか？」

「なんといっても、可能性がありますからね。努力すればどこまでも強くなれる。フウトくんにふさわしいですよ。『偶像守護者アイドルセイバー』というスキル名もカッコいいです」

「……待ってください、その名前、今初めて聞いたんですけど」

　なんだその名前は。

　確か新しいスキルの名前はゾロリアン訓練所の名めい簿ぼに記されるはずだが、フウトはそこへ登録に行った覚えはない。

「あなたのお父様がつけてくれたんですよ。『伝説の勇者』のお墨すみ付つきのスキルなんて、そうそうありませんよ？」

「何をしているんだ、父さんは……！」

「昨日、学園にいらしたんですよ。『息子むすこをよろしく』とだけ言って、また帰っちゃったんですけどね」

　家にも帰らず行ゆく方えをくらませたと思ったら、息子のスキル名を考えるためだけに戻ってくるとは。どうせもうゼルニア王国にはいないだろう。

「はぁ」

　あの父親の事は真しん剣けんに考えるだけ無む駄だだ。数年前までは本気で探したりもしたが、突とつ然ぜん消えたと思ったらフラッと戻ってくる。そしてフウトに稽けい古こをつけてまた去っていくのだ。それを許す母親も問題だと最近気づいた。

「さてさて、それじゃあ会議を始めましょうか」

　学園長が小さく手を叩たたく。

「議題はもちろん、これからの人気についてですね。フウトくんの力をもう一度取り戻すためにも、がんばらないと」

「はいはーい」

　フウトの横から手が伸のびた。

　別のソファでフトンにくるまっているフィオーレだった。

「私にいい考えがあるよー」

「……一応聞いてやる。言ってみろフィオーレ」

「あのね、さっきテレビを観みてて思ったんだよ。フウトが全裸だってバカにしてた女の人がいたでしょ？　あれね、絶対に次も期待してるよ」

「なんだって？」

「だからさ、またフウトがテレビで脱ぬげばいいんだよ」

「冗じよう談だんも休み休み言え！　あれのせいで僕は学園長と一いつ緒しよに勇者課まで呼び出されて、警告まで受けたんだぞ！　不ふ可か抗こう力りよくじゃなかったら、勇者の資格を剥はく奪だつされてたんだ！」

「じゃあ、怒おこられない範はん囲いで」

「そもそも僕は脱ぎたいわけじゃない！　ていうか脱げたのは君の方だろうが！」

「……そうだよ」

　自分から話を振ふったくせに、露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする。

「まともに戦えばちゃんと人気が取れる！　だから問題ない！」

「えー……」

　口を尖とがらせてフトンの中に潜もぐり込むフィオーレ。

「だってさー、フウトまだ弱いじゃん。弱いまま戦っても、人気取れないじゃん」

「……そこは、まず君にがんばってもらって」

「イヤだよ！　だって私がスキル使って戦ったら、また脱げるじゃん！　それに疲つかれるしめんどくさいし！　なんでフウトが一人で戦ってくれないの!?」

「しかし君が戦わないと、僕たちの人気が取れないだろう！　そうしなければ僕は強くなれないから、やっぱり君に負担がかかってしまう」

「大だい丈じよう夫ぶだよー、フウトが脱げば一発だってばー……」

　以前よりもフィオーレのスキル嫌ぎらいが増した気がする。

　それまでは誰だれかを傷つけるのを恐おそれていたが、今度は自分の裸ら体たいがテレビで全国放送されてしまうのが怖こわいのだ。その恐きよう怖ふはフウトなら痛いほど分かる。

　そしてスキルに関係なく、怠たい惰だなのは彼女の性格の問題だと知った。まずここからどうにかしないと戦えない。

「ほら、これ見て」

　フィオーレがフトンから取り出したのは、細いヒモ。

「全裸だとマズいんでしょ？　ならこのパンツ穿はいて戦えばいいよ」

「これパンツなのか!?　ヒモじゃなくて!?」

「バーナードのママさんにもらったんだよ。すんごく強力な防ぼう御ぎよ魔ま法ほうがかかってるから、これ一枚でモンスターの攻こう撃げきから身を守れるんだよ」

「じゃあその上から戦闘服を着ればいいじゃないか！　なんでパンツ一丁にならなきゃいけないんだよ！」

「だからぁ、その方が絶対にウケるってば。ゼルニア王国中の主婦がフウトに注目するよ。バーナード超こえられるよ？　そしたらスキル発動しまくりだよ？」

「断るっ！」

　ならフィオーレがやればいいだろう、とはさすがに言えなかった。人気が出ると言えば本当にやってしまいそうだからだ。なにしろ全裸は嫌でも水着だと考え込むような女だ。

「断れる立場だと思ってんの？」

　フトンから顔だけだしたまま、強気な目をするフィオーレ。

「あんたなんか、私がいなければまともに戦えないじゃない」

「うっ──！」

　スキルがないフウトは、フィオーレに人気取りを手伝ってもらわなければ戦えない。それは認めざるを得ないのだが、

「それは君だって同じだろう！　君ひとりで勇者がやれるのか!?」

「むっ──」

　フィオーレが本気を出すためには、フウトがいなければならない。まずひとりじゃスキルを使って戦いたがらないだろうし、仮に戦ったとしてもすぐにガス欠になる。なによりフウトのように明確な戦せん闘とう意い欲よくがなければ、他ほかの勇者にモンスターを取られてしまう。

　当然だが、フィオーレがやる気を出せば全すべて解決する問題だ。

　しかしフトンから出てこないこの女が、たったひとりで勇者をやるなどとは口が裂さけても言えないだろう。

「……っ！」

　結局、どちらも睨にらみ合ったまま、それ以上何も言えずに時間が過ぎる。

「はいはい、二人とも。どちらもお互たがいにとって必要な人間という事は理解しましたね」

　学園長が納めようとする。

「理解はできますが、納なつ得とくできません！」

「私はフウトのためを思って言ってるんだよ！」

「これほど嘘うそくさい『あなたのためを思って』は初めて聞いたよ！」

「だって私が働かないためだもん！」

　はっきり言い切ったフィオーレを、フウトは燃えるような怒いかりの目で見つめる。

「いい加減にしなさいっ！」

　学園長が指を鳴らすと、フウトとフィオーレの頭上から水が降ってきた。さらに指を鳴らすと、床ゆかに撒まかれた水が跡あと形かたもなく消える。さすが学園一の魔導士。

「あなたたちも子供じゃないんですから、仕事としてのパートナーを認め合いなさいっ！　そうでなければ勇者になれませんよ！」

「……はい」

「はぁーい……」

　説教されてしゅんとなる二人。形の上では反省しているが、その目はまだお互いを睨んでいる。

「まったく。これだから『七人目』から脱だつ却きやくできないんですよ！」

「七人目？」

　ゼルニア王国の勇者の数は、八人だ。

　そういえばさっきのインタビューでもカップルがそんな事を言っていた。

「あなたたちが半人前だから、二人合わせて一人前なんです！　早く立派になって、八人になってください！」

「…………」

　フウトもフィオーレも言い返せない。

　もともとそういうコンセプトで売り出したコンビの勇者だ。

　二人で一人──だから『七人目』と呼ばれる。

　最近のフウトは、それでもいいか、と思い始めている。

　自分の実力を充じゆう分ぶんに理解して、その上で成長していけば良いのだ。

「それに、もうすぐ時間ですよ。とりあえず戦いの事は後に回して、今日のイベントに集中してください」

「あ、もうこんな時間か」

　時計を見ると、約束の時間まであと五分もない。

　フウトもフィオーレも立ち上がり、急いで学園長室を出る。

　まだ休み時間だが、廊ろう下かには誰もいない。教室にもいない。

　全校生徒が講堂に集まっているのだ。

「もう集会は始まっています。段取りの打ち合わせは大丈夫ですね？」

「はいっ」

「はーい」

　デビューしてから、初めての成果を上げた戦いから一週間。

　ファティマ学園中がフウトとフィオーレの事で大おお騒さわぎになっていた。その勢いを鎮しずめるのではなく、むしろ盛り上げるために用意されたのが今日のイベントだ。

　廊下を小走りで進み、階段を下りる。

　講堂への渡わたり廊下から、直接入らずにぐるりと回って裏口へ。そこからステージ脇わきの舞ぶ台たい袖そでに繋つながっていた。

　そこに待機していた先生や生徒会のスタッフに軽く挨あい拶さつをすると、幕の間からステージを見る事ができる。

「うわっ……」

　壇だん上じようで教頭先生が話しているが、彼が向き合っている大勢の人間から焼け付くような熱気が漂ただよっている。

　全校生徒の前でフウトとフィオーレがスピーチするだけの簡単な催もよおしだが、そこに集まっているのは全校生徒の約二倍。つまり生徒だけではなく外部からも観客が押し寄せているのである。

　あれが全員、フウトたちを見ようとしているのだ。

「フウト、緊きん張ちようしてるの？」

「当たり前だろう」

　フィオーレは平然としている。そう言えば彼女は生徒会長だった。壇上で生徒に向かって話すのは慣れている。戦闘のない仕事では、フィオーレがもっとも輝かがやくのだ。

『えー、それではお二人が到とう着ちやくしたようなので、これよりファティマ学園が送り出す二人の勇者に──』

　教頭先生が言い終わる前に、もの凄すごい歓かん声せいが飛んできた。その音は講堂どころか外にまで響ひびき渡っただろう。観客のただならない様子を悟さとったのか、教頭先生はすぐに舞台袖に引っ込み、フウトたちに向かって手招きをする。

「さ、行こう」

「ああ」

　涼すずしい顔のフィオーレに続き、フウトは拍はく手しゆの雨に飛び込んだ。拍手と歓声で全ての音がかき消される。老ろう若にやく男なん女によ全てがフウトたちに向かって叫さけび、笑い、手を叩たたく。

　それは信しん頼らいの証あかし。感謝の気持ち。

　勇者としての、希望。

　彼らだけではない。講堂の外──つまりゼルニア王国中に希望の種はあるのだ。

　モンスターを倒たおすだけではない。

　人気を取るだけでもない。




　彼らに安心を与あたえるのが、勇者の真の仕事なのだ。




「フウトくーん！　こっち向いてー！」

「フィオーレちゃん！　応おう援えんしてるぜ！」

　前列から聞こえる、熱い声援。

　それに応こたえようと手を振ふろうとした時だった。

　チカチカと明めい滅めつする光に顔を上げる。

　額の水すい晶しようを輝かせている、カメラ妖よう精せいだった。

　水晶の点てん滅めつは、非常招集の印。

　という事は──

「時空振しん動どうか！」

　フウトの顔からこわばった笑顔が消え、目つきが鋭するどくなる。

「すみません、皆みなさん！　どうやら時空振動が始まったようです！　モンスターの襲しゆう来らいです！　でもどうか落ち着いてください！　どこにモンスターが現れようと、僕とフィオーレが全て倒してみせますから！」

　フウトの宣言に、講堂が一いつ斉せいに沸わき上がる。ひときわ大きな歓声と拍手を受け、フウトの身体からだの奥に希望のエネルギーが溜たまっていくのを感じた。

「あー……こりゃサボれない雰ふん囲い気きだねー……」

　ぼそっと呟つぶやくフィオーレの声は拍手にかき消されたが、隣となりにいるフウトにはしっかりと聞こえている。

「ま、しょーがないか」

　フィオーレも肩かたをすくめると、スキルを発動させた。「花道スター・ロード」と名付けられたそのスキルは彼女の全身を流星のように輝かせた。

　フウトもたった今もらった力を解放して、オーラを漲みなぎらせる。

　正面出口は観客で溢あふれかえっているし、舞台袖もスタッフが右往左往している。

　ならば、別の道を往いくのみ。

「フウトくん！」

　学園長の声のした舞台袖を見ると、彼女の手から槍やりが投げられた。それをキャッチすると、丁てい寧ねいに頭を下げる。

　さらにフウトの意志を理解したのか、学園長は手を上方にかざすと魔ま力りよくを発する。その魔力が天てん井じようまで飛んでいくと、天井全体に波は紋もんのようなものが生じ、やがて大きな穴ができた。よく晴れた空が講堂の中からはっきりと見える。

「皆さん、行ってきます！」

　フウトは観客に向かって一礼すると、ステージを蹴けった。続いてフィオーレも軽い足取りでジャンプする。二人は学園長の開けた天井の穴から勢いよく飛び出し、ゼルニア城下町の空へと舞まった。すると講堂の天井の穴は元通りに塞ふさがっていく。

「フウト、あれ！」

　フィオーレが示す南には、巨きよ大だいな時空振動が見えた。おそらくここから三十キロほど離はなれた地点。時空振動の規模からいって、前回ほどではないだろうが、それでも強力なモンスターが出る事が予想される。

　そして、その時空振動に向かって飛んでいく光がいくつも見えた。

　他の勇者たちだ。

　モンスターあるところ、必ず勇者は現れる。

　それはフウトたちも同じ。

「……よく考えたら、戦闘服じゃなくて制服のまま来ちゃった」

　空中で自分の身体を見回すフィオーレ。

「式典の途と中ちゆうなんだから、仕方ないだろう」

「仕方なくないよ！　スキル使って戦ったら、また服破れちゃうよ！　もう絶対にヤだからね！　私は見てるから、フウトが戦ってよ！」

「君も戦え！　勇者だろうが！」

「勇者の前に女の子なんだよ！　少しは考えてよ、スイカの脳ミソ！」

「だから僕を果物にするなぁっ！」







『ゼルニア王国のみなさん、こんにちは！

　ただいま中規模の時空振動が発生し、十分後にモンスターが襲来する予定です！

　ですがご安心ください、すでに勇者がそちらに向かっております！

　騎き士しアナスタシア！

　旋せん律りつの魔導士バーナード！

　天才少年セシル！

　最強の男ダイナミック・スーパー・ディンゴ！

　赦しや罪ざい者シスター・エリュシオン！

　ニンジャマスターギョクレン──

　そして期待の「七人目」、フウトくんとフィオーレちゃん！

　今回のＭＶＰは誰だれが手に入れるのでしょうかっ！

　テレビの前のみなさん、応援の準備はいいでしょうか!?

　それでは──勇者テレビの始まりですっ！』







　あとがき




　さぁ、次のコーナーに行きましょう！　次はおなじみのコレ！　最近飼育に成功した、どんな言葉も覚えちゃう上に、喋しやべった人の声まで真ま似ねする事のできるメモリーオウムのメーちゃん！　今回のメーちゃんには、先日の戦いでがんばった新人勇者のフウトくんに元気なコメントをいただきました！　メーちゃんお願いします！

『……い、あ、もうコレ喋っていいんですか？　えっと、勇者フウトです。ほ、本日は応おう援えんしてくださってありがとうございます。これからも皆みなさんのご期待に添そえるよう、日々けんさ、あ、研けん鑽さんを続けていくので、よろしくお願いします。あの、すいません噛かんじゃったんでもう一度──』




「…………」

「どしたのフウト？」

「……いや、テレビを通して自分の声というのを初めて聞いたんだけど、その、なんというか、変な気分だなコレ」

「あー、わかるわー……自分の声って違い和わ感かんあるよねー……」




　　　　＊




　あとがき二ページでもネタは挟はさむ！　どうも皆さん、田た口ぐち仙せん年ねん堂どうです！

　初めて俺の本を手に取った方、すいません、いつもあとがきこんな感じなんです！




　担当Ｋ様、いつも熱いご指し摘てき感謝しています！　これからもビシバシお願いします！　イラストしらびさん！　めっちゃ可愛くてカッコイイキャラ、大好きです！　色々ネタを提供してくれるヨメ！　そして、そのネタの原因を作ってくれるムスメ！　新しん鮮せんなインスピレーションをありがとう！

　そしてこの本を手にとってくれた全ての人へ、最大の感謝を！

　ではまた次巻でお会いしましょう！





二○一四年二月　田口　仙年堂












ご覧らんの勇ゆう者しやの提てい供きようでお送おくりします








田た口ぐち仙せん年ねん堂どう
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